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　暖かな家を一歩出れば、吐と息いきが白く煙けむる。そんな二月上じよう旬じゆんの朝。

「今日も冷え込むなぁ……」

　東とう城じよう刃バ更サラは手を上着のポケットに突つっ込みつつ言った。

　いつもより背筋はやや丸く、精せい悍かんな顔立ちも凍こごえている。

「ほんと寒いわね……。春も近いし、暖かくなってくれていいじゃない」

　成なる瀬せ澪みおは手て袋ぶくろをした手に息を吐はきかける。

　炎ほのおのように鮮せん烈れつな赤毛が揺ゆれ、吐息が白く煙った。

　彼女の隣となりでは野の中なか柚ゆ希きが「うん」と頷うなずいていた。冷静な眼まな差ざしは普ふ段だんと変わらぬものの、顔は青い髪かみごとマフラーに埋うずめている。

　刃更も澪も柚希も『聖ひじりヶが坂さか学園』の制服の上に分厚い上着を着込んでいる。

　これから学校に行こうとするところだ。

　家の前、三人は憂ゆう鬱うつな面おも持もちで冷え込んだ通学路に目をやる。

「……刃更さんはいいじゃないですか」

　その後ろから恨うらめしげな声がかけられた。

　玄げん関かんから出ることすらなく、ドアの内側から顔を出した銀色の髪の少女──成瀬万ま理り亜あが唇くちびるを尖とがらせている。

「この前、温泉で温まってきたんですから！　私も温泉に行きたかったです！」

　拳こぶしを固く握にぎり締しめる。

「そして、のぞきプレイとか温泉プレイとか、伝説の神事──野球拳とか、サキュバス的湯治を満まん喫きつしたかったんです……。私の望みはただそれだけだというのに……寒っ！」

　吹ふきつけた寒風に、万理亜は震ふるえて顔を引っ込めた。

「……それはもう温泉が目的じゃないわよね」

　いつものことだという顔で澪は呟つぶやく。

　刃更は無言のまま頰ほおを搔かいた。

　万理亜が言ったとおり、刃更は先月、温泉旅行に行っている。

　長谷はせ川がわ千ち里さととの旅行だった。来きたるべき日に備えて絆きずなを深めるため……ではあるが、実際、温泉旅館を借りきってサキュバス的湯治と言えなくもないことをしていたのも事実。

「万理亜のいつものは放ほうっておけばいいわ」

「澪さま、ひどくないですか!?」

「そんなことより、そろそろ行かないと学校に遅おくれるわよ」

「そういえばそうか」

　澪が手を引き、つられる形で刃更は歩き出した。

「それではお気をつけて」

　そう言ったのは、万理亜とは違ちがい、見送りのため、玄関先まで出てきていたゼストだった。

　いつものメイド服に身を包んだゼストは恭うやうやしく頭こうべを垂れる。

「いってらっしゃい！」と、ゼストの隣では野中胡桃くるみが元気よく手を振ふる。ポニーテールが快活に弾はずむ。

「ああ。それじゃ、行ってくる」

　刃更たちはそれに応こたえて手を振り返した。

　東城家をあとにして、三人は歩いていく。

　自転車の学生が彼らを追い抜ぬき、スーツを着た社会人はあくび交じりにバス停に向かっていた。平日の朝らしい光景だ。

「ちょっと柚希！」

　澪が声を上げる。

　柚希が刃更の腕うでに自分の腕を絡からめようとしていた。

「あんたね。これから学校なのよ。それで行くつもり？」

「澪も手を繫つないでる」

「──っ!?」

　刃更の手を引っ張った時のまま、澪は彼の手をつかんでいた。

　言われて初めてそれに気づき、慌あわてて離はなす。

　それから今しがた離した自分の手を、次に刃更の手を見る。

「私は左。澪は右。これなら大だい丈じよう夫ぶ」

「あ、そうね」

　澪は言われるまま、刃更に腕を絡めようとして、

「──じゃなくて！」

　とっさに踏ふみ止とどまった。

　そんな澪と柚希の様子を見て、刃更は思わず眉まゆを下げる。

　澪が腕を組まずとも、柚希と腕を組んで、澪と一いつ緒しよに登校すれば、どう考えてもクラスで色々支障が出る。

　そう思いつつも、こんな幸せな悩なやみならいくらでもありだとも思った。

　魔ま界かいから戻もどってから、今のところ平へい穏おんな日々が続いている。

　穏おん健けん派と現魔王派の抗こう争そうと、澪を巡めぐっての戦いは終わった。

　だが、自分たちが今も危あやうい立場にいることを刃更は忘れてはいない。

　緊きん張ちようを切らしてはいけないと考えているし、長谷川との旅行も新たな力を──切り札を得るためのものだった。

　全すべてが終わったわけではない。

　同時に刃更は思う。

　この日常を忘れてもいけないと。

　こういう日々が続くようにと、辛つらく厳しい命がけの戦いを、手段を選ばずに戦い抜いたのだ。こういう日々を護まもるためにこれからも戦うのだ。

「刃更。どうしたの？」

　澪の声に刃更は我われに返った。

　いつの間にか、澪は刃更と腕を組んでいる。上うわ目め遣づかいに彼を見る目は恥はずかしげでありつつも、物思いにふける刃更を案じてもいた。

　逆側では柚希もまた刃更を見つめている。

「いや。なんでもない」

　刃更は首を横に振る。

　それから澪と柚希を優やさしい眼差しで見下ろし、前を向いた。

　日常のために戦ってきた。

　だからこそ、今は日常を素す直なおに楽しむ。

「行こうか」

　改めて感じた想おもいと共に刃更は言った。




　これは東城家に訪おとずれたひと時の日常の物語。
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　二月もまだ上旬の夜のことだった。

「人と会う約束があるから、ちょっと出てくる」

　夕食のあと、刃バ更サラはそう言って家を出た。

「きっとエロい本ですよ！　百ひやく戦せん錬れん磨まのエロスを誇ほこる刃更さんとて、青少年のあん畜ちく生しようです！　これは……見み逃のがせません!!」

　突とつ然ぜん、立ち上がった万ま理り亜あが刃更を尾び行こうし始めたのも、東とう城じよう家ではよくある光景だ。

　しかし、その夜に関しては、そこからが違った。

　いつもなら、ここで澪みおや胡桃くるみが万理亜を止める。電でん撃げきや拳げん骨こつのお仕置きもある。

　だが、誰だれも動かなかった。

　あえて万理亜を行かせたのだ。

　東城家のリビングに残るのは、澪、柚ゆ希き、胡桃、ゼストの四人。

　澪は戸と締じまりを確かく認にんし、万理亜の気配を探さぐり、それからリビングに戻ってきた。

　そして、残る三人の少女と共にテーブルを囲んで座る。

　重々しい沈ちん黙もくが降りる。遠くから聞こえる車の排はい気き音がやけに大きい。

「えっと……」

　澪は緊張した面持ちで、柚希たちを見回し、それでもまだ惑まどい、ようやく唇を開く。

「──東城家女子会議を始めます。議題はバレンタインデー」

　重々しい声だった。

　澪は携けい帯たいのカレンダーを指す。件くだんの日、二月十四日まではもう一週間ほどしかない。

「もっと早くやりたかったんだけど、万理亜が家にいないってチャンスがなくて」

「万理亜が聞いてたら、絶対に何か仕込むもんね」

　胡桃の言葉を誰も否定しない。

「……とにかく、今がチャンスよ。そんなわけで、みんなバレンタインデーはどうするの？　一人一人別々にチョコを用意するのか、それとも一緒に何か用意するか。ほら、変にかぶってもいけないし」

「あの、すみません」と、ゼストが挙手する。

「あ、はい。ゼスト。どうぞ」

　思わず教師のような反応をしてしまう澪。

　ゼストは何から話すべきかと言葉を選びつつ、口を開く。

「……バレンタインデーとは、実際どのような行事なのでしょうか？」

「あ……。そっか。ゼストには馴な染じみないわよね。魔界のイベントじゃないし……」

「朝の情報番組で概がい要ようは理解しているつもりです。ただ──」

　ゼストは小首を傾かしげる。

「好きな人にチョコレートを渡わたす日であったり、友達にチョコを渡す日であったり、自分でチョコを買い求める日であったり……。渡すものも、チョコレートやチョコケーキなど様々で。私には何がバレンタインデーなのか見当がつかず。申し訳ありません」

「あー。なるほどね」

　澪は頷うなずいた。

「最近は複雑」

「色々乗っかり過ぎなんだよね」

　柚希と胡桃も納なつ得とくする。

「じゃあ、改めて説明するとね。確かバレンタインデーの発はつ祥しようはローマ帝国。ウァレンティヌスって司教が、禁止されてた兵士の結けつ婚こんを秘密で行って処しよ刑けいされちゃったことにあるとか。他ほかにも説はあるみたいだけど」

「チョコレートに関しては日本独自の習慣。海外ではただのプレゼント」

「なるほど」

　ゼストが相あい槌づちを打つ。

「友達にチョコをあげる友チョコとかは、バレンタインデーに便乗した最近の習慣だから、とりあえず、日本のバレンタインデーは好きな人にチョコをあげる日……って、考えでいいと思うわよ。実際、あたしもそのつもりだし」

　自分で言いつつ、澪は恥ずかしげに目を伏ふせる。

「わかりました。ありがとうございます」

　一礼し、ゼストは少し考える様子を見せた。

「それなら……やはり私も習慣に従ってみたいですね。願わくば──」

　ゼストが深く息を吸う。メイド服のスカートの上で組んでいた手がかすかに動く。伏せた瞳ひとみは熱を帯びていた。

「私も自分で作ったものを刃更様に渡したいと思います」

　ゼストは顔を上げる。頰ほおは紅潮していた。

「──傲ごう慢まんでしょうか」

　自らの言葉を後こう悔かいするように、口にした。

　澪と柚希は顔を見合わせた。二人はそれだけで想いを確かめ合う。

「ううん。あたしたちもそうだから。作るか、買うかはまだ決めていないけど」

「刃更のために何かしたい」

「あたしもそうかな」

　膝ひざの上にあるゼストの手に、胡桃が掌てのひらを重ねる。

「皆みなさん……」

　ゼストに対して、三人は力強く頷いてみせる。

「じゃあ、決まりね。それぞれでバレンタインのチョコを用意しましょう。渡すのは十四日に」

　澪の言葉に東城家の少女たちが同意する。







「ほほう。なるほどなるほど……」

　そんな澪たちの秘密の会議を万理亜は寒空の下で聞いていた。

　彼女の手の携帯電話にリビングの会話は筒つつ抜ぬけだった。

「ふふふ。甘いですよ。澪さま。このロリエロサキュバスに秘密で進めようなんて。こんなこともあろうかと、リビングにはきっちり盗とう聴ちよう器きを仕し掛かけているんですから。しかも、三代目です」

　初代と二代目は澪の雷らい撃げきに散った。

「ともかく、刃更さんを尾行してすぐ見つかって、拳骨を頂いて追い返された甲か斐いがありました。これも全て淫いん魔ま的計算どおりです」

　ククッと、万理亜は笑う。

「こんないかがわしい企き画かく、サキュバス的に飛びつくしかありません！」

　握にぎり拳こぶしを夜の空に突つき上げる。

　それから、「へくちんっ」とクシャミをした。

　二月の夜はとにかく冷える。
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「うーん」と思わず唸うなってしまう。

　澪は難しい顔を隠かくすことができない。眉み間けんに皺しわが寄ってしまうありさまだ。

　彼女はデパートのバレンタインデー特設コーナーにいた。

　数々のバレンタイン商品が並ぶ中、澪が見ているのは、手作りチョコレートのコーナーだった。チョコ本体とデコレーションがセットになっていて、それだけでオリジナルチョコを作ることができるものから、材料それぞれ個別のもの、様々な種類が並んでいる。

　当然、別のコーナーには既き製せい品ひんのチョコもたくさん並んでいる。

　どうしようもなく目移りして、どこから見ていいかもわからない。

「チョコを用意するって言っても、柚希みたいに料理が得意ってわけじゃないのよね……」

　溜ため息いきがこぼれた。

　澪の脳のう裏りに蘇よみがえるのは以前、柚希が作った料理の数々だ。シチューも牡蠣かきフライも、その他諸もろ々もろもとてもおいしかった。

　できれば手作りのチョコを刃更にあげたい……と思いつつも、躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「結局、市し販はんのほうがおいしいのは確かなのよ」「売ってるチョコのほうがおいしいんだよね」

　声が重なった。

　聞き慣れた声に思わず顔を向ければ、隣となりに胡桃がいた。

　驚おどろく澪だが、胡桃は胡桃で目を丸くしている。

　それから、二人はだいたい同じことを考えていたのだと理解し、互たがいに苦く笑しようした。

「胡桃ちゃんもここに買いに来たんだ」

「うん。……気持ちはわかるよ」

　胡桃は眉まゆを下げた。

「お姉ねえはほんと料理が上手だからさ。《里》を出てから自じ炊すいしてたのはあると思うんだけど……。やっぱり、もともと料理が好きだったんだよね」

「《里》にいた頃ころも？」

「時々、夕飯とか作ってくれたよ。それに──」

　胡桃は目を細くする。

「刃更に食べさせてあげたかったんだろうなーって。今なら思うかな」

　彼女の表情は優やさしい。

　自分のことを語るかのようだと、澪は感じた。

「まあ、柚希が料理うまくても、チョコを渡すのは別に勝ち負けの話じゃないのよね。それはそうだとわかっているんだけど……」

　澪と胡桃は再びチョコの山に視線を戻もどす。

「何を選べばいいのかわからないわ……」

　二人の溜息が重なる。

「──成なる瀬せさん？」

　不意に聞こえた声に、澪は振ふり向き、目を瞬しばたたかせた。

　そこにいたのは黒くろ髪かみを三つ編みにまとめた少女。理知的な眼まな差ざしが印象的だった。

「梶かじ浦うら先せん輩ぱい」

　澪は驚きと共に彼女の名前を口にした。

　梶浦立りつ華か。今期、『聖ひじりヶが坂さか学園』生徒会で副会長を務めていた少女だ。澪にとっては体育祭でお世話になった先輩でもある。

　いつもの制服とは違ちがうカジュアルなパンツルックの立華だが、飾かざり気なく機能的な装よそおいが彼女らしいし似合っていると、澪は感じた。

「こんにちは」

「ええ。こんにちは。えっと──」

　立華は言い淀よどむ。彼女は澪のすぐ隣に立つ胡桃のほうを見ていた。

「あ、彼女は野の中なか胡桃。柚希の妹です」

　胡桃が慌あわてて頭を下げた。

「姉がお世話になってます……だよね？」

「こちらこそ」

　社交的な挨あい拶さつを交かわしたところで、澪たちと立華の言葉が止まってしまった。

　先さき程ほどまで、澪たちは思いきり身を乗り出してチョコを眺ながめていた。

　よくよく見れば、立華も陳ちん列れつされたチョコのすぐ傍そばにいる。それは買い物の途と中ちゆう、偶ぐう然ぜん通りかかったという形ではない。

　澪と立華はお互いにこの場にいる理由を察してしまう。誰だれにあげるつもりなのかはともかく。

「梶浦先輩も……チョコあげるんですね」

「……ええ」

　立華は目を逸そらす。かすかに朱しゆが落ちた頰は彼女の恋こい心ごころを如によ実じつに示す。

　澪にとって少し意外なことだった。

　以前、話した時、立華が恋れん愛あいに興味がある人だとは思っていなかった。

　だが、立華も年頃の少女だと、考えを改める。想おもいを寄せる人ぐらいはいるだろう。

　自分がそうであるように。

「やはり東城君に？」

　立華が放った不意の言葉に、澪はビクンと跳はね上がりそうになった。

　突とつ然ぜんのことに顔が熱くなっていくのが止まらない。

「え……。えっと、その……は、はい」

　思いきり狼ろう狽ばいしつつも、素す直なおに認めてしまった。

　澪たちと刃更が同居していることは学園でも知られている。

　立華は何かを考えるように黙だまり込み、視線を巡めぐらせる。

　手作りチョコのコーナーを見て、澪と胡桃を、それから自分の手に視線を落とす。

「梶浦先輩？」

「あ、ゴメンなさい。そうね……」

　まだ少しだけ躊躇しつつも、立華は言葉を続ける。

「ねえ、成瀬さん。もしよかったらだけど……チョコレート、一いつ緒しよに作らない？」

「え？　先輩とですか？」

「うん。私も手作りは初めてなのよ。だから、一人だとどうすればいいかわからなくて」

　立華は苦笑する。

「それはあたしたちもありがたいですけど。でも、場所はどうしましょう？」

「学園の調理室が多分使えるわ。地域貢こう献けん活動の一いつ環かんで開放されていたりするの。だから、ちゃんと申し込めば、私たちも使うことができるはず。野中さんの妹さんも」

　言われて胡桃は自分を指差し、目を瞬かせる。

「そうね。確かに……」

　どこで作るかは考えないといけないと澪も思っていた。

　家のキッチンでは柚希と重なってしまうし、時間によっては刃更もいる。

　それは胡桃も同じだったらしく、頷うなずきを見せる。

「「お願いします」」

　声を重ねて二人は立華に頭を下げた。
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「『トリュフチョコレートや生チョコなら市販のチョコからでも簡単に作ることができます。それに、コーティングでアレンジも簡単にできるのです』」

　立華は『初めてのバレンタイン　超ちよう初級編　ビギナーでも絶対安心間違いなし保証』と太たい鼓こ判ばんが何重にも押されたタイトルの本を片手に言った。ほぼ棒読みだ。

　デパートで会った数日後。

　立華と澪、胡桃は正式な申しん請せいをした上で、『聖ヶ坂学園の』調理室にいた。その日は休日で学園に他ほかの生徒の姿はほとんどない。

　澪と胡桃はエプロンを巻き、真しん剣けんな眼差しで教本片手の立華を見つめている。

　やや緊きん張ちようした面おも持もちで、同じくエプロンを巻いた立華が語る。

「最初に……チョコレートと生クリームを混ぜ合わせたガナッシュを作る。なるほど」

　調理台の上には先日、デパートで買いこんで来た手作りチョコの材料や、ボウルやバット、包丁などの調理器具が既すでに並んでいる。

　立華は包丁を手にし、まな板に対たい峙じした。

　澪たちもそれぞれが同じく包丁を手にする。

　三人は視線と頷きを交わし合う。

「それじゃ、やってみましょう。まずはチョコを刻む」







　十数分が過ぎた。

　三人はやはり顔を見合わせていた。

　それぞれのまな板の上には刻まれたチョコが山になっている。

「……ちょっといびつよね」

　澪が遠えん慮りよがちに言った。

「大きさの差が激し過ぎるっていうか……」

　胡桃は気まずそうに目を逸らす。

　実際、刻まれたチョコの大きさはまちまちだ。

　手の親指ほどある塊かたまりまで残っていたので、胡桃は素知らぬ顔でそれを割って、山に混ぜた。

　チョコの山をじっと見つめたあと、立華はコホンと咳せき払ばらいする。

「溶とかすんだから大だい丈じよう夫ぶだと思うわ。次の工程がそうなってる」

「そうね！」「大丈夫に決まってる！」

　三人はまたも頷き合った。







「次に生クリームを沸ふつ騰とう直前まで加熱する」

　鍋なべを満たす生クリームを立華は注意深く見つめていた。

「ああっ！　すごく泡あわ立だってる!?　これ、どうすれば！」

　隣で胡桃が叫さけびを上げる。

「胡桃ちゃん、火加減が強いわ。弱めて」

「う、うん……。えっと……魔ま法ほうで！」

「待って！　それはダメ！　絶対ダメ！」

　胡桃の周囲に勇者のオーラがあふれ出ようとした瞬しゆん間かん、澪が火を止めた。

「ゴ、ゴメン！」

　立華に聞かれたのではないかと、恐おそる恐るそちらを窺うかがう。

　しかし、彼女は彼女で余よ裕ゆうのない顔で自分の鍋を凝ぎよう視ししていた。

　澪と胡桃はホッと胸を撫なで下ろす。

「ありがとう。慌てちゃって」

「いいのよ。火加減とか難しいわよね」

　呟つぶやいた澪の目の前を黒い煙けむりが一筋横切る。

「成瀬さん！　焦こげてるわ！」

「きゃあっ!?　ほ、ほんと難しい！」

　今度は胡桃が慌てて火を止めた。







「こうして熱した生クリームで、先程刻んだチョコレートを溶かす」

　生クリームの中に入れたチョコレートがじわじわと溶けていく。

　それを泡立て器でかき混ぜれば、白と黒の色しき彩さいが入り混じり、チョコの色が生クリームを染め上げる。

「うーん」と、澪が顔をしかめる。立華も胡桃も難しい顔をしていた。

「なんだかチョコの塊が残っちゃってるんだけど……」

「さっき、けっこう大きいの残してたからだよね」

　とはいえ、この状態から細かく割ることもできない。

　チョコと生クリームを混ぜ合わせながら、澪は少し考える。

「……アクセントになるかな？」

「なるんじゃない？　あたしは好きだよ」

「そうね。私もアクセントになると思うわ」

　お互たがいに言い合い、もう少し考える様子を見せたあと、三人はとにかく大丈夫だ！　と、やはり頷き合った。







「トリュフの場合、最後に、できたガナッシュを丸める。私は生チョコなので型に入れてしまったけど……」

　チョコレートと生クリームを混ぜ合わせたガナッシュができあがった。

　立華のガナッシュは既にバットの中に収められ、冷蔵庫で固まるのを待っている。

「丸める……か」

　澪と胡桃は緊張した面持ちで自分たちのガナッシュに向き合い、それをひと塊手にすると、こね始めた。

「……これなんかベタベタする！　溶ける！」

「あたしも！」

　手をチョコまみれにして、澪が声を上げた。

「先に冷やさなきゃ！」

「冷やすって、えっと……」

「任せて！」

　胡桃が動く。ガナッシュでベタベタの手で氷水の入ったボウルをつかみ、

「待って、野中さん！　冷やすのはガナッシュのほうじゃないから！　手だから！」

「わわわっ!?」

　氷水をガナッシュのボウルに投入しようとしたところで、辛かろうじて踏ふみ止とどまる。

「あ、危な……。そうだよね……」

　胡桃と立華が安あん堵どの息を漏もらす。

「固まっちゃった……」

　それはそれとして、澪が呟いた。

　胡桃たちが見れば、氷水に浸つけた澪の手ではガナッシュが完全に硬こう化かし、澪の手自体が固まってしまっていた。

「……一度、手をお湯で洗ってから、また冷やすしかないわね」

　見事なまでに茶色くなった澪の手を見み据すえて、立華は眉み間けんを揉もむ。
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「なんとか終わったわね……」

「ご迷めい惑わくおかけしました」

　息をつく立華と、申し訳なさそうにうなだれる澪と胡桃。

　調理を始める前には綺き麗れいだったはずのエプロンや服、手や顔はチョコで汚よごれている。

「でも……。ちゃんとできた」

　三人の前、調理台の上にはたどたどしくも丁てい寧ねいにラッピングされた箱がある。できあがったチョコは既に収めてあった。

　彼女たちの表情は一様に満足げだった。

　その時、調理室のドアがノックされた。

　返事をすれば、「すまない。邪じや魔まをするぞ」と、一人の女性が入ってくる。

　艶つややかな長い黒くろ髪かみと、印象的な白衣。それに知的な雰ふん囲い気きを際きわ立だたせる眼鏡めがね。

　養護教きよう諭ゆの長谷はせ川がわ千ち里さとだ。

「長谷川先生。調理室の使用許可、ありがとうございました」

　澪と胡桃が頭を下げる。

　申請を出したのは立華だが、それを通してくれたのは長谷川だと、澪は聞いていた。

「ふふ。かまわないさ。それも教師の役割だしな」

　言いつつ、長谷川は調理台の上の箱に目をやる。

「うまくできたか？」

「うまく……かどうかは自信ないですけど」

　澪は苦い顔をせざるをえない。

「梶浦先せん輩ぱいのおかげでどうにか作ることができました」

「私は……何もしていないわ。そもそも、私も素人しろうとなんだし」

「でも、あたしたちの中では一番冷静でした」

「あたしらが慌あわて過ぎなんだけどね」

「確かに……。それは否定できないわね」

　アハハ……と、澪と胡桃は苦笑いするしかない。

　そんな三人を長谷川は優やさしい眼まな差ざしで見守る。

「できたならよかった。それにしても──」

　長谷川は歩み寄り、一いつ生しよう懸けん命めいラッピングしたことが見て取れる箱に目をやる。

「これをもらう人は幸せものだな」

　澪たちは一瞬目を丸くし、それから頰ほおを赤くする。

　恥はずかしげだが幸せそうな表情がそこにあった。

　それらを見回して、長谷川は背を向ける。白衣の裾すそがふわりと翻ひるがえる。

「じゃあ、後片付けはきちんとな。お疲つかれ様さま」

　長谷川が調理室を出ていく。

　澪たちはそれを見送り、そのあとで再び自分たちが作ったチョコレートが入った箱に目を向けた。

「柚希はもっと綺麗でおいしいもの作ってるんでしょうね」

　しみじみと呟く。

「でも──」と、澪は続けた。

「作ってよかった」

　心からの言葉だった。

　胡桃も立華も自分の箱を大事に手にする。
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「作るだけなら……。だけど」

　東城家のキッチンに柚希は立ち尽つくしていた。

　エプロンを巻いているものの、その表情は深刻極きわまりなく、こぼれる吐と息いきも重い。見下ろす調理台にはチョコはおろか調理器具すらいまだ準備されていなかった。

「柚希さん。大丈夫ですか？」

　背後からかけられた声に、今その存在に気づいたとでも言うように、柚希が振ふり返る。

　メイド服姿のゼストが心配そうに見つめていた。彼女はそれ以上何も問わず、柚希の言葉を待っている。

　柚希は迷いを見せつつも、口を開いた。

「チョコを作ることはできる。アレンジもできる。でも……」

　かぶりを振る。

「何を作ればいいのか、何を食べれば喜んでくれるかわからない」

「優しい刃更様なら何でも喜んでくださる。でも、そういう問題ではないのですね？」

　柚希はそれを認めた。

「なまじ料理ができる。だからこそ、はまりこんでいる。自覚はある」

　再び重々しい溜ため息いきが漏れる。

「チョコとは……愛情とは？　人の心とは？　世界とは？　宇宙とは何なのか」

「深遠な懊おう悩のうです。私の悩なやみなどは比べ物になりません」

　ゼストが目を伏ふせる。

「ゼストも悩んでる？　バレンタインのこと？」

「はい。柚希さんの悩みと比べればたいしたことではく、恐きよう縮しゆくなのですが……」

　彼女の表情もまた物もの憂うげだった。

「ゼストは私より料理ができる。スイーツも」

「はい。しかし、バレンタインデーのチョコレートの作り方がわからないのです」

　柚希は小首を傾かしげた。

　魔族ではあるものの、ゼストは料理全ぜん般ぱんに通じている。その上、たくさんの本を読み、インターネットすら駆く使しする彼女が、手作りチョコレートの作り方で迷うとは思えない。

「まさか、カカオから作る？」

「考えはしましたが、さすがにそこまでは」

　ゼストが首を横に振る。

「私もチョコレート自体を作ることはできます。ただ……バレンタインデーにおけるチョコレートというものが、まだ理解できません」

「どういう意味？」

「愛いとしい人に想おもいを伝えるためにチョコを作る。つまりそれは自らの心をチョコと共に捧ささげること。それらを同時に行うには、どのようなチョコが相応ふさわしいのか……」

　柚希に負けず劣おとらず、重苦しい吐息が漏れた。

「全身に塗ぬるのは、どうしても衛生的問題があります」

「なるほど。そういう解かい釈しやくがあった。さすがはゼスト」

　柚希は本気で感かん銘めいを受けた顔をしていた。

「だけど、確かに衛生的な問題は拭ぬぐいきれな……はっ!?」

　不意に柚希が目を見開く。

「柚希さん？」

「ありがとう。ゼスト」

　柚希がじっとゼストを見つめる。

　先さき程ほどまでの陰いん鬱うつな表情とは打って変わって、彼女の瞳ひとみは静かだった。

　ひとつの山を越こえることができた者だけがする目だ。

「気づくことができた。気持ちを伝える方法」







　しばらくして、柚希とゼストはある場所を訪おとずれていた。

　エプロンを外すことすら忘れ、そのままの姿で立つ柚希。

　メイド服姿でやって来たゼスト。

　彼女たちの前にあるのは、文ぶん房ぼう具ぐから日曜大工用品、カー用品まで全すべてが揃そろう便利なお店。

　すなわち近所のホームセンターだ。

「チョコは個人で作ると言った。だけど、協力自体は禁止されていない」

「そのとおりです」

「そう──。一人で何でもできる。その想いこそが傲ごう慢まん」

　柚希はゼストへと掌てのひらを差し出した。

「力を合わせる」

「こちらこそお願いします」

　ゼストが柚希の手を固く握にぎる。

　勇者と魔族、二人の少女は並び立ち、ホームセンターへと歩み出す。

　ゼストの腕うででは先程立ち寄った書店の袋ふくろが揺ゆれていた。
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「おかえり、刃更！」

「ああ。ただいま……？」

　二月十四日。帰宅するやいなや、刃更は出で迎むかえた澪に手を引かれ、ちゃんと手洗いうがいさせられたあと、リビングに連れて来られた。

　リビングには柚希と胡桃、ゼストがいる。万理亜を除いて全員が揃っていた。

　そして、テーブルの上には綺麗にラッピングされた箱が三つある。

「バレンタインデーだからね」

　目を逸そらし、少し照れた様子で澪が言った。

「わざわざ準備してくれたのか」

　三つの箱のうち、二つはリボンも包装も手慣れていない。手作りしてくれたということが一目でわかった。

「ありがとうな」

　目を細めると、刃更は澪の頭を撫なでた。

　彼女の表情が綻ほころぶ。

　その時、ドン！　と、二階から何か落ちたような音が聞こえた。

　刃更は天てん井じようを見上げ、今一度、部屋にいる面子メンツを見回す。

「……万理亜は？」

「絶対何かすると思ったから、とりあえずチョコを開かい封ふうするまでは閉じ込めておいたわ」

　澪が真顔に戻もどっていた。

「あー」と、刃更は考えてみたものの、確かにそのとおりだと、それ以上は何も言わない。

「と、とにかく開けてみてよ」

　澪に促うながされて、刃更はソファに座る。

　ラッピングがたどたどしい二つの箱に手を伸のばし、丁てい寧ねいにリボンや包装を解いていく。

「そ、そっちはあたしと胡桃ちゃんで作ったの」

　目を逸らす澪と、緊きん張ちようした面おも持もちで刃更の手元をじっと見つめている胡桃。

　フタを開ければ、キャンディより一回り大きい程度の丸いチョコレート──トリュフチョコレートがいくつも入っていた。

　小分けにされたトリュフは表面のコーティングが違ちがうらしく、チョコレートの茶色や、ホワイトチョコらしい白色、抹まつ茶ちやパウダーの緑色や、ストロベリーらしいピンクなど、何種類もあり、目にも鮮あざやかだった。

「綺き麗れいだな」

「そ、そう？　それなら、いいんだけど……」

　澪は落ち着かない。

「いっぱい作ったんだよ。味は……ちゃんとおいしいかはわからない。もちろん味見はしたけどさ」

　胡桃が不安そうな顔で言った。

「食べていいか？」

　澪たちが戸と惑まどいつつも頷うなずく。

　それを待ち、刃更はトリュフをひとつつまんだ。オーソドックスなチョコレート色のものを一口に食べる。

「──っ」

　最初に感じたものは表面にまとうココアパウダーの香かおりだった。

　ココアのかすかな苦味を感じた時、既すでに表面のチョコレートがとろけ始めていた。甘味と苦味、ココアとチョコレートの匂においが混じり合っていく。

　嚙かみ砕くだけばカリッとした食感。続けて中身のガナッシュがチョコレートとは思えないほどに、とろりと溢あふれた。

　甘く濃のう厚こうな味わいが舌の上に広がっていく。その中にいくつかチョコレートの塊かたまりらしいものが入っていたが、それもまたアクセントとなった。

　いくつもの香りと食感を一度に味わう。

　その心地ここちを堪たん能のうし、刃更は幸せそうに目を閉じた。

「おいしいよ。これ」

「よかった……」

　澪は胸に手を当て、安あん堵どの表情を見せた。ホッとした顔をしているのは胡桃も同じだ。

　二人が一いつ生しよう懸けん命めい作ってくれたということが、刃更にははっきりと伝わってきた。

「じゃあ、もうひとつの箱もいいか？」

　柚希とゼストが頷いた。

「そっちは私とゼストで作った」

「好みに合えばよいのですが」

　二人がじっと見つめる中で、刃更は残る箱を開く。

　こちらの包装は澪たちのものよりもしっかりとしていた。メイドとして働いていたゼストなら、こういう作業に通じているのもわからなくはない。

「──なっ!?」

　箱を開けた刃更は思わず息を吞のむ。

　覗のぞき込んだ澪と胡桃も驚おどろきを隠かくすことができない。

　箱の中に並んでいるのはやはりチョコレート。色鮮やかな澪たちのトリュフとは違い、チョコレート本来の黒に近い茶色一色だった。

　刃更たちが驚いたのはその形状にほかならない。

　箱の中には刃更たちがいた。正確には刃更たちを象かたどったチョコレートが並んでいたのだ。

　掌に載のせることができるほどの大きさだが、その精度は尋じん常じようのものではない。

　顔立ちはおろか、髪かみの毛の輪りん郭かくや、刃更の顔の傷までことごとく再現されている。

　服装はいつも着ているものが選ばれている。刃更や澪たちは学生服。万理亜は愛らしい洋服姿。ゼストはメイド服だ。

　もはやチョコフィギュアと呼んでもおかしくないレベルの代しろ物ものだった。

「なんて精せい巧こうな……。いや、これ、チョコの感想なのか？　それに、どうやって作ったんだ」

　刃更は当とう惑わくせざるをえない。

「チョコは私が作った。湯ゆ煎せんしたチョコレートをブレンドしただけなので、さほど手は加えていない」

「よいものを選んでいただきました」

　ゼストが言う。

　実際、箱を開けただけで上品な甘い香りが漂ただよっていた。

「できたチョコをゼストが作った型に流し込んだ」

「ゼスト、そんなこともできたのか」

「魔ま法ほうを使いました」

　ゼストはエプロンのポケットから小さな白い塊を取り出した。掌ほどの大きさもない丸い塊をテーブルの上に置き、手をかざす。

　わずかな魔力がそそぎこまれ、塊が脈動する。

「土の魔法を行使しました。私自身の手で行うよりも繊せん細さいな加工が可能となります。まず、粘ねん土どに魔法を使い、原型を作り、それを石せつ膏こうでかたどり、完成したものをさらに土魔法で加工……。粘土の残りや臭においを魔法で取り除くことで、食品としての安全性も確保しています」

「な、なるほど……」

「加えて、ゼストは勉強もしてる」

　柚希が数冊の本をテーブルに載せる。

　本格的なホビー関連書しよ籍せきだった。既き成せいのキットではなく、自作すらしてしまう類たぐいのものだ。

「チョコを食べてほしかった」

「同時に、私たちを捧ささげるという気持ちを伝えたかったんです」

「──そう、なのか」

　その発想から、どうして精密なチョコフィギュアの制作になったのかは、刃更にはちょっとわからない。

　しかし、思わず「フ……」と笑えみをこぼしてしまう。

　柚希が刃更の反応を見ている。澪たちも彼が笑ったことを疑問に思っているようだった。

「その……な。嬉うれしかったんだ。チョコレートを用意してくれたこともそうなんだが」

　箱の中に並ぶ自分たちの形をしたチョコレートを見下ろす。

「澪と胡桃はトリュフをたくさん作ってくれたよな」

「え？　ええ」

　色とりどりのトリュフはとても刃更一人で食べ切れる量ではない。

「それはみんなで食べることを考えてだろ」

　澪と胡桃は目を瞬しばたたかせた。

「そういえば、そうね」

「うん。なんとなくみんなで食べるつもりだったよね」

　刃更は満足げに頷く。

「柚希とゼストも、全員の分のチョコレートフィギュアを作ってくれた」

「言われてみれば……」

「そうでした」

「気づいていないなら、そういうことなんだと思う。自然に……家族のことを考えてくれたんだなって。だから、それも嬉しくて」

　刃更は箱の中からゼストのチョコを手に取る。

「えっと……。俺はゼストとか柚希を食べたほうがいいのか？　さっきの理り屈くつだと」

「はい。しかし、柚希さんが先で……」

「いい」と、柚希は首を横に振ふる。

「ゼストがアイディアをくれた。それに、作ってくれたのもゼスト。先に刃更に食べられる権利はゼストにある」

「柚希さん……」

「なんか語ご弊へいを感じるが」

　ともかく、刃更はゼストを象ったチョコレートを手にした。

「いただきます」と、口元に運ぶ……が、精巧極きわまりないゼストを口に含ふくむのには少し気き恥はずかしさを感じざるをえない。嚙み砕くのも気が引ける。

　自然、刃更の一口目はチョコレートの出っ張った部分を舐なめるような形になった。

　ゆっくりと舌先で包み込み、転がすように舐めていく。

　チョコレートの匂いと味が広がる。

　先さき程ほどのトリュフのバラエティ豊かな香りと食感とは違い、こちらは洗練され整った正統派チョコレートという感覚を受けた。濃厚な香りが鼻を抜ぬけていく。徐じよ々じよに溶とけ出すチョコレートがほろ苦くも甘い味わいと共に舌の上をとろとろと流れる。

　さすがは柚希のブレンドだと、その味わいに酔よいしれようとして、刃更はふと我われに返る。

　ゼストチョコの胸を思いきり舐めていた。むしろ、口に含んで吸っているかのような状態だった。

　これは、ちょっとなんかアレだ……と、思ってしまいつつも、あまりにもおいしくて舐めること自体は止とめられない。

「──んっ」

　声がした。

　見れば、ゼストがうつむいている。

　褐かつ色しよくの頰ほおは紅潮し、身体からだがかすかに震ふるえていた。

「ゼスト？　大だい丈じよう夫ぶか？」

　応こたえようと口を開き、しかし、ゼストは「はぅっ」と身み悶もだえる。

　漏もれる声を抑おさえようと口元に手を当てたが、それでも熱い吐と息いきは止まらない。

　刃更を見る目が濡ぬれていた。空いた手は大きな胸を押さえている。

　何か異変が起きている。刃更はチョコレートから口を離はなそうと、半分溶けた部分を吞み込むべく舌を動かした。

「あぁっ、あぁぁぁん♥」

　ゼストが床ゆかの上にへたり込む。口に当てていた手は、今度は耳を押さえていたが、その状態で「はぅぅ、あぁぁっ……」と切なげに声を上げる。

「……何故なぜです？　何故、こんな……んっ、あっ、刃更様に、耳を……ふぁぁ♥」
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　へたり込んだまま背筋を反らし、ゼストはおとがいを上げ、一ひと際きわ激しく震えた。

　唇くちびるの端はしから涎よだれがこぼれるが、それを拭ぬぐう余力もない。

　紅潮しきった顔と、蕩とろけた眼まな差ざしはどう見ても、刃更から攻せめられている時のように見える。

「まさか」

　刃更はゼストの形をしたチョコレートを見る。

　彼が舐めていた場所は胸、そして、慌あわてて離そうとした時、耳も口にしてしまっていた。

「おそらく、そう」

　柚希がそっと手を伸のばす。

「あ……柚希さん、そこは」

　指先がまだ濡れているチョコレートの耳に触ふれた。

「あぁぁぁぁぁっ、ふぁ、あぁぁ♥」

　ゼストが上げたのはまぎれもない嬌きよう声せいだった。

　へたり込んだままソファにもたれ、脱だつ力りよくした身体はまだ小刻みに震えている。荒あらい吐息もまた快楽の余よ韻いんに浸ひたりきっていた。

　服すら脱ぬいでいないが、その姿はあまりにも艶あでやかだ。

　刃更は柚希と、そして、澪や胡桃と視線を合わせた。誰だれの仕し業わざなのかは言うまでもなく明らかだ。

「万理亜……」

「くっくっく……。そのとおりですよ」

　リビングの入り口から声がする。

　そこに二階に封ふうじられていたはずの淫いん魔まがいた。

　銀色の髪を乱した彼女は唇の端を上げ、淫いん蕩とう極まりない笑みと共に、部屋を覗き込んでいた。ビデオカメラを片手に。

「バレンタインデー……。クリスマスと並んで、この世界で一、二を争うほどエロいイベントを前に、淫魔の私を閉じ込めておくことができると思いましたか！」

「いや、バレンタインデーはエロいイベントじゃないからな」

　刃更は思わず真顔になる。

　万理亜は手にしていた縄なわを捨てた。明らかに力任せに引きちぎった跡あとがある。

「この程度の縄。魔界での激げき闘とうが、私の力を高めているのです。自分でも驚おどろきましたよ」

「こんなどうでもいいところで実感したってことに、あたしも驚いたわ」

　澪もやはり真顔だ。

「ともかくです。澪さまたちがバレンタインデーに備えて準備していることは、この淫魔には筒つつ抜ぬけでした。会議の時点からね」

　柚希がハッとした表情を浮うかべる。

　それから間かん髪はついれず、コンセントに挿さされていた見慣れぬマルチタップを引き抜くと、呼び出した霊れい刀とう『咲さく耶や』によって粉こな微み塵じんに斬きり裂さいた。

「ああっ!?　私の盗とう聴ちよう器き三代目ーっ！」

「万理亜……」

　皆みなの目が据すわるのを見て、万理亜は慌てて咳せき払ばらいする。

「ともかく、気づいていたのです。あとは油断して無防備な柚希さんたちのチョコレートに仕込みをするのは簡単でしたよ。サキュバスに伝わる術式を」

　彼女は再び喉のどの奥でククッと嘲あざ笑わらう。

「人の形を模したものは、そのモデルとなった者と呪じゆ的てきな繫つながりを持ちやすい。さらには主従契けい約やくの魔法に連動させる形ならば、さらに仕し掛かけやすくなるのです。つまりは──」

　一いつ拍ぱくの間を置き、幼き姿の淫魔は会心の表情を浮かべた。

「そのチョコにいやらしいことをすれば、そのままモデルに伝わります！　あと、齧かじったりしても、ちゃんとセーフティが働いて甘あま嚙がみ程度に感じるように設定しているので、ご安心ください」

「お前の配はい慮りよの方向性はすごいな」

「さあ！　始まりますよ！　めくるめくエロいバレンタインデーというやつがですね！　はふんっ!?」

　絶好調のサキュバスが突とつ如じよ身悶えた。

「本当に伝わるんだ」

　そう言ったのは胡桃だった。

　彼女の手には万理亜を模したチョコがある。

　再現度が高すぎる控ひかえめな胸の膨ふくらみ。胡桃はそれをペロリと舐め上げる。

「はうっ!?　ちょ、ちょっと……胡桃さん？」

「ところで、万理亜。お姉は万理亜のチョコもちゃんと作ってるんだよね。家族だから」

　胡桃がそのチョコを身をよじる万理亜に見せつける。

「お姉たちが一いつ生しよう懸けん命めい作ったチョコにそんな小細工するサキュバスにはお仕置きが必要じゃない？」

「ま、待って。そんな背徳的な……」

　ペシッと、胡桃は万理亜チョコのお尻しりを叩たたいた。

「ふぁぁぁっ!?」

　さらに叩く。

「ダ、ダメです……。これ、セーフティのせいで痛くなくて、すごく……あひっ、はふんっ♥　や……」

　ペシペシと音が鳴る。

「胡桃さんがこんな、こんなプレイ……っ！」

　目尻に涙なみだを浮かべ、悶えながら、万理亜は先程のゼストのようにその場にへたり込んだ。

「あ、あー。思っていたよりも、これ……もう、あんっ♥」

　そんな万理亜を見下ろし、柚希はかすかに吐息する。

「策士策に溺おぼれる」

　しみじみと言った。

「……しかし、この状じよう況きよう、どうしようか」

　万理亜はともかく、ゼストは息も荒く、床にうずくまったままだ。

　チョコから伝わる感覚はいまだ絶えないのか、切なげな瞳ひとみが刃更を上うわ目め遣づかいに見る。

「刃更様……」

「大丈夫か？　どうすれば──」

「食べてほしいです」

　ゼストは言った。その声はどうしようもなく熱く濡れている。

「いや、でも……」

　誰かがゴクリと唾つばを飲んだ音がした。

　胸を押さえ、へたり込み、懇こん願がんするゼストの姿はあまりにも艶やかだ。

　澪や柚希、胡桃はそこから目を離すことができない。

　彼女たちは自然、期待するように刃更を見てしまう。

「……刃更」

　頰を朱しゆに染めつつ、柚希が言った。

　彼女の手には自分の姿を模したチョコレートがある。

　澪たちも自分のチョコに目を落としていた。

　刃更は困った顔で頰を搔かいた。

「わかった。でも、一度には無理だからな」

　柚希の顔が綻ほころぶ。




　──そして、その夜から数日は文字通り甘い夜が繰くり広げられることになった。
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　このところ、梶かじ浦うら立りつ華かの様子がおかしい。

　それはバレンタインデーをもうじき迎むかえる、二月に入ってすぐの頃ころだった。

『聖ひじりヶが坂さか学園』生徒会室。

　生徒会庶しよ務むの橘たちばな七なな緒おは作業中だったにもかかわらず、小首を傾かしげてしまった。女の子にしか見えない愛らしい顔には疑問の色が濃こい。

　眼鏡めがねの奥の目は件くだんの梶浦立華の姿を追っている。

　梶浦立華の変化は七緒にも一目でわかるほどに顕けん著ちよなものだ。優ゆう秀しゆうな彼女がすることとは思えないほど、このところ小さなミスが続いている。

　今日はまだ何も起きてはいなかったが、やはり心ここにあらずという雰ふん囲い気きはあるので、心配していた。

「梶浦。来年度の部活勧かん誘ゆうイベントの書類置きっぱなしなんだが、大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ……。ゴメンなさい。すぐ提出してくるわ」

　同じく生徒会役員の加か納のうに言われて、慌てて生徒会室を出ようとして、立華は思いきりドアにぶつかった。ドアを開けてすらいない。

「梶浦!?」「梶浦先せん輩ぱい!?」

　加納と七緒は思わず声を上げた。

「大丈夫よ。問題はないわ」

　よろめき、ぶつけた鼻を押さえて言うと、立華は誤ご魔ま化かすように部屋を出ていく。

　近くでまた何かぶつかる音がした。しかも、二度。

　七緒と加納は思わず顔を見合わせてしまう。

「やれやれ……」と、加納は溜ため息いきをつく。

　生徒会室のドアは開けっ放しだった。既すでに立華の姿は見えないものの、加納は呆あきれたような、心配するような顔をそちらに向けていた。どこか生暖かな優やさしさも感じさせる。

「どうしたんだろ、梶浦先輩……」

「え？」

　七緒の呟つぶやきに加納はきょとんとした表情を見せた。

「わからないのか？」

「わかるんですか？」

　問い返す七緒に、加納は目を瞬しばたたかせ、頭を搔いた。

「そっか。お前がわからないとはなぁ」

　七緒にはどうしてそんな反応をされたかがわからない。

　梶浦立華には生徒会でお世話になっているし、よくしてもらってもいる。だが、何も言わず意思疎そ通つうができているほど親しいわけではない──と、七緒は思う。

　加納はしばらく考えるような素そ振ぶりを見せた。

　それから何か思いついたらしく、手を打つ。

「橘。梶浦は悩なやみ事ごとがあるんだ」

「悩み事……ですか？　確かにそんな感じですけど」

「ああ。それで他ほかがおろそかになってる。不器用なところがあるだろ？　あいつ」

「そう言われてみれば、そういうところは……」

「相談に乗ってやってくれ」

「……ボクがですか？」

「うん。お前だけど？」

　さも当然のように言われ、七緒は眼鏡の奥の目を丸くせざるをえない。

「……話はしてみますけど」

　不満とまでは言わないが、不本意そうな顔で言う。

　何故なぜ、自分が？　という疑念は消えない。

　──だが、実は同時に、七緒は自分でもよくわからない感情を抱いだいてもいた。

　立華を放ほうっておくことができない。悩んでいるなら話を聞きたい。

　だから、ここ数日、ずっとその姿を目で追ってしまっていたのだ。

　そんなことを思っている自分に今さら驚く。

「どうして？」

　誰だれに問うでもなく、七緒は言った。
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「悩み？」

「はい。梶浦先輩、最近何か……考え込んでいるみたいなんで。もしかしたら、万が一……ひょっとすると……」

　数日後、生徒会室で二人きりになった折、七緒は話を切り出してみた。

　七緒自身、立華の悩みに関しても、自分の感情に関しても半信半疑ということもあってやけに自信なさそうだ。

　そんな七緒を、立華はいつもの冷静な眼まな差ざしで見つめる。

「悩みなんてないわ」

　きっぱりと言い切った。

「そ、そうですか……」

　そこまで言われてしまうと、七緒は言葉を続けることができない。

　生徒会室に沈ちん黙もくが降りた。

　無言のまま、二人は事務作業を進める。立華がキーボードを叩く音が静かに響ひびく。

　しばらくして立華が席を立った。

「橘君」

　顔を向けずに言う。

「確かに最近は失敗続きで迷めい惑わくをかけているわ。それは申し訳ないと思ってる。気を引き締しめるから安心して」

　そう言うと、立華はＰＣの電源を落とした。

「ボクは、その……気にしていないですけど」

　七緒は歯切れ悪く応こたえるしかない。

　その間に、彼女は荷物を鞄かばんにまとめていた。

「今日はもう帰るわね」

「はい。それじゃ、お疲つかれ様さまです」

「お疲れ様」と、言葉を残し、立華は生徒会室を出て行く。

「梶浦先輩……」

　やはり少し様子がおかしい。無理をしている気もする。

　何よりも──鞄を忘れている。今しがた、帰る準備をしていたにもかかわらずだ。

　きちんと教科書が詰つめ込まれているらしい鞄が椅い子すの上に残されていた。

　あまり忘れるものじゃない。ましてや普ふ段だんの立華は優秀な生徒だ。融ゆう通ずうが利きかないところはあるものの、ミスを犯おかすことはほとんどない。

「これは……やっぱり何かあるよね」

　自分の質問で動どう揺ようしていたのだろうか？　と、考える。

　ともかくと、七緒は立華の鞄を手に、彼女を追って生徒会室を出た。

　靴くつ箱ばこまでのルートはそんなに多くなく、うっかり追い抜ぬいてしまっても、それこそ靴箱のところで待てばいい。なかなか来なければ電話しようと、七緒は考える。

　しかし、少し行ったところで立華の声が聞こえてきた。誰かと話をしている。

　角を曲がったところに、彼女の姿があった。

「──っ！」

　七緒は思わず身を隠かくした。

　立華はいた。彼女はやはり人と話していた。

　その相手は東とう城じよう刃バ更サラだ。

「東城くん……」

　立華と刃更は偶ぐう然ぜんそこで出会ったのだろう。

　二人が交かわす会話はごくごく普通で日常的なものだ。別段、珍めずらしいところはない。

　七緒が身を隠す必要もなかったはずだ。

　だが、一いつ瞬しゆん垣かい間ま見みえた立華の横顔は七緒が見たこともない表情を浮うかべていた。

　いつもは冷たさを感じさせることもある顔が、幸せそうにはにかんでいる。

「──そっか。梶浦先輩。東城くんのことが」

　加納はそれに気づいていた。むしろ、他の生徒会の役員もそうなのかもしれない。

　七緒が相談相手として指名されたのは、生徒会の面子メンツでは、七緒が最も刃更と交流があるから──ということなのだろう。

　だから、加納は七緒なら相談に乗ることができると考えた。──と、七緒は思う。

　なんとなく胸むな元もとを押さえてしまう。そこには確かな膨ふくらみがあった。

　普通の人間として『聖ヶ坂学園』に通っている七緒だが、その正体はヴァンパイアハーフだ。

　ヴァンパイアハーフは成人するまで性別が安定しない。定期的に男女が入れ替かわる。

　そのはずが、七緒の身体からだは年末からもとに戻もどっていない。

　自分でも理解できない何かが胸の奥をチクリと刺さす。

　七緒は動くことができず、立華の鞄を持ったまま佇たたずんでいた。

　やがて、会話を終え、刃更が去っていく。

　立華は手を振ふり、その背が消えるまで見送っていた。

「……バレンタイン。変に思われるかしらね」

　彼の姿が見えなくなったあと、立華はポツリと言った。

　その言葉で七緒は全すべてを理解する。

　立華が最近思い悩んでいるのは、まさにそのことだったのだろう。

　七緒には立華の気持ちを理解できてしまう理由があった。

　七緒もまた刃更にチョコレートを渡わたそうと考えていた。しかし、身体は女性になっているものの、七緒は本来男性としてこの学校に通っている。

　感謝の気持ちだとしても、バレンタインデーにチョコレートなど渡せば、変に思われてしまう。だから、実際に渡すことなんてできるはずがない。

　そう考えていたからこそ、先さき程ほどの立華の呟きが心に突つき刺さった。

「橘くん？」

「あ……」

　立華がいつの間にか自分に気づいていた。

「か、梶浦先輩。ボク、忘れ物を届けに……」

「違ちがうのよ、今のは！」

「え？」

　七緒の目の前で立華が必死に両手を振る。

「確かに私はバレンタインとか言ったけど、東城君にチョコを渡す意味なんて、体育祭の件のお礼以外に何もないわ。あるわけがない。他意なんてないのよ。だって、東城君、成なる瀬せさんたちと同居しているでしょ？　野の中なかさんとも仲がいいし、そんなところにチョコを渡してしまったら、変に思われるかもしれないし、迷惑をかけるかもしれないじゃない。こんなことで東城君が彼女たちと揉もめることは避さけなければならないわ。となると、やっぱりチョコを渡すべきじゃないと考えられるわよね」

　必死に否定する立華の姿を見て、七緒は目を丸くした。

　言い訳を重ねる姿はいつもの立華からは考えられないほどに愛らしくもある。

「それと、最近ミスが多いことと、この件はまったく関係ないわ。関係ないから！」

　七緒は胸の中に渦うず巻まいていたモヤモヤしたものが抜けていくように感じた。

　立華の気持ちがよくわかってしまう。だから──

「梶浦先せん輩ぱい」

　魔ま眼がんの力を使っていた。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが怪あやしく光る。

　ヴァンパイアが持つ特異な能力。人の心を自在に操あやつることができる力だ。

　立華が言葉を止める。彼女は七緒の瞳から目を離はなすことができない。

　しかし、七緒が行ったのは心を捻ねじ曲げ、操るような行こう為いではなかった。

　ほんの少しだけ、立華の心に働きかけたその力は、彼女が自ら閉とざした心を開くだけのもの。ちょっぴりだけ素す直なおになってもらうというだけ。

　立華はうなだれ、愛いとしげに吐と息いきする。

　心の枷かせを解かれ、本来の感情を理解したのだろうと、七緒は思う。

「チョコ渡しませんか？」

　そんな立華に七緒は言った。
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　バレンタインデーも目前となったその日。

「ああっ！　すごく泡あわ立だってる!?」「胡桃くるみちゃん、火加減が強いわ。弱めて」「成瀬さん！　焦こげてるわ！」

『聖ヶ坂学園』の調理室からはそんな賑にぎやかな声が響いていた。

　七緒はそこにはいない。

　調理室の外で、立華や、澪みお、胡桃の声を聞いているだけだった。

　誰も七緒には気づかない。

「がんばって。先輩」

　そっと調理室を覗のぞき込む。

　澪たちはトリュフを作っているが、立華はガナッシュからプレート、あるいはレンガ状の生チョコを作っていた。型に収めたチョコに、彼女はシュガーパウダーを使い、大きく『義理っ!!』と書いている。

　魔眼で気持ちを後押しされてもそんなことをする立華に、七緒は思わずクスリと笑ってしまった。

　校舎を出る。

　寒々しい冬空を見上げ、まぶしそうに目を細め、それから鞄より箱をひとつ取り出した。

　綺き麗れいにラッピングされた箱の中身がチョコレートであることは、七緒以外知らない。

　それを中庭にあるゴミ箱に捨てようと手を伸のばす。

「もったいないな」

　チョコを手にしたまま、聞こえた声のほうへ振り向く。

　葉を落とした木の下に佇むのは長谷はせ川がわ千ち里さとだった。

「長谷川先生……」

　養護教きよう諭ゆの眼鏡の奥の瞳はじっと七緒を見つめていた。

　心の奥を見み透すかされるような眼差しに、七緒は思わず身構える。

　しかし、長谷川は何も問わなかった。七緒が警けい戒かいを解くのを黙だまったままでじっと待っている。

　自然、七緒の肩かたから力が抜けた。

「──例えばの話だ」

　ようやく長谷川が口を開く。

「お前がそれを渡したい相手がいるとしてだ。その相手はお前が今考えているようなことを気にして、お前を嫌きらったりするような人なのか？」

「あ……」と、七緒は声を漏もらした。

　長谷川の言うとおりだった。

　七緒がチョコを渡したい人──東城刃更はヴァンパイアハーフである自分を受け入れてくれた人だ。勇者の一族でありながら、七緒を蔑さげすむこともなく、襲おそいかかったことを責めることすらしなかった。

　そんな刃更にだから、七緒はチョコレートを渡したいと思っていたのだ。

「先生、ボクのこと、何を知って……」

「心配していたよ」

　そう言うと、長谷川は背を向けた。

　振り向くことなく、彼女は歩み去っていく。

「心配って、誰だれが──」

　七緒は言葉を最後まで続けることができなかった。

　長谷川と入れ替わるように、そこに姿を現した者がいる。

　先程まで七緒が思い描えがいていた人。

　東城刃更だ。

「東城、くん……」

「よお」と、刃更は軽く手を上げる。

　それから少し逡しゆん巡じゆんする様子で頰ほおを搔かき、意を決して顔を上げる。

　魔眼のことを知りながらも恐おそれることなくまっすぐに見つめる瞳に、七緒は射すくめられたかのように立ち尽つくす。

「橘。もしかして、悩なやんだりしてないか？」

「え？」

「俺の勘かん違ちがいだったら悪いが。最近、ちょっと様子がおかしい気がしてたからさ」

「ボクが……？」

　悩んではいたが、表には出していないと思っていた。

　そのはずが刃更はそれに気づいていた。

「そんなに変だった？」

「いや……。なんとなくだ。勘違いだったら、ほんとに悪い」

「ううん。ボク──」

　そこまで言って、七緒は言葉に詰つまってしまった。

　視界が滲にじんでいる。刃更の顔さえぼやけている。

　自分が涙なみだを浮かべていることに、七緒はようやく気づく。

「橘!?」

　七緒は首を横に振る。涙が頰を伝い落ちていくが、そこに悲しみはなかった。

　胸を満たすものはぬくもりにほかならない。

　七緒は立華を見ていてその悩みに気づき、力になりたいと思った。

　それと同じように、刃更は七緒の悩みに気づき、こうして力になろうとしてくれた。彼もまた七緒を見ていてくれたのだ。

　それが心の底から本当に嬉うれしかった。

「東城くん！」

　七緒は手にしたままだったチョコを刃更に差し出す。

「こ、これ、ちょっと早いんだけど、バレンタインのチョコ……！」

　顔はおろか耳までが真っ赤になっていた。声は震ふるえているし、涙も止まらない。

　刃更は一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をした。

　だが、彼は差し出されたチョコを普ふ通つうに受け取る。

「開けていいか？」

　七緒がなんとか頷うなずけば、刃更は包装を解く。

　出てきたものはハートの形をした大きなチョコレートだ。

　正直、ハート形はやり過ぎたと、七緒は今さらながらに思った。

「え、えっと……体育祭の時も、そのあとも、いつもお世話になってるし……それに今、ボクの身体からだ、女の子だし……。だから！」

　ポンと、刃更の手が七緒の頭を撫なでる。

　七緒が好きな笑え顔がおがすぐ傍そばにあった。

「ありがとうな」

「うん！」

　止まらない涙を拭ぬぐうこともせず、七緒は心からの素直な笑みを浮うかべていた。
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「義理よ、義理！　いつもお世話になってるから……その、義理ぐらいは果たさないといけないし……」

　これ以上ないほど顔を赤くしながら梶かじ浦うら立りつ華かは、東とう城じよう刃バ更サラにチョコレートを渡わたしていた。

　刃更が受け取れば、立華は言葉とは裏腹に目を細める。

　バレンタインデー当日のお昼。

『聖ひじりヶが坂さか学園』の養護教諭、長谷はせ川がわ千ち里さとはそんな様子を保健室から眺ながめていた。

　座ったままで、冷めてしまったコーヒーに口をつける。吐息がこぼれた。

「……まったく、橘たちばなも梶浦も。私は教師らしいことをし過ぎてしまったな」

　唇くちびるが少し歪ゆがんだのは、コーヒーの苦味のせいだけではない。

「あの初うい々ういしさは少々羨うらやましい」

　呟つぶやきつつ、長谷川は少し前のできごとを思い出す。

　二月十四日は刃更が澪みおや柚ゆ希きたち家族と過ごすことができるようにと、長谷川はバレンタインデーよりも一週ほど早く、彼を自宅へ招いた。ちょうど澪たちが秘密会議を行っていた日のことだ。

　長谷川は手作りのチョコを渡し、料理を食べてもらい、身体を重ねて想おもいを伝えた。

　加えて、一月の温泉旅行で、長谷川は実時間よりもはるかに長い時を刃更と共に過ごし、絆きずなを深め合っている。

　だから、バレンタインデーに関しては、大人として満足している──と思っていた。

「物足りないわけじゃない」

　そのはずが切ない心地ここちが消えない。自分でも不思議なほどに整理がつかない想いだった。

　なんとなく仕事用のノートＰＣに目をやる。

「これは……」

　開いたままだったニュースのページを見て、長谷川は眼鏡めがねの奥の目を細める。

　しばらくして、彼女は携けい帯たいを取り出し、メールを打ち始めた。
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　数日後の休日。

　長谷川は刃更と共に、ショッピングモールを歩いていた。

　バレンタインが終わったあとにもかかわらず、訪おとずれる人の数は多い。カップルだけではなく、家族連れや初老の夫ふう婦ふなど、客層も幅はば広ひろかった。

「今日はちょっと遠出にしたんですね」

「ああ。数ヶ月前にリニューアルされたらしい。興味があってな」

　言いつつ、長谷川は刃更に腕うでを絡からめた。

「先生!?　その……」

「教師と生徒が人前ではまずいか？」

　驚く刃更を、長谷川は悪戯いたずらっぽい表情で見る。

「安心しろ。ここには『聖ヶ坂学園』の生徒はよほどのことがなければ来ない」

「確かに」

　長谷川の言うとおり、このショッピングモールは『聖ヶ坂学園』の最も寄より駅からは路線自体が離はなれた位置にある。聖ヶ坂の学生たちが遊びに行くには交通の便が悪過ぎるのだ。

　先日、長谷川がネットニュースで見つけた場所だった。

「だから、遠えん慮りよする必要はないだろ？　教師と生徒でも」

「まあ、そうですけど……」

　歯切れ悪く言いつつ、刃更は長谷川のほうをチラリと見た。

「どうした？」

　なんとなく彼が言いたいことを理解しつつも、あえて問う。

　刃更が言葉に詰まるのを見て、長谷川は目を細めた。

　彼が見ているのは長谷川の服だった。

　いつもの長谷川の服装は大人としての魅み力りよくを強調するものが多い。学園では白衣にタイトスカート、先日の温泉旅行では上品なコートをまとっていた。

　だが、今日の長谷川はいつもとは雰ふん囲い気きが違っている。

　着ているコートはハーフコートで、スカートはふわりとしたフレアスカートだ。それぞれが愛らしさを感じさせる意い匠しようやアクセサリーで彩いろどられている。コートやスカート以外も、同じようにコーディネートされていた。

　いつもとは違う、大人の魅力を可か憐れんさでゆったりと包み込むような服装だった。

　そんな長谷川のぬくもりや柔やわらかさが服越ごしにも刃更に伝わる。

「似合わないか？」

　刃更は慌あわてて首を横に振ふった。

「ファッションとかはわからないですけど」

　照れた様子で応こたえる。

「でも、なんとなくいいと思います」

「よかった。的外れなことをしていなくて」

　長谷川は表情を緩ゆるめる。

「ところで、どうしてここにしたんですか？　何かイベントがあるとか？」

　リニューアル後の休日ということもあり、イベントステージなどでは、催もよおしも行われているらしい。

「いや、そういう目的で選んだわけじゃない」

　長谷川は立ち止まり、馴な染じみのないショッピングモールに視線を巡めぐらせる。

　それから悪戯っぽく目を細めた。

「言ってみれば、私からのテストかな。教師らしく」
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「テスト？」

「今日はお前にエスコートを頼たのもうと思ってな」

　刃更は思わず目を瞬しばたたかせた。

「え……？　俺、何も決めてないですよ」

「だからこそ、テストだ。いつもは私が行く場所を決めてしまうからな」

「確かに……。たまには俺のほうもちゃんとしないとって気はするけど」

　困った顔をする刃更を見て、長谷川は内心で「無む茶ちや振ぶりが過ぎたか？」と思うが、口には出さない。

「それじゃ、昼食でも食べながら考えよう。そうだな──」

　再び視線を巡らせ、長谷川は一いつ軒けんのテナントを指す。

「あそことかどうだ？」

　ごくごく普通の全国チェーンのファーストフード店だった。




　　　　３




「こういうのもうまいものだな」

　ミートパテが三枚挟はさまったハンバーガーを、長谷川は大だい胆たんにほおばる。唇についたソースを舐なめ取り、満足げな表情を浮かべた。

　定番のてりやきハンバーガーを手にしたまま、刃更はそんな長谷川をきょとんとした顔で見ている。

「どうした？　ソースでもついているか？」

「いえ。ちょっと意外で。あまりハンバーガーというイメージがなかったので」

「そうでもないぞ。私も一人で食べる時は手を抜ぬくことはある。大味過ぎる味付けも嫌きらいじゃない。そもそも、焼肉屋で会ったこともあるだろ？」

「そういえばそうでした」

「十神としては珍めずらしいのは否定しないがな。親近感が湧わくだろ？」

「確かに」

　冗じよう談だんめかした言葉に、刃更の表情が緩む。

「それで、私を連れて行ってくれるところは決まったか？　食べ終わるまでが制限時間だ」

「うわ。待ってくださいよ」

　またハンバーガーをほおばる長谷川を見て、刃更は焦あせった声を出す。

　食事を続けつつ、刃更は眉まゆ根ねに皺しわを寄せ、考え込む。

「今日は無茶言いますね……。俺、こういう経験自体あんまりないんですよ」

「私がいつも経験させてやってるだろ」

　刃更は困った顔で視線を巡らせる。

　その目がぴたりと留まった。

　長谷川の後方、ファーストフード店の外にシネコンがある。上映中の映画のポスターや、大型ＰＯＰが目に飛び込んできた。

「映画とかどうです？」

「ああ。なるほどな」

　長谷川が振り向き、シネコンがあるのを確かく認にんする。

「いいと思うぞ。合格点をあげよう。初めての相手との場合は、趣しゆ味みが合わないかもしれないから気をつけろとは言うがな」

「そうなんですか」

「だけど、私とお前だろ。ある意味で長い付き合いになっている」

　フフと笑い、長谷川は店内からシネコンを眺める。

「何か観みたい映画はありますか？」

　言いつつ、刃更は携帯を使い、上映中の映画を調べる。

「アメコミのヒーローものとかありますね。続編じゃないから観やすそうです。あとはこのＳＦ映画もおもしろそうですけど。火星で……」

「いや、アレにしよう」

　長谷川がポスターを指す。

『ロスト・デイ・メモリアル』というタイトルの邦ほう画がだ。刃更が見ていたアクション映画やＳＦ映画のポスターとは違ちがって、男女が手を繫つないでいるだけのシンプルなポスター。

『──私の全すべてを覚えていて』のキャッチコピーがどこか切なげな印象を与あたえる。

　それほど話題になっていないのか、刃更はタイトルを聞いたことがなかった。

「恋れん愛あい映画ですか？」

「デートっぽくていいだろ。ちょっと定番過ぎるか？　子供だましでなければいいがな」

　長谷川がニコリとする。

　いつもとは違う小こ悪あく魔まのような、そんな笑え顔がおだと、刃更は思わず胸が高鳴るのを感じた。
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「先生。本当に大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大丈夫だ。だけど、もうちょっと……もうちょっとだけ、すまない……」

　映画『ロスト・デイ・メモリアル』を観終わり、ロビーに出てきて十五分。

　長谷川の目は真っ赤だった。

　眼鏡めがねを外してハンカチで目元を拭ぬぐっている。既すでにハンカチはビショ濡ぬれだったが、涙なみだはまだ止まりきっていない。

　これでもマシになった状態だった。映画の後半などはずっと嗚お咽えつを漏もらしていた。

　お客が行き交かう中、刃更と長谷川は邪じや魔まにならないようにロビーの隅すみに佇たたずんでいる。

　しばらくして、長谷川はようやく眼鏡をかけ直し、深く息を吐はいた。

　溜ため息いきではなく、胸いっぱいの満足感を吐き出すような、そんな行こう為いだった。

「いい話だったなぁ。正直、『子供だましでなければ……』と言って申し訳ないと、今は思っている」

　しみじみと言う。

「夢をかなえるために旅立たなければならないヒロイン。別れればもう二度と会えないかもしれない。それなのに、あの主人公は……少年は彼女を見送るんだ」

　また涙がこぼれた。

「どれだけ切なかっただろうな。どんなに恋こいしかっただろうな。あの演技はよかった。最後のキス……。秘ひめられた熱情が伝わってくる。そんな演技だった」

「確かに俺もすごいと思いました。……気に入ってもらえたようでよかったです」

　刃更は長谷川の涙を自分のハンカチで拭う。

「長谷川先生がこんなに感情移入するタイプだったのは意外ですけど」

「さっきのハンバーガーもだが、お前は私をどんなタイプの女性だと思っている？」

　少しすねた顔をする。

「私だって女の子だ」

　一転して微笑ほほえみ、長谷川は刃更の手を引いた。

「さあ、待たせてすまなかったな。デートを続けよう」

「は、はい」

　長谷川に引っ張られるまま、刃更はショッピングモールを歩いていく。

「あ！」と、声を出し、長谷川はテナントのひとつに走り寄る。

「どうだ、こういうのは？」

　眼鏡屋だった。

　長谷川は店頭のサンプルをかけてみせる。いつものアンダーリムの眼鏡とは違い、フレームが特に強調されるようなものだった。

「けっこう印象が変わり──」

「次はこっちだ」

　刃更の返事を待たず、サンプルを戻もどすと、足早に別の店てん舗ぽを目指す。

　今度はアパレルショップだった。

「こういうのは……さすがにちょっとキツいか？」

　長谷川が手にしたのは、今の彼女が着ているかわいらしいものよりも、さらに愛らしさが強調されたものだった。

　フリフリとした飾かざりが多く、幼い印象すら受ける。

「どう思う？」

「かわいいですけど……」

「あ！　あっちの店も」

　さらに靴くつ屋やに向かう長谷川を、刃更は慌あわてて追う。

「スニーカーもはくのは嫌いじゃないが。どうだ？　こっちの靴も……」

「待ってください」

　また刃更が応こたえる間もなく別の店に向かおうとした長谷川を、彼は止めた。

「なんだ？　もう疲つかれたのか？」

　苦く笑しようと共に振ふり向いた長谷川は、刃更の表情を見て、静止した。

「何かあったんですか？」

　彼女の手を握にぎったまま問う。

「何か、とはなんだ？」

「今日の長谷川先生は新しん鮮せんです。いつもと違っている先生もいいと思う。意外な面も見ることができました。でも……無理にはしゃいでいるような、そんなふうに見えてしまう」

　刃更の顔は真しん剣けんだった。

「東城……」

　長谷川は目を伏ふせる。

「そうだな。お前はそういう奴やつだ。だから、橘たちも……」

「橘が？」

「いや、それは今は関係ない。そうだな……」

　長谷川は少しだけ迷いを見せたが、顔を上げ、刃更の顔をじっと見つめた。

　それから口を開く。

「先月。お前と長い時間を共に過ごすことができた。深い絆きずなを持つことができた。それは本当に嬉うれしい。でもな……」

　彼女の顔が曇くもる。

「バレンタインに、私は教師として、お前の周りの……いや、お前たち以外も含ふくめて、学生として同じ時間を過ごす生徒たちの姿を見てきた。同じ場所で、同じ時を、同じ日を生きる。それは私にとってあまりにもまぶしい光景だ。だって、私はお前とは別の時間の流れを生きてきている。ただ年ねん齢れいが違うというだけですらない」

　長谷川は遠くを見つめる。

「私は十神。普ふ通つうの人間ではない。お前たちのように学生として、この世界での時間を過ごしたこともない。まあ、お前は少々特とく殊しゆな身の上だが……それでも。私はお前とは違う」

　彼女の表情はどこか諦あきらめたようで、

「だから……なんとなく、な。お前と同じ時間を過ごしているような。そんなことをしてみたかったんだと思う。教師と生徒でもなく、初めて来るショッピングモールで手て探さぐりでデートするような……。おかしいな」

　寂さびしげでもあった。

「それに……」と、長谷川は続ける。

「いつかお前と離はなれる時が来るかもしれない」

「そんなこと……」

「そう思ってしまうと、怖こわくて、切なくてな。だから、さっきの映画にも必要以上に感情移入してしまった」

「長谷川先生」

　長谷川は驚おどろきに目を瞬しばたたかせた。

　刃更に強ごう引いんに抱だき寄せられていたのだ。

「俺は離しませんよ」

　長谷川が少し痛みを感じるほどに、刃更はしっかりと彼女を抱き締しめていた。

　間近に迫せまる刃更の目はまっすぐ過ぎるほどまっすぐ長谷川を見み据すえている。

　彼女は驚きの表情を、慈いつくしむものへと変えた。

「バカ……。今日は外なんだぞ。聖ヶ坂うちの生徒がいないと言っても」

　頰ほおに朱しゆを宿しながら、長谷川が言ったのと同時に、周囲の雰ふん囲い気きが変わった。

　大勢いた客がいなくなり、無人のショッピングモールが残される。

　世界のみを切り取り、ずらした空間にコピーとして作り出すタイプの結界だ。

　自分を抱く刃更に長谷川はより身を寄せる。

　ほとんど擦こすりつけるかのように、身体からだと身体が重なり合い、愛らしい服に包まれた豊かな乳ち房ぶさが形を変える。

「ん……」と、長谷川が声を漏らした。

「東城……。私の全てを覚えていてほしい」

　彼女が口にしたのは、先さき程ほどの映画の言葉だった。

　この地を去るヒロインが、主人公の少年に自分を刻もうとした時に言った台詞せりふ。

　身を重ねたまま、二人は掌てのひらと掌をも重ねる。指と指が絡からみ合っていく。

　身体と身体、手と手を重ね、さらには刃更の脚あしを太ももが挟はさみ込む。

　これ以上ないほどに密着した状態で、長谷川は刃更の唇くちびるを奪うばった。

「ん……ん、んちゅ♥　んんっ」

　触ふれ合った唇を強く押しつけ合う。さらに長谷川の舌先が刃更の口の中へと入り込み、彼もまたそれに応じた。

　二人の舌と舌が互たがいを求め、絡み合い、淫いん靡びな水音を鳴らす。

「ちゅ、んん、ふっ……んんんっ♥」

　お互いの唾だ液えきが流れ込み、入り混じっていく濃のう厚こうなキス。

　キスを続けたまま、長谷川は刃更の手を自分の腹に、腰こしに導く。

「触れてほしい」

　キスの息いき継つぎのように彼女は言う。

　刃更はそれに従い、服の上から長谷川の身体を掌で味わう。

　冬服の分厚く柔やわらかい生き地じの下に、確かに女の身体が存在する。女性特有の柔らかな感かん触しよくと、服越ごしでも確かに伝わってくる体温。

「あ、ん……はぁぁぁ♥　東城……」

　唇を離して、長谷川は切なげな息を漏らす。

　刃更の手は腹を撫なで、腰をつかみ、スカートの上から尻しりを揉もむ。

「ふぁっ、あっ……♥　そこだ。私を……もっと私を感じて、んっ、はぁっ」

　刃更の唇が再び彼女の唇を塞ふさいだ。

「ん、んんっ」

　キスを貪むさぼり、瞳ひとみを蕩とろけさせながら、長谷川は自ら胸を大きくはだけた。

　刃更の手をそこへ誘いざなう。

　いつもとは違ちがう服の、完全に開いていない胸むな元もとに刃更の手が滑すべり込んでいく。しっとりと汗あせで湿しめった肌はだが掌に貼はりつく。

「ん……。あぁっ」

　手が奥へと進めば、そのたびに長谷川は重ねたままの唇から切なげな息を漏もらし、喘あえぐ。

　刃更は双そう丘きゆうの谷間へとたどりつく。

　服を完全に脱ぬがず、押さえ込まれた形の胸はいつにも増してその谷間を深くしていた。

　膨ふくらみと膨らみの間に入り込む、刃更の指。

「あぁ、あっ♥」

　長谷川はキスを続けることができず、刃更の手をより強く握る。刃更の手を胸に導き、役目を終えたほうの腕うでは彼の逞たくましい肉体を抱き締めていた。

「東城。もっと、奥へ……う、あぁぁ♥」

「わかってます」

　刃更の手は奥へと進み、ブラの内側へ入り込み、膨らみを直じかに揉む。押さえ込まれたままの乳首にその指先が触れた。

「あ、あぁぁぁ、んっ！　んんっ♥」

　声を上げる長谷川の唇を刃更のほうから塞ぐ。

　指と指、身体と身体、舌と舌が濃厚に絡み合っていく。互いの体温や息いき遣づかい、全すべてが混ざっていくような心地ここち。

「かわいいです。先生。その服も、今日の先生も」

「ん……。変に、思われなくて、あっ♥　本当によかった」

　刃更と長谷川は互いの全てを感じていた。

「先生は……いや、アフレイア。お前はここにいる」

　刃更は長谷川千里の本当の名を口にする。

「俺は絶対にお前を離さない。もう既すでにお前と同じ時を歩んでいる」

「東城……」

　長谷川が幸せそうに目を細めた。

　もう一度、二人は口づけを交かわす。長い長い口づけ。

「ん……」

　そのあとで長谷川は唇を離す。

「すまない」

　彼女は密着していた身体を離した。自然と刃更の手も離れる。

「先生？」

「これだけじゃ我が慢まんできなくなってしまった」

　長谷川は苦笑していた。

　刃更は一いつ瞬しゆんきょとんとして、それから同じように苦笑いしてしまう。

「確かに。俺もです」

「だから、東城。ここからは……いつもどおりでいいか？　同じ時間を生きる人を羨うらやむ私ではなく……東城刃更と共に歩む私で」

「ええ。今日の先生もかわいいですけど。いつもの先生がいいです」

「言っておくが、かわいいと言われると照れるんだぞ」

　目を逸そらして言う。

　長谷川ははだけていた服を戻もどすと、視線を巡めぐらせた。

　途と端たんに周囲にざわめきが戻ってくる。結界が解除されていた。

「じゃあ、いつものように……。私の部屋へ行こうか」

　言いつつ、刃更と腕を組んだ。

「はい。長谷川先生。行きましょう」

　長谷川と共に、刃更はショッピングモールの出口に向かって歩き出す。

「なあ、東城」

　しばらくして長谷川は言った。

　刃更が見ると、長谷川は悪戯いたずらっぽい目をする。

「もう一度呼んでみてくれ。私の名を」

　刃更は少しだけ驚き、それから表情を正した。

「行こうか。アフレイア」

　刃更と長谷川はまた二人だけの時間を過ごす。

　同じ時間を歩んでこなかったとしても、ここから先は共に歩む。手放しはしない。

　長谷川も、刃更もその想おもいを強く胸に刻み込む。
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「美術館に行きたい？　万ま理り亜あが？」

「そうです。この世界の芸術に触れておきたい。魔ま界かいとの違いを確かめてみたい。そんな知的欲求が私を突つき動かすんですよ」







　その会話が交かわされた翌日。

　刃バ更サラは万理亜と共に、都内のある美術館を訪おとずれていた。

「言われるままに来てしまったけど……」

　傍かたわらでやけにウキウキとした様子を見せている万理亜を、心底訝いぶかしげな顔で見る。

「言っておくが、裸ら婦ふ像とかは芸術であって、いやらしいものじゃないぞ」

「何を言うんですか。エロもまた芸術には欠かせないものなのです。エロスと美──それは不可分な存在なんですよ。それとも、刃更さんは芸術とエロスに明確な線引きができるという、そんな幻げん想そうに取りつかれた奴やつらの手先ですか!?」

「いや、誰だれだよ。『奴ら』」

　言いつつも、刃更は少し考えてみる。

　過去、芸術作品と言われたものには裸はだかを描えがいたものもあれば、タブーとされる行こう為いに迫せまるものもある。

「……確かに。明確な線引きはできないものか」

「そうですよ。芸術とエロ……それらは互いに影えい響きようし合い、高め合う関係にあるんです」

　普ふ段だん、エロのみを追求し過ぎている万理亜の言葉に釈しやく然ぜんとしないものはあるものの、それゆえの説得力を感じてしまい、刃更は納なつ得とくせざるをえない。

　話しているうちに、美術館の建物が見えてくる。

　想像していたよりもずいぶん小さな美術館だった。街中から離はなれた場所にある建物は、派手な装そう飾しよくもなく、周囲に木々が多いことも相まって、落ち着いた佇たたずまいをみせている。

「いいところだな」

　刃更はしみじみと言う。

「刃更さん。こっちです、こっち！　早く来てくださいよー」

　見れば、万理亜がいつの間にか美術館の入り口のほうで手招きしている。その手には既にチケットが握にぎられていた。

「いつの間に……」

　あまりのモチベーションの高さに苦く笑しようしつつも、刃更は万理亜と共に館内に入った。

　建物の中もまた外観と同じく広くはないものの、落ち着いた印象を受ける。

　外にまで行列ができるほどではなかったものの、館内には多くの客がいた。

　自然、刃更と万理亜は前の人に続く形で並び、ゆっくりと展示物を見ていく形になる。

　万理亜がどうしても観みたいと言っていた絵を観るために、たくさんの人が来ている。

　ここまでそれほど興味を持っていなかった刃更も、どんなものが展示されているのか気になり始めていた。

　列が進み、展示された絵が目に入る。

　それは海外の絵画ではなく、日本の絵画だった。それも江え戸ど時代以前のものが中心だ。

　独特の画風で描かれた肉筆画や、何色もの色を刷すり出した木版画──いわゆる浮うき世よ絵えが並んでいる。描かれている時代は平安期から江戸時代、人物は公く家げや僧そう、武士、女によ官かん、一いつ般ぱん庶しよ民みんまでと幅はば広ひろい。

　彼らは生き生きと日々の生活を送り、抱だき合い、接せつ吻ぷんし、そして、愛を睦むつみ合っている。かなりモロな描びよう写しやで。

「全部エロい絵じゃねえか！」

　刃更はつっこんだ。周囲の人に配はい慮りよして、辛かろうじて小声に抑えたのは、神イン速フイ剣ニツ術ト・使いスレイヤーの類たぐいまれな反射神経のおかげだったような気がする。

　よくよくチケットを見れば、そこには『春画展』の文字。

　春画──つまりは、昔のエロイラスト、あるいはエロ本だ。

「そうですよ。どうかしましたか？」

　万理亜はきょとんとしていた。

「一言も言ってなかっただろ」

「そうでしたっけ？」

　やはりきょとんとするが、明らかにとぼけているだけだと刃更にはわかる。

「そういえば……。ずいぶんと二人だけで出かけることにこだわってたな」

　思い返せば、澪みおたちに話さないようにと誘ゆう導どうされていた。

「刃更さんと二人だけでイキたかったんです」

「変な言い回しをするな」

　上うわ目め遣づかいですがりつく万理亜を一いつ蹴しゆうする。

「だって、澪さまなら絶対反対するじゃないですか。『そんなの観たら、また変なこと思いつくでしょ！』とか！　思いつきますよ。エロのインスピレーションの塊かたまりですよ」

「澪の言うことがカケラも間ま違ちがってないだろ」

　ふと、チケットに目を落とした刃更の眉まゆが動く。

「……というか、この展示、年ねん齢れい制限あるんだが」

「春画ですからね。エロい本にも年齢制限はあるじゃないですか。当然ですよ」

「え？　お前が言う？」

「ちなみに、この展示のチケットを買う時に少しだけ魔法を使いましたけど、必要悪です。私はエロのためなら、悪に手を染めることも厭いとわない……！」

「お前……」

「観たかったんです！」

　声を上げた万理亜の目は、さっきまでとは打って変わって真しん剣けんそのものだった。

「私は淫魔サキユバスです。だから、本来淫魔がいないはずのこの世界で性とエロがどのような形で発展し、表現されていったのか。それを学びたかったんです。性の歴史を紐ひも解とくのは、私の使命だと考えてもいます」

「……言いくるめられている気もするけど」

　彼女のまっすぐ過ぎる瞳ひとみは真しん摯しな想いをぶつけてくる。エロに対しての真摯な想いだが。

　とはいえ、万理亜の言うこと自体にも一理あると刃更は思う。

　この世界と魔界に別々の文化が存在するように、人と淫魔という種族の間にも文化の違いはある。世界まで隔へだてればその差はいかなるものか？

「そうだな。お前らしいと思う。確かにサキュバスとしては興味もあるよな」

「刃更さん！　ありがとうございます。私、いっぱい学びますね！」

　パッと顔を輝かがやかせると、万理亜は春画の数々に向き直り、じっと見入る。

　それを横目に、刃更もまた春画を見ていくことにした。

「多分……。これはすごいものなんだよな」

　刃更は芸術に対しては素人しろうとだ。そんな彼でも目の前の春画にそそぎこまれた技術や、書き手のこだわりが伝わってくるように感じた。

　ただ一枚の絵画の中に、その時代の文化、営みがあり、時には人間そのものへの痛つう烈れつな皮肉すら内包したものもある。

　一目でわかるほど贅ぜいを尽つくされた、金や銀で彩いろどられた春画までもが存在した。

「わかりますか？　さすがは刃更さんです」

　万理亜はそれらを代表でもするかのように、満足げに頷うなずく。

「日々の屈くつ服ぷくは伊達だてではありませんね。私が認めた逸いつ材ざいです」

「褒ほめられてるようだが、喜ぶべきかは複雑な心境だ。あと、なんで上から目線なんだ」

「だって、私はエロのプロフェッショナルですよ？」

　今日の万理亜はことごとく理にかなっているようなことを言うので、若じやつ干かんの腹立たしさを感じざるをえない。

　とはいえ……刃更は考える。

　サキュバスという種族はその方向性がエロに偏かたよっているが、相当勤勉な種族なのかもしれない。普段の万理亜も、エロゲという異文化に綿密な調査を重ねている。

「それを勤勉と言うのかどうかはわからないが──」

　刃更が思い出したのは、万理亜の姉、ルキアの姿だった。

　刃更にとってのルキアは淫いん蕩とうなサキュバスとしての姿よりも、魔界の穏おん健けん派を率いるラムサスの有能な副官としての印象が強い。

　冷静沈ちん着ちやくで、その実力も高い。自分にも他人にも厳しい。だから、万理亜への愛情も表には出さない。

　そんな彼女の姿を、エロス方面に特化させれば万理亜になるのだ。

　刃更は眉み間けんを押さえる。その発想が正しいのか、自分で疑問に思った。

「でも、シェーラさんなら、万理亜に近いか」

　万理亜の実母、シェーラ。二人の淫魔の母でありながら、万理亜に負けず劣おとらず幼い容姿を持つ女性。

　自由奔ほん放ぽうで悪戯好きな彼女が、上じよう機き嫌げんかつハイテンションに春画を見物している姿を思わず思い描いてしまう。

「……ん？」

　刃更は瞬まばたきし、それから目を擦こすった。頭の中で思い描いたシェーラが目の前から消えない。

「へー。カッパ！　カッパね！　オリエンタルモンスターとエロいことを……。すごいわねぇ。カッパ。尻しり子こ玉だまプレイ！」

　しかも、喋しやべっている。

　加えて、刃更が想像もしていなかった、大きいサングラスと、マスクに帽ぼう子しで変装までしている。

　彼女はそんな姿で春画を見て、しきりに納得していた。ハイテンションで。

「本人だ！」

　またも叫さけびそうになったのを、小声で堪こらえることができたのは、刃更が多くの強敵と刃やいばを交え、常人ではありえないほどの実戦経験を積んでいたからにほかならない。

「お母さん、どうしてここにいるんですか」

　万理亜は万理亜で啞あ然ぜんとしていた。

　やはり本人であり、自分の脳内存在ではないことを、刃更は確信せざるをえない。

　シェーラがマスクとサングラスを取る。

「来ちゃった」

　テヘッと照れ笑い。

「『来ちゃった』……じゃないですよ！　だって、今、お母さんは……」

　万理亜が慌あわてふためく。

「ええ。もちろん、自分の置かれている状じよう況きようはわかっているわ。魔ま界かいでは穏健派、現魔王派の対立に一応の決着がついた。だけど、両者が緊きん張ちよう状態にあることは変わらない。双そう方ほう、前魔王の娘むすめである澪ちゃんに干かん渉しようしない。そう定められた以上、穏健派に所属する私がこうしてあなたたちと接せつ触しよくすることは危あやうい状況を生む可能性がある……。そうね？」

　刃更と万理亜を見つめる彼女の顔に、いつもの自由奔放かつ柔やわらかな表情はない。

　万理亜が緊張に身を強こわ張ばらせる。

　彼女が言ったことは正しい。そこまで理解しながら何故なぜ、シェーラはここに？　と、刃更は思考を巡めぐらせていく。

　彼女がここにやって来た意味──。

「だけど、私のエロへの探求は止めることなんてできないわ！　人間界の、日本のエロが一堂に会するこの機会。逃のがすわけにはいかないのよ！　わかるでしょ？」

「なるほど！　わかります！　お母さん！　それならしかたないですね！」

「一発で納なつ得とくしやがった!?」

「さあ、人間界の技術の粋すいを結集したエロを堪たん能のうしましょ」

「はい。お母さん」

　愕がく然ぜんとする刃更を尻目に、シェーラと万理亜は二人で並んで春画の数々に見入る。

「これがサキュバス……」

　刃更はそれをなんとも言えない顔で見送るしかない。

　肩かたを並べた小こ柄がらな淫魔たちは真剣ながらも本当に嬉うれしそうに春画を観ていた。

「……あいかわらず本音のわかりにくい人だ。シェーラさんは」

　春画を観みたくて来たということ自体は間違いなく本音だ。

　それと同時に、シェーラは万理亜に会いに来たのだと刃更は思う。

　シェーラも言っていた澪と魔界の関係。シェーラが万理亜と会いづらいのと同じく、万理亜もまた実の母であるシェーラや、姉のルキアと会うことは難しい。

　普ふ段だんから明るく振ふる舞まって、そんな寂さびしさをまったく表に出さない万理亜だが、それでも、普通の女の子だ。両親を恋こいしく思うこともあるだろう。

　刃更自身は澪と出会うまで、傍そばに父──迅じんがいてくれた。だから、《里》でのことがあっても、母がいなくても耐たえてくることができた。

　両親の大切さは彼にも理解できる。

　だから、シェーラは来たのではないか？

　そして、奔放でいながら抜ぬけ目ないところがあるシェーラは、密会の場所に、春画展という場所を選んだ。

　サキュバスが赴おもむくには自然な場所で、秘ひ密みつ裡りに監かん視しする者がいたとしても、美術館内ではシェーラに見つからないことは不可能だ。そもそも、サキュバス以外の魔族の場合、真顔で春画展を監視しようという発想はなかなか出てこない。

　シェーラのそんな親心を感じ、刃更は微笑ほほえましい気持ちになる。肩の力も抜けた。

「女ばかりのお寺に忍しのび込んでハーレム状態に！　女ばかりの島に流れ着いてハーレム状態に！」

「ハーレムはやっぱり憧あこがれるわよねぇ。千年前から変わらないわね」

「お母さん。人間界こちらでも女騎き士しものはあるのですけど、女武者ものがありましたよ！　しかもこれ、屛びよう風ぶです！」

「やはり男勝まさり、あるいは男装の娘が時に見せる女の顔というのは盛り上がっちゃうわね！」

「お母さん！　今度は女装した男性が女性と……！　というのがあります！」

「マリアちゃん観て。こっちには獣けものものがあるわ。この世界には獣じゆう人じんはいないはずなのに……」

「もしかして、過去に人間界を訪おとずれた獣人系魔族がエロ伝承となって残ったものでしょうか？　どちらにしてもなかなか背徳感あふれますね」

「ああ、春画展最高だわ！　来ることができてよかった」

　はしゃぐ二人を見て、刃更は考え直す。

　シェーラは本当に春画展が観たいだけの理由で来たんだろうか？

「じゃあ、マリアちゃん。そこで跪ひざまずいてみて。そうそうその感じ」

「きつく縛しばってもらっても大だい丈じよう夫ぶですよ」

「縛る時はね。ちゃんとした技術でやれば、傷にはならないのよん」

「さすがお母さんです。痛くないです」

「いや、何してるんだ!?　いつの間にか結界まで」

　刃更がふと気づいた時には、周囲の人々は消えていた。先日、長谷はせ川がわも使った、周囲をコピーするタイプの結界だ。

　刃更が気づく間もなく、シェーラが結界を展開したのだということを理解し、その精度と速度に舌を巻く……が、そんなことよりも刃更が愕然としたのは目の前の光景だった。

　シェーラがどこからか取り出した縄なわを近くの柱にくくりつけ、それを用いて、跪いた万理亜を後ろ手に縛り上げている。

「シェーラさん。これは……」

「大丈夫よ。結界があるから」

「やだなぁ。刃更さん、何を慌ててるんですか。いつものことですよ」

「いつもの!?　いつものって、何がどういつものなんだ？」

「実じつ践せんよ。やだわ。刃更君。決まってるでしょ？」「そうですよ。刃更さんはもうー」

「もしかして、驚おどろいている俺のほうがどうかしてるのか？」

　刃更に構うことなく、シェーラたちは作業を進める。

「さあ、マリアちゃん。今のあなたはこの姿なのよ」

　シェーラが持ってきたのは春画の一点。その中では今の万理亜とまったく同じように、女性が柱に縛られている。

「さすがお母さんの結界。コピーは完かん璧ぺきですね」

「場の記き憶おくを利用するものだからね。印象的なものであればあるほど、こちらの術式の補助をしてくれるわ。つまり……みんなの想いエロい心、ムダにはしないわん」

「術式としては間ま違ちがってないけど……」

　サキュバス流の結界構築の理屈に刃更はやはり驚きを禁じえない。

「さて。マリアちゃん。どうかしらん？　今の気分は」

「うーん。まだ何も感じませんね」

「そうよね。だって、今のマリアちゃんには足りないものがあるもの。ねえ、刃更君」

「そこで俺に振るんですか？　わからないですよ。本当にわからない」

「いいからいいから。ほら、こっちに来て手伝って」

「はあ」

　言われるままに刃更は万理亜の前に立つ。

「難しいことはしなくてもいいから。この絵と同じことをするだけよん」

「同じ……」

　刃更はシェーラが手にした春画に目をやる。

　独特のタッチで描えがかれた絵の中では、万理亜と同じ形で女性が縛られている。服の形状こそ違うものの、万理亜も絵の中の女性も服がはだけていた。

　そして、その前には相手役である男性がいる。彼は男性にとって最も大事な場所を晒さらしていた。

「待った。シェーラさん。これはできない」

「……そう？」

「無理です。これだけは無理。結界の中でも無理」

　刃更は若じやつ干かん必死で抵てい抗こうする。いつもの屈くつ服ぷくとは訳が違う。

「それじゃしょうがないわねぇ。そこで、マリアちゃんを見てあげて。絵の中みたいに」

「そのぐらいなら……」

　言われたとおり、刃更は拘こう束そくされた万理亜を見つめる。

　上着は脱ぬがされていた。不自然な姿勢で縛られているせいで、スカートは半ばまでまくれ、黒いタイツに包まれたももまでが露あらわになっている。
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　緩ゆるめられた襟えり元もとからは白い肌はだと華きや奢しやな鎖さ骨こつが見える。それだけではなく、ほんのわずかだが下着まで垣かい間ま見みえていた。

　さらに、身を反らすような姿勢は小ぶりな胸を強調する。それは目の前の華奢な少女が既すでに女であることを示すかのような光景だった。

　万理亜が淫いん魔まであることを知る刃更とて、その姿は可か憐れんな少女が辱はずかしめられている姿に見えてしまう。

　刃更は思わず生なま唾つばを飲み込んでいた。東とう城じよう家では（主に万理亜のせいで）珍めずらしい光景ではないはずなのに。

　一方、反応を示していたのは刃更だけではない。

　いつもとは違い、何も言わずに自分のことをじっと見つめる刃更の姿に、万理亜は違い和わ感かんを覚え始める。それは居い心地ごこちの悪さというよりも、羞しゆう恥ちだった。

　なんとなく感じた気き恥はずかしさに、万理亜は思わず目を逸そらそうとしてしまう。

「だーめ」

　それをシェーラが妨さまたげた。

　彼女は万理亜のあごに手をかけ、顔を背そむけることができないようにする。

　まさしく小悪魔そのものの微び笑しようと共に、シェーラは万理亜の視線を刃更に固定する。その上で、手にした春画を万理亜の視界に入れた。

　絵の中では今の刃更と万理亜のように、男性と縛られた女性が向かい合っている。

　刃更と万理亜に言葉はない。心なしか息が荒あらい。雪のように白い頰ほおには、確かな朱しゆの色が落ちている。何かを求めるように赤い舌が唇くちびるを舐なめた。

「どうしたの？」

　シェーラが耳元で囁ささやく。

「……なんでも、ないです」

　そうは言ったものの、万理亜は耳じ朶だをくすぐる母の吐と息いきに心地よさげそうに目を細めて、拘束された身をよじっていた。

「そうね。なんでもないわよねぇ」

　シェーラの手が万理亜の首筋を撫なでれば、小さな身体からだがビクンと震ふるえる。

「ちょっと汗あせをかいてるだけで──」

　続けて、シェーラは娘の胸むな元もとに手を伸のばして、弾はじくように触ふれる。

「──あっ」

「ちょっと乳ち首くびが固くなってきているだけよねぇ」

　クスクスと笑うシェーラの瞳ひとみには淫いん靡びで怪あやしい輝かがやきが宿る。

「どうして興奮しているの？　さっき縛った時と、身体は同じ状態のはずなのに」

「それは──」

　何も言えないまま、万理亜は甘い息をこぼす。

「私が教えてあげるわね。今、マリアちゃんは刃更君に見られている。羞恥という感情はね。見る人がいることで初めて効果を発揮するの。鏡と同じ。いやらしい姿をしている自分を、刃更君を通じてようやく自覚できる」

「刃更さん、が……」

「あなたも人に見せつけてのプレイは好きでしょ？　澪ちゃんたちにするわよね。それともうひとつ」

　手にした春画を蕩とろけ始めた万理亜の瞳に映す。

「この春画と同じ状じよう況きようを作ったわよね。これによって、あなたは春画の登場人物に感情移入してしまっているのよ。前に、魔法でエロゲに感情移入させるような方法を使ったでしょ？　それと似たことを今されてるのよん」

「私が、自分を重ねて……んっ」

　春画の中で女性は縛られ羞恥を覚えながらも、その表情は艶あでやかで、抑おさえきれぬ快楽が滲にじんでいる。

「あぁ……。これ、私、よけいに……ん、はぁっ♥」

　切なげに内ももを擦こすり合わせて、万理亜は乱れた。

「そうそう。春画にはこういうのもあるわよ。はい、刃更君」

　シェーラがどこからか取り出した春画のコピー。それを受け取り、刃更は目を丸くする。

「これって──。本当に春画そのままなんですか？」

　新たな春画には絵に加えて、細かい文字がビッシリと書き込まれていた。

　そこにいる男女が置かれたシチュエーションから、台詞せりふ、驚くべきことに擬ぎ音おんまでが書かれている。

「読めるように文字を調整してあるけど、そのままよ。すごいわよね。現代のエロ漫まん画がと変わらないんだもの。書き入れっていうの」

　魔界の住人が現代日本のエロ漫画に通じていることにも驚かざるをえないが、それはそれとして、数百年前に書かれた春画が到とう達たつしていた領域には刃更も素す直なおに驚いてしまう。

「じゃあ、刃更君。読み上げて」

「俺が……ですか？」

「うん。お尻しりを撫でながら、ほら」

　恐おそろしく無む邪じや気きに言われて、刃更は少し迷いつつも、万理亜の傍かたわらに移動する。

「すまん。万理亜。シェーラさんが収まらなそうだから」

「はい……。刃更さん」

　万理亜は湧わき上がる感情を抑おさえ込むように唇を嚙かみ、潤うるんだ目で刃更を見上げる。

　その仕草に、刃更もまた感情が昂たかぶるのを感じた。

　自分も春画の影えい響きようを受けているのか？　それとも、恥じらう万理亜の姿が艶やかだからか？　そんなことを思いつつも、シェーラに渡わたされた春画の書き入れに目を落とし、口を開く。

「『どうしたどうした？　感じてねえって言いながら、ここはこんなに熱くなってるじゃねえかぁ』」

　言葉と共に万理亜の尻を強く撫で、軽く打つ。

「ひぁっ、あっ♥　あーっ」

　万理亜が甘い喘あえぎと共に悶もだえる。

「『どこがいいんだ？　ほらほら、自分で言ってみろい』」

「そ、そんな……。だって、刃更さんが、あっ、あっ♥　触さわられるだけで気持ちいいんです。それなのに、んっ、あっ♥」

　万理亜の瞳から涙なみだがこぼれ落ちた。何かを求めるように舌を突つき出す。

「縛しばられてるのが私か、春画か、う、あぁっ、はんっ。もうわからないです。でも、もっと……刃更さんっ♥」

　流れ落ちる涙を刃更が唇で吸う。

　それから身を寄せ、小さな身体を抱だいた。左の手で服の上から胸に触れ、逆の手は尻を強く揉もむ。

「あぁぁっ。ふぁぁぁぁ♥」

　一ひと際きわ高く声を上げた万理亜の首筋に刃更は顔を埋うずめる。

　汗というには甘過ぎる匂においが刃更の鼻び腔こうをくすぐった。

「学びたいのか？　万理亜」

「あっ、あぁ、う、あー♥」

　ただ触られているだけだというのに、万理亜はまともに応こたえることができない。

　心地よさそうに目を閉じ、吐息と共に首を上下させるだけだ。

「じゃあ、学んだらいい。お前の学びたいことを」

「は、はひ。刃更さん。私、人の文化、あっ♥」

「『どの口が言いやがる！』」

　刃更の指がスカートの上から彼女のお尻のくぼみを撫でた。

「ああっ！　これ、すご……私、サキュバス的に、あぁっ、んんあっ♥　人の文化、気持ちいいですぅぅ」

「『さあ、やっちまえ！　やっちまえよ！』」

　万理亜を縛いましめる縄なわを引き、彼女の身をさらに反らしながら、刃更はスカートの内へと手を差し込む。

　指がタイツのさらに奥、下着に潜もぐり込み、最も敏びん感かんな場所に触れた。

「あぁぁぁぁぁぁっ♥」

　万理亜はおとがいを上げ、銀色の髪かみを乱して悶える。

　閉とざされた結界に女の匂いが立ち込める中、床ゆかに落ちた水すい滴てきは汗だけではなかった。
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「満まん喫きつしましたね！　刃更さん！　人間界の、日本の文化って本当に素す晴ばらしいですね！」

　やけにツヤツヤした顔で万理亜は言った。

　シェーラを含ふくむ三人は既に美術館の中から出ていた。

「あぁ……。世界が輝いて見えます」

　その日の空は今の万理亜の笑え顔がおのように雲ひとつなく晴れやかだ。

「それはよかったな」

　刃更は複雑な表情をせざるをえない。

　結界の中なので誰だれにも迷めい惑わくをかけていないとはいえ、美術館で万理亜を屈くつ服ぷくさせたという事実は、我われに返れば非常に後ろめたい。

「ありがとう。刃更君」

　袖そでを引かれて振ふり向けば、シェーラが優やさしい表情を見せていた。

　少し離はなれた場所ではしゃぐ実の娘むすめを、彼女は慈じ愛あいに満ちた眼まな差ざしで眺ながめている。

「マリアちゃんはまだサキュバスとしても、女の子としても未熟だわ」

　娘の姿に、シェーラはクスリと笑った。

「だけど、こうして別の世界にいることで、魔界では学べないこともたくさん学んでいくでしょう。私以上に多くのことを」

　しみじみと言う。それから彼女は背筋を正した。

「まだまだ迷惑をかけるとは思うんだけど。あの子の──マリアちゃんのこと、よろしくお願いします」

　シェーラは深々と頭を下げる。

「もちろん」と、刃更は頷うなずきを返した。

「あいつは俺たちの家族ですから」

　心からの言葉だ。

「ありがとう」

　シェーラは言った。

　刃更にはいまだシェーラの本当の目的がわからない。

　言葉どおり春画を観みに来ていたのか？　それとも、万理亜の様子を観に来ていたのか？　あるいは、刃更をより見定めるべく訪おとずれたのか？

　ただ、刃更にもひとつだけ確信できることはあった。

　シェーラは心の底から万理亜のことを愛している。

「シェーラさん。俺は──」

　言おうとして刃更は目をすがめる。

　さっきまですぐそこにいたシェーラの姿がない。

「お母さん！　物ぶつ販ぱんですよ！」

「図録があるわ！　マリアちゃんに買ってあげるわね。そうだわ。手て拭ぬぐいと図録をルキアちゃんのお土産みやげにしないと」

「さすがはお母さん！　あのカタブツのルキア姉さまがどんな反応をするのか今から楽しみです！」

　二人の淫いん魔まは物販コーナーではしゃいでいた。

　そんな彼女たちの姿に、刃更は呆あきれた顔をして、それから表情を緩ゆるめる。

　シェーラの目的がわからなくても、それでいいと刃更は思い直す。

　あれでこそ、シェーラなのだ。

「そうだわ。澪ちゃんたちにもお土産にしたら？　この春画ハンカチとか」

「学園生活の必ひつ需じゆ品ひんですね！」

「それは絶対怒おこられますから！」

　テンションのあまりに変な買い物をしようとする二人のことは、きちんと止めた。
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　高価な素材を用いつつも、ムダな装そう飾しよくを一いつ切さい省いた実用本位の執しつ務む机がある。

　書類の束が山となった向こうにラムサスはいた。

　魔界の重じゆう鎮ちんの一人であり、穏おん健けん派を率いる男。前魔王ウィルベルトの実弟とされる魔族だ。

　彼がいるのはウィルダート城内での、彼の執務室だった。

　窓の外にはとっくに夜の帳とばりが下りている。時計が示す時刻はずいぶんと遅おそい。

　ラムサスは黙もく々もくと書類に目を通し、サインをし、必要ないものを処分していく。日中の激務のあとに行っている事務作業だが、疲つかれた様子は微み塵じんもない。

　ノックの音がする。

　ラムサスは「入れ」とだけ言った。

　彼は既すでに足音と気配から、その人物が訪ねてくることを予期していた。

「失礼します」

　姿を見せたのは、銀色の髪の女性だった。眼差しは氷の如ごとく冷たく、剃刀かみそりよりも研とぎ澄すまされている。その身を包むのは上品な生き地じで仕立てられた、装飾性を最低限に抑おさえたメイド服だった。

　ラムサスの副官であり、万ま理り亜あの姉でもあるサキュバス、ルキアだ。

「こちらが処理を終えたものになります。ご確かく認にんお願いします」

　ルキアは束になった書類を置く。

　執務机の上に新たな書類がかなりの量増えることになるが、ラムサスは一いち瞥べつしただけだ。

　これら書類の多くは魔界の二大勢力、現魔王派と穏健派の間に横たわる問題に関するものだ。対立に一応の決着がつき、和平への会談を重ねるたびに、これまで対立していたことで棚たな上あげされていた問題が噴ふん出しゆつしてきた。

　ラムサスやルキアも、それらを部下や関係部署に任せることで、効率よく処理しているものの、重要な問題には自ら手を下す必要がある。

　これらの問題をきちんと処理し、両陣じん営えいの落としどころを見つけることもまた、和平のために必要なことだった。

「ご苦労だった。今日は休め」

「はい。それでは失礼します」

　一礼し、ルキアはラムサスの執務室を辞する。

　ラムサスが一瞥でルキアの作業が終わったことを確認したことに、彼女は気づいていた。

　あとはもうルキアにできることはない。そういう判断なのだろう。短い言葉の中に、それだけの意味がある。

　しかし、ラムサスにはまだまだ今日のうちにやるべき仕事がある。ルキアでは処理できない類たぐいのものだ。

　本当のところ、ルキアは「無理はなさらないでください」と声をかけたかった。

　だが、それは臣下が行うべきことではなく、ラムサスが自ら為なすべきことをしていることもわかっている。

　もどかしさを覚えつつも、ルキアはルキアで自ら為すべきことを定めていた。

　ルキアの手が及およぶ範はん囲いでラムサスの負担を減らす。ルキアが処理できる範囲の作業は全すべて行う。それが副官としての自分の役割だとわかっていた。

　明日あしたの予定を反はん芻すうするうち、ルキアはウィルダート城内の自室にたどりついていた。

　ラムサスの副官ということもあり、ルキアはそれなりに広い部屋をあてがわれている。

　整理整せい頓とんが行き届いた部屋は、その広さもあり、生活感が薄うすい。

　そんな部屋のテーブルの上には、真新しいノートＰＣが場ば違ちがい極きわまりなく鎮ちん座ざしていた。

　ルキアはまず、ノートＰＣの電源を入れる。それから、お茶を淹いれ、テーブルの上にカップを置くと、椅い子すに座った。その頃ころにはＰＣは完全に立ち上がっている。

　ルキアは表情ひとつ変えることなく、ヘッドホンを着けると、マウスをクリックした。

　彼女が選んだアイコンは、明らかにゲームのもの。

　少しの時間のあと、ディスプレイに現れたタイトルは『俺とリアル妹の青春番外地２』。

　すなわち攻こう略りやく対象が妹の恋れん愛あいゲーム。クリックを続ければ、甘いボイスと共に始まるやや鬼き畜ちく寄りの恋愛調教シーン。

　つまるところ、エロゲだ。

　ルキアは氷のように冷たく、剃刀よりも鋭するどい眼差しで、妹が調教されていく様子を見み据すえている。

　音声はスキップすることなくヘッドホンで余すところなく聞き取り、ムダのないクリックで文章を進める。

　ビジュアル、ボイス、ＢＧＭ。その全てを精査するような遊び方だった。

　数時間のあと、スタッフロールが流れ始める。

　この間、ルキアはカケラもその表情を崩くずすことはなかった。

　スタッフロールが終わったところで、ルキアはヘッドホンを外し、タイトル画面に戻もどったディスプレイに再び目をやる。

　一いつ瞬しゆん暗転したディスプレイに、ほんの少しだけ口元を緩めた彼女の顔が映った。

　ルキアの眉まゆがかすかに動いた。ディスプレイ越ごしに見た違い和わ感かん。

　振り向けばベッドの上に箱がある。

　辛かろうじて両手で抱かかえられるほどの大きめの箱は、ルキアにとって見覚えのないものだった。

　いつから置かれていたのか？　帰った時に何故なぜ気づかなかったのか？

　疑問を覚えつつも、ルキアは的確な行動を取っていた。術式によるトラップ、続けて物理的なトラップを魔法的な面、物理的な面から調べていく。

　どちらも仕し掛かけられていないことを確信してから、ルキアは箱に手をかけた。

「これは──」

　箱に収められていたものは、箱のサイズと比べて明らかに小さなパッケージだった。むしろ、箱が過か剰じように大き過ぎる感もある。

　ともかく、箱の中には何本ものＰＣゲームが入っていた。そのことごとくがエロゲだ。

　直後、ルキアは拳こぶしを握にぎり締しめ、完全な戦せん闘とう態勢に入りながら振り向く。突とつ如じよ背後に現れた気配に対し、彼女は一瞬の躊ちゆう躇ちよも驚おどろきもなくそれを為していた。

　しかし、次にルキアがしたことは深く溜ため息いきをつくことだった。

「……何をしているのですか？」

　彼女の視線の先にいる気配の主は幼い少女のような姿をしていた。人ひと懐なつっこさを感じさせる笑えみがルキアに向けられる。

　さっきまで誰だれもいなかったはずのそこに立つのはルキアの母、シェーラにほかならない。

　エロゲをプレイしていたとはいえ、ルキアは隙すきなど作らない。ヘッドホンで耳が塞ふさがっていても、侵しん入にゆう者しやを察知する術すべなどいくらでもあった。ましてや、気配が現れたのはゲームを終えてからだ。

「空間魔法でちょっと。ちょっとだけ、ねん？」

　いかにもちょっとだけ……というシェーラの手つきに、ルキアは眉根を寄せる。

　シェーラが自分以上の空間操作の使い手であることは、承知していたつもりだが、それでもなお息を吞のむ精度だった。

　それはそれとして、自室に空間トンネルをまたも作られたことには冷静なルキアも憤いきどおりを覚えざるをえない。

　そんなルキアの想おもいを気にすることなく、シェーラは我が物顔で部屋を見回す。

「知ってるわよん。マリアちゃんのことをよく知ろうとして、最近、エロゲを遊んでいるの」

　ルキアは眉をひそめる。

　遊んでいるところを覗のぞき見されていたのか、それとも、不在時に勝手にＰＣを使われたのか……。どちらにしても、苛いら立だたしい。

「そんな理由ではありません」

　溜息交じりに言う。

「澪みお様には不ふ干かん渉しようということになったとはいえ、今後は人間界との関係に備える必要もあります。ゆえにサキュバスとしての見識を広げ、その文化を知るためにいわゆるエロゲ──美少女ゲームをプレイしているのです」

「うんうん。そうね。それもまたサキュバスね」

　思いきり流され、ルキアは眉み間けんの皺しわを深くする。

「そうだと思って、こんなこともあろうかと、私が通つう販はんしておいてあげたのが、それよん」

　シェーラが先さき程ほどの箱を指差す。

「人間界の通販大手の配達速度。魔ま界かいでも見習うべきかしら」

「受け取りはどのように……。つまり、勝手に人間界に」

「あ、これはそれとは別のお土産みやげよん」

　手て渡わたしたのはやけに分厚い本と、手て拭ぬぐい。

「人間界のエロい絵、春画の展示企き画かくの図録と、春画の手拭」

「ありがとうございます。しかし、勝手な人間界への移動は問題になるという自覚が──」

「急用を思い出したわん！　おやすみ。ルキアちゃん」

　言うが早いか身を翻ひるがえし、シェーラは作り出した魔法陣──次元トンネルに姿を消した。

　一瞬で消えてしまった魔法陣を睨にらみ、ルキアはもう一度深く溜息をつく。

　残されたのは春画展の分厚い図録と、独特の絵え柄がらでエロい絵が描えがかれた手拭と、エロゲの山だ。

　しばらく考え、ルキアは図録を大事に本棚に収めると、エロゲの箱に手を伸のばした。
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　翌日もルキアが自室に戻ったのはずいぶん遅い時間だった。

　激務の疲れなど感じさせない様子で、てきぱきと動く。

　ＰＣを起動し、お茶を淹れて、座ってマウスを握る。

　ディスプレイ上には昨日は存在しなかったアイコンが並んでいた。

　ルキアは昨夜、就しゆう寝しんの準備を整えながら、シェーラが置いていったゲームのインストールを効率よく済ませていた。

　そのアイコンのひとつをクリックし、ゲームを立ち上げる。

　いつもと変わらぬ冷ややかな目でディスプレイを眺ながめながら、ルキアはこれまで遊んできた人間界のエロゲへ想いを馳はせる。

　エロゲはサキュバスであるルキアにとっても非常に興味深いものだった。

　ものにもよるが、エロゲにはストーリーがある。主人公やヒロインを魅み力りよく的かつ濃のう厚こうに描き、その心情をプレイヤーに理解させることで、クライマックスともいえるエロいシーンに没ぼつ入にゆうさせることができる。

　サキュバスの文化にも、物語とエロを組み合わせたものは存在するが、これほどの精度のものは見当たらない。

　昨夜、熟読してしまった春画展の図録にも、物語性を持つ春画は多く掲けい載さいされていたので、長い時間の中で育はぐくまれてきた技術なのだろうと、ルキアは思う。

　ただし、エロ単体となると話が違ってくる。

　過激なエッチシーンに定評があるという評価を見て購こう入にゆうした『俺とリアル妹の青春番外地２』。しかし、過激と謳うたわれるそのエッチシーンが、ルキアには物足りなかった。

　淫いん魔まサキュバスは性的な快楽を力とする種族。ゆえに、人間界のエロはサキュバスがとうに通り過ぎた世界にほかならない。

「人間にしてはよくやっている……。褒ほめることはできますが。これが限界なのでしょう」

　冷めた声で言った。

　おそらくもうエロゲから学ぶことはない。昨夜のルキアはそう考えていたし、今も変わらない。

　──が、その目が見開かれた。

「これは……！」

　上がったのは驚きの声だ。

　ゲーム自体は珍めずらしいものではない。ストーリーを進行し、要所要所の選せん択たく肢しによってメインとなるヒロインやストーリーが分ぶん岐きするものだ。

　しかし、ディスプレイに映る少女──おそらくはメインヒロインらしきキャラはドラゴンだった。それも人の形をしたものや、人に化けたものですらない。

　爬は虫ちゆう類るいに似ているが明らかに別物とわかる姿。巨きよ大だいな翼つばさを雄お々おしく広げ、牙きばを剝むく。全身を覆おおうのは刃やいばにも似た鱗うろこ。深き知性とともに狂きよう気きすら内包する瞳ひとみが光り、吐と息いきのたびに炎ほのおが散る。

　そのメインヒロインは誇こ張ちよう抜ぬきにドラゴンそのものだ。尻尾しつぽの長さを含ふくめれば、体たい軀くは十メートルを超こえる。

『ドラちゃん、待ってー』

　愛らしい声がする。

　声の持ち主、続けて現れたヒロインはスライムだった。

　やはりカケラも人型ではなく、どろどろに溶とけた濃のう緑りよく色しよくの粘ねん液えきがおぞましく蠢うごめいている。愛らしい声は彼女が備える七つの異能のひとつ、粘液の身体からだを用いた擬ぎ態たいによるもの──という設定らしい。

　さらには竜りゆうを上回る巨軀を持つ単眼の巨人、サイクロプスは露ろ出しゆつの大きいお色気枠わくかつ、元気っ娘こ。

　顔だけ幼女でいわゆるロリババア枠のマンティコア。

　巨大ミミズにしか見えない身体から毒を放ち、電でん撃げきを放つ不思議ちゃんなモンゴリアンデスワームと続く。

「どのヒロインも人型ですらない……。多くの種族が混在する魔界でもこの種の恋れん愛あいは稀まれだというのに……。そもそも、モンゴリアンデスワームとは？」

　ルキアは一応、エロゲ『ガチ☆モン・ハーモニー』のパッケージを確かめてみる。

　人間界、それも日本の制作会社で作られたものに間ま違ちがいはなかった。そもそも、魔界ではエロゲは生産されていない。

　表情こそ変えないまでも、ディスプレイから目を離はなすことなくクリックを続ける。

　普ふ通つうの高校生である主人公と、人間界を訪おとずれたモンスターとの恋愛。彼女らが抱える問題が描かれ、それを機に主人公と心を通わせていく。種族を超えた調和ハーモニー。

　そして、エッチシーンがやって来る。

「やはり……そのままですね」

　それはサキュバスとして知識があったとしても、実際に目にすることはない光景だった。

　ルキアはいつの間にか渇かわいてしまっていた喉のどに、冷めたお茶を流し込む。

　主人公と全長十メートルのドラゴンが繰くり広げる愛あるエッチシーンを見終えたあと、彼女はいったんゲームを終しゆう了りようし、ＰＣの脇わきに目をやった。

　そこにはシェーラがくれたエロゲの箱が積み重なっている。

　昨夜は作業としてインストールしていたため、ルキアはまだその内容を確かく認にんしていない。

　改めてパッケージを確認し、ルキアは今度こそ瞠どう目もくした。

「攻こう略りやく対象が全員男の娘こ……。これはわかります。しかし……攻略対象全員ロボット!?　下は全長三メートル、上は十五キロメートル。何故なぜ、大きさにこだわろうとするのですか！」

　思わず声を上げていた。

　そもそも、魔界の住人であるルキアはロボットというものに馴な染じみがない。しかし、それでも、魔界でいえばこれが全長十五キロメートルの英えい霊れいと恋愛！　というジャンルであることはわかる。

　ルキアはディスプレイに映った自分の顔に気づいた。そこには明らかな驚きよう愕がくの表情が刻み込まれている。

　彼女は深く息を吐はいた。

　それを終えた時、ルキアの顔から動どう揺ようは完全に消え失うせている。

　ディスプレイを見み据すえた瞳には、そこにある全すべてを読み取ろうという意思が宿っていた。

「これが人間界のエロゲ……」

　白い指がマウスをクリックし、再び『ガチ☆モン・ハーモニー』を起動する。

「おもしろい。見せていただきましょう。淫魔たる私の、いえ……サキュバスという種の新たな未来のために」

　ルキアは笑っていた。唇くちびるの端はしを上げた笑えみは、隔へだてられた世界の理ことわりさえ超えて挑いどむ戦士淫魔のそれだった。
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「母上」

　ウィルダート城の一角、ルキアはシェーラを呼び止めた。

「あら」

　振ふり向いたシェーラの前に、大きな鞄かばんが差し出される。

　そこには数日前、シェーラが渡したエロゲの数々が綺き麗れいに詰つめ込まれていた。

　受け取り、シェーラは眉まゆを下げた。

　あれからまだ一週間も経たっていない。にもかかわらず、ゲームを返される理由はひとつしかなかった。

「合わなかった？　残念ね」

「いえ。全ゲーム、全ルート、コンプリートしました。ＣＧも埋うめています」

「え？」と、シェーラは目を丸くする。

「まだ一週間も経ってないのよ。それに、あなた……エロゲ渡しておいてなんだけど、今、けっこうお仕事大変でしょ？」

「睡すい眠みん時間を削けずりましたので」

「平然と言うけど、身体大だい丈じよう夫ぶなの？」

「当然のことです。徹てつ夜やする以上、きちんとした体調管理が必要です」

「寝ねてないの？」

「問題はありません」

　ルキアは自分の鞄から一本の薬くすり瓶びんを取り出した。

「魔法薬を用いることで、政務に支障が出ないように調整しています」

「徹夜の時点で体調管理も、調整もないんじゃない？」

「この魔法薬は身体機能を活性化するものです。これに加えて、私は徹夜の疲ひ労ろうによるダメージを回復させる治ち癒ゆ薬も用いています」

「……大丈夫なら。それはそれでいいのだけど」

「一週間以内であれば問題ないことは証明されています」

「一週間以上続けないでね」

　シェーラにしては珍しく真顔になっていた。

「はい。全て攻略完了しましたので」

　少しだけ沈ちん黙もくし、それから再び口を開いた。

「ありがとうございました」

　深々と頭こうべを垂れる。

「そんなに改まられると、照れちゃうわね」

「いえ。今回いただいたエロゲには感かん銘めいを受けました」

　シェーラの手にあるゲームを見て、彼女は続ける。

「私は……これまで人間という種をどこかで侮あなどっていたのかもしれません」

　何かを思い描えがくように、彼女は虚こ空くうを見る。

「戦神ジン・トージョー。魔界の情勢に影えい響きようを与あたえるまでの力を見せた東とう城じよう刃バ更サラ。それらを生んだ勇者の一族。その事例を頭では理解しながらも、本質は理解していませんでした」

　ルキアは真しん摯しな想おもいを口にする。

「母上にいただいたエロゲ。それは私が知る限りのサキュバスの視点から考えても、深く広い価値観を感じさせるものでした。そして、いただいた春画展の図録によって、それらを育んできた歴史を俯ふ瞰かんすることもできました」

　彼女の表情は穏おだやかだった。

「これが……人の強さ、彼らの強さの一いつ端たんなのかもしれません」

「そうねぇ。ちょっと違うかもしれないし、ずれてるかもしれないけど……。それもまたサキュバスね」

　やけに力強く、満足げかつ無責任にシェーラは頷うなずく。

「私もより励はげみます」

　ルキアは言う。

「サキュバスとして、より深く、より淫みだらに。淫魔であることにあぐらをかくことなく、人という種の作ったエロゲに負けぬように」

　ルキアの表情はどこか晴れ晴れとしていた。

「それに……」

　呟つぶやき、彼女は目を伏ふせる。

「このようなゲームにいち早く目をつけたマリアは、私が思っているよりも大きくなっているのですね」

　次元境界を隔てた世界にいる実の妹を思う。

「あの子は……マリアは私よりもずっと広い世界を見ています。だからきっと──」

　ルキアの瞳は妹を想う優やさしさに満ちていた。

　そんな姉の姿を、母は笑顔で見守る。
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「さてさてー。今日も澪さまや刃更さんのめくるめく快楽のために、不ふ肖しよう、成なる瀬せ万理亜。エロゲの研究をがんばりますよー」

　と、万理亜は気合を入れてＰＣを立ち上げた。

　いつもの如ごとく彼女が始めたのは、新たなエロゲを開かい拓たくするための情報収集だ。

　鼻歌交じりにネット上のいつものコースを巡じゆん回かいしていく。信しん頼らいのおけるエロゲレビューのサイト、公式をフォローしたＳＮＳ、メーカーサイトを巡めぐり、ゲームの感想や情報を集める。さらには新規開拓として、気になるイラストレーターやシナリオライターが参加しているゲームもチェック。

　巡回と並行してダウンロードしていた体験版をプレイする。

　いつもの流れだが、その中で新たな情報源に出会うこともあった。

「うん。このページ。最近できたばかりなのに、いいですね。ブックマークしておいて、定期巡回決定です」

　操作しつつ、改めてそのページの文章を読み直す。

　万理亜が見ているのは、エロゲレビューのページだった。

　最初の印象は非常に客観的で冷静な論評をするレビュアーというものだった。システム面もシナリオ面も、よい部分、悪い部分を機械的ともいえるほど的確に指し摘てきしている。

　しかし、読み進めると、その方向とは異なる批評も散見する。

　シナリオ、ＣＧ、キャラクター個別への感想は、非常に情熱的なのだ。読んでいる万理亜に、書き手の感情が直じかに伝わってくるように錯さつ覚かくするほどだった。

「でもここ……。遊んでいるゲームが明らかに偏かたよっているんですよね。『ＳスーパーＲロボツトＨ・ハーレＷム大戦』とか、私だっていくらなんでもニッチ過ぎると思ったものですよ。ほんと一部では評判イイですけど。他ほかも『ガチ☆モン』とか、これ書いてる人、とんだ変態ですよね。もちろん、サキュバス的には褒ほめ言葉なんですが──」

　ふと、万理亜の言葉が止まる。マウスを操作する手も固まっていた。

　これまであまり気にしていなかったホームページの管理者の名前が目に留まっている。

　そのＨＮは『魔ま界かいメイド♥ルーたん』。

　一いつ瞬しゆん、万理亜の脳のう裏りを『魔界メイド♥ルーたん』と書き込み、エンターキーを押す姉の姿がよぎった。しかも、ルキアはいつもの真顔だ。

「まさかまさかそんな。ありえませんよね」

　アハハと笑い、エロゲを（真顔で）一心不乱に遊ぶルキアの姿を振り払はらう。

「ともかく……。今後の参考にさせていただきます。澪さまのめくるめく快楽のため、明日あしたのサキュバスのために！　──うわ！　こんなニッチなゲームも遊んでるんですか!?　どうかしてますよ、ちょっと！」

　万理亜は再び感想を読み進めていく。




　彼女たち自身、知る余地もなかった。

　だが、姉し妹まい、親子の絆きずなは次元境界をも容易たやすく超こえ、新たな可能性を生み出していく。

　サキュバス的に。
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　二月も終わりに近づいたある休日。

　電車を降りた刃バ更サラはその光景をまぶしそうに見上げる。

　眼前に並ぶのは都内のビル群と、それらを大きく上回る大型ホテルの威い容ようだ。

　その中に、ホテルと並ぶような形で観覧車が回っている。

　ドーム球場を中心として、ホテルや遊園地が併へい設せつされた一大アトラクションエリア。刃更は東とう城じよう家の面々と共に、そこにやってきていた。

「うわぁ！　私、初体験です。刃更さん、私、初めてなんです」

「はしゃぐのはいいが、語ご弊へいのない言い方をしろ」

　言われて、万ま理り亜あはテヘヘと舌を出す。

「でも、初めてなのは本当ですよ。テレビで見ることはありますけど」

「私もです」

　ゼストが続く。観覧車を見上げる彼女の顔は綻ほころんでいる。

「魔界だと、娯ご楽らくは別の形だろうしな」

　これだけ大きなものを実際に見るのは確かに新しん鮮せんだろうと刃更は思う。

「あたしも遊園地とか久しぶり」

　澪みおは弾はずむような足取りで刃更の横に並んだ。

「約束守ってくれて、ありがとう。刃更」

「俺も楽しみだった」

　二月の初め、刃更は澪たちと、みんなでどこかに出かけるという約束をした。希望を募つのり、予定を合わせるのに時間がかかったため、この時期になってしまったが、今日は純じゆん粋すいに、東城家みんなで遊ぶための外出だった。

「私も久々。本当に」

　澪と逆の側に歩み出て、柚ゆ希きが言った。

「小さい頃ころ以来」

「確かに……《里》の近くにはこういう場所がないからなぁ」

　いざという時に戦場となる可能性がある《里》自体に大きな娯楽施し設せつがあるわけもなく、都心から離はなれているため、それらの場所に遊びに出るだけでも一苦労だ。《里》の外へ出る場合には許可をとる手間もかかる。

　だからこそ、刃更にとって、子供の頃、遊園地に連れて行ってもらった記き憶おくは大切なものだった。幼い頃から勇者として育てられ、日々、厳しい修練を課されてきているだけにその思い入れの深さはなおさらだ。

「あの時、迅じんさんが連れて行ってくれた」

　柚希が言う。

「そうだったなぁ。高たか志しも一いつ緒しよだったんだ」

　まだ幼かった頃の刃更と柚希、高志は行動を共にすることが多かった。あの日もそうだ。

「……あたし、憶おぼえてないんだけど」

　唇くちびるを尖とがらせて、胡桃くるみが言う。

「本当に小さかったからなぁ」

「でも、憶えているはず。妖よう怪かいオッスの起き上がりこぼし」

「……？　あ、あぁぁぁぁ！　妖怪オッスの、アレ！　そっか。あの時買ってもらったんだ」

　胡桃はポンと手を打つ。

「まだ家にあるよね。懐なつかしい」

　胡桃は目を閉じ、想おもいを馳はせる。

「楽しかったよな。本当に」

　刃更もしみじみと呟く。あの悲劇が起きることなど知らず。友情は永遠に続くものだと、信じていた子供の頃。

「……ともかく。そろそろ行こうか」

　いつまでも想い出に浸ひたってしまいそうだったので、刃更は言った。

　柚希や胡桃、万理亜やゼストが頷き、観覧車を目指して歩き出す。

　続こうとして、刃更はふと気づいた。

「澪？」

　振ふり返れば彼女だけが立ち止まっていた。

「え、うん。ゴメン。すぐ行くから」

　そう言った澪の顔に一瞬の陰かげりを垣かい間ま見みる。

　刃更は彼女の想いに気づいた。

　柚希や胡桃は刃更と同じ幼少期を過ごしている。共有する想い出がある。

　だが、澪にはその相手がいない。彼女が幼い時期を一緒に過ごし、おそらく遊園地などに連れて行ってくれた両親は、ゾルギアに殺害されている。

「澪」

　刃更は澪の手を取った。

　彼女は一いつ瞬しゆん驚おどろきを見せる。

「今日は一緒に楽しもうな」

　その言葉に澪は瞬まばたきし、それから顔を輝かがやかせた。

「うん！」と応こたえた声は弾んでいる。

　手を繫つなぎ、小走りに、刃更たちは柚希たちを追う。

　彼女たちは既すでに遊園地のゲート前にいた。

「それで、何に乗りたい？」

「それはもちろん」

　澪は冬の青空を見上げる。

　視線の先にあるものは、都会の空に走るレールの軌き跡せき。

　ジェットコースターだ。

「定番中の定番よね」

「ああいうの大だい丈じよう夫ぶなほうなのか？」

「もちろん。あたしだって、これまで修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ぬけてきてるのよ。あの程度じゃ物足りないかもしれないわね」

　フフンと鼻を鳴らす。

「戦せん闘とうと比べるのはなんだけど。確かにそうかもな」

　澪の言葉に刃更も納なつ得とくする。







　そして、十数分後。

　冬の空に澪の絶ぜつ叫きようが木霊こだました。
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「大丈夫か？」と、刃更は澪にホットアップルティーを手て渡わたす。湯気と共に香かおる甘あま酸ずっぱい匂におい。

「も、もちろ……うっ」

　口元を押さえ、しばらくして落ち着いてからようやく一口含ふくんだ。

　澪は園内のベンチに座り込み、うなだれている。顔色は傍はたから見てもよくない。

　万理亜や柚希たちはそれを心配そうに見ていた。

「……まさかこんなに三半規管が弱いなんて」

　辛かろうじて呟つぶやく。

「魔ま法ほうで空を飛ぶこともあるのに」

「車に酔よわない人でも、船に乗ると酔うとか、個人差はあるしなぁ」

　同じくジェットコースターに乗った他ほかの面子メンツを見てみれば、澪以外はピンピンしていた。

「慣れも大きい」

　柚希が言う。

「確かに技わざメインの全応型お剣士姉だと、自分の変化に対応しないといけないもんね。あたしの場合は、普ふ通つうに飛行の経験が多いだけだと思うけど」

「私もです」と、ゼストが頷うなずいた。

　確かに二人は三次元的な動きに慣れているため、今さらジェットコースターで酔うこともないと、刃更は考える。

「俺も速度重視だから、慣れなんだろうな。万理亜は？」

　一同の視線が万理亜に集中する。

　とうの本人が首を傾かしげた。

「やはり普段から淫みだらなことが──」

「パワー重視で頑がん丈じようだからか？」

「それ女の子に言う言葉じゃないですよ!?」

「まあ、ともかく。気に病やむことじゃない」

「うん」

　澪は弱々しく微笑ほほえむ。

「気分もよくなってきたし、もう少し休んだら動けると思うから。みんなは他を回ってて」

「でも……」

　柚希が戸と惑まどい、他の皆みなと顔を見合わせる。

　刃更は頰ほおを搔かく。

「──俺も実は少し酔ったな」

　不意に言うと、刃更は澪の隣となりに腰こしを下ろした。

「刃更？」

「神イン速フイ剣ニツ術ト・使いスレイヤーがジェットコースター酔いとか、かっこ悪いと思ってな。今まで強がっていた」

　冗じよう談だんめかして言う。

「だから、みんなは気にせず、遊んできてくれ。俺と澪もあとで合流するから」

「まったく刃更さんは……」

　万理亜が苦く笑しようし、柚希たちも頷いた。

「わかりました。それじゃ、私たちは存分にこのいやらしい遊園地を楽しむとしましょう」「どこにいやらしさがあるかわからないよ」

　胡桃が眉まゆをひそめつつ、刃更と視線を交かわす。

　ゼストが一礼し、万理亜は駆かけだした。

　柚希が「あとで」と、澪に言う。

「うん。あとでね」

　無理に笑みを作った澪を残し、彼女たちは別のアトラクションのほうへ去っていく。

　刃更も澪も、彼女たちが澪に気を遣つかわせないようにと、あえて行ってくれたことは理解していた。

　寒空の下、刃更と澪は無言のままベンチに取り残される。
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「せっかくだから、切り替かえますよ！」

　しばらく行ったところで、万理亜が言った。

　置いてきた二人を気にする様子だったゼストが少しだけ驚いた様子を見せる。

「うん。万理亜にしてはいいこと言うね。楽しまないと」

　胡桃がいつもより元気よく声を出す。

　ゼストは柚希と顔を見合わせ、「そうですね」と頷いた。

「楽しんでいないと、かえって気にする」

　柚希の言葉に皆同意する。

「じゃあ、どこに行きます？」

　万理亜が尋たずねた。

「そういえば……考えてなかったなぁ」

　口元に指を当てて、胡桃は首をひねる。

「私は初めてですので。皆さんが行く場所に」

「なら、お化け屋や敷しき」

　柚希が放った言葉に、万理亜と胡桃が硬こう直ちよくした。

　二人は互たがいの様子に気づき、視線を交わし、そして、顔を背そむける。

「た、確かにお姉は昔からそういうの好きだよね。でも、あたしはもうそういうのは卒業かなーって……」

　あさっての方向を見たままで胡桃が言った。

「おやー。どうしたんですか、胡桃さん？　もしかして、怖こわいんですかー？」

　せせら笑う万理亜だが、その膝ひざがガクガクと震ふるえている。

「そんなわけないじゃない。万理亜こそ、顔色悪いんじゃない？」

「そうですか？　私はまったくもってそんなことないんですけど、胡桃さんがそう言うなら、驚いたりして身体からだに負担がかかるお化け屋敷はやめておいたほうがいいかもしれませんね」

「そうだよね。やめておいたほうがいいよね。万理亜が怖いんだったら」

「怖くなんてないですよ！　エロいだけです！　でも、胡桃さんが許しを請こうて、『お化け屋敷に行きたくないから、今度めちゃくちゃにしてください』って言うなら、やめるのもやぶさかじゃないですよ」

「ドサクサにまぎれて何言ってるんだよ！」

　言い争う二人を、柚希は無言で眺ながめている。

「私は行ってみたいです」

　そんな中、ゼストが言った。

　万理亜と胡桃が愕がく然ぜんとした顔でそちらを見る。

「人間界のお化けというものに興味がありますが……あまり乗り気ではないですか？　それなら……」

「いえいえ。乗り気じゃないのは、胡桃さんだけです」「万理亜だけだよ。嫌いやがってるのは」

　万理亜と胡桃の声が重なる。

　二人は再び睨にらみ合う。

「私は行きますよ」「あたしは行くから」

　またも声が揃そろった。

「そもそも、お化け屋敷如ごとき。刃更さんがいなくても、私たちは四人もいるんだから、余よ裕ゆうですよ」

　万理亜は強気の表情を浮うかべるが、顔は青く、膝はまだ震えている。

「ルールを聞いてきた」

　そこにいつの間にか離はなれていた柚希が戻もどってきた。

「ルールですか？」

「いわゆるウォーク歩いて通りスルー抜けるのお化け屋敷。だから、二人ずつ入る」

　万理亜が押し黙だまり、胡桃が表情を引きつらせる。

「二人でも余裕ですけどね！　その顔はなんですか、胡桃さんー！」「余裕の表情に決まってるだろ！　万理亜ー！」

「じゃあ、行く。私はゼストと」

「柚希さんーっ！」「お姉ーっ!?」

　悲痛な声が上がったが、柚希は首を傾げただけだった。
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　お化け屋敷の名は『メゾン・ド・インフェルノ』。

「万理亜。知ってる？　このマンション。昔、この土地で不幸なことがあったから、色々な部屋に出るようになったマンションなんだってさ」

「そうですか！　それはよかったですね！　何も聞いてないのに、設定を喋しやべってくれるなんて丁てい寧ねいですね！　そんなことより、エッチな話をしましょう」

「しないよ！」

　胡桃と万理亜の二人組はマンション風の暗い廊ろう下かを歩いていく。かすかな照明が瞬またたくたび、どこからか猫ねこの鳴き声のような音が聞こえるたび、二人はビクリと身を震わせる。

　明らかに怯おびえた顔を互いに見せないようにと、顔を背けながらも、二人の距きよ離りは近い。

「ど、どうしたんですか、胡桃さん。暑いんでくっつくのとかやめてほしいんですけど」

「あ、あたしはただ今日ぐらいはちょっとだけサービスしてあげようかなーとか、思ってるだけよ。そもそも、くっついてきてるのはそっちじゃない」

　怯えた顔のままながら、胡桃は必死にハハーンと笑ってみせる。

「やっぱり怖いんでしょ？　魔族でサキュバスなのに」

　万理亜の眉がピクリと動く。彼女もまた怯えた顔のままで、引きつった唇くちびるの端はしを懸けん命めいに上げて、薄うすい胸を反らしてみせる。

「怖いなんてあるわけないじゃないですかー！　淫いん魔まといえば夜の悪魔ですよ。つまりは今、夜の団地妻的な感じですよ。マンションだけに」

「ちょっと違ちがうんじゃない？」

「そんなことはどうでもいいんですよ！　とにかく、本当は怖いと思ってるのは胡桃さんのほうですよね！　だから攻こう撃げき的なんですよ。誤魔化すために」

「な……!?　言いがかりだ」

「勇者なのに、怖いんですかー？　あはは。はしたない勇者もいたもので……」

　──ひたり。

　背後から足音らしきものが聞こえた。

　万理亜は言葉を止め、胡桃も彼女と共に足を止めてしまう。

　──ひたり。と、再び音がする。

　音はやまない。ひたりひたりと、ゆっくりと、しかし、着実に近づいて来る。

　万理亜も胡桃も怯えきった顔をもう隠かくすことはできなかった。

　いつの間にか抱だき合っていた二人は薄うす闇やみの中でガタガタと震えている。

「く、く、く、胡桃さんを護まもってあげようという心の表れですよ。これは」

「そ、そ、それはこっちの台詞せりふなんだけど」

　いつの間にか渇かわききってしまっている喉のどで、ありもしない唾つばを飲み込む。

　恐きよう怖ふに染まった目で意思疎そ通つうを交わし、万理亜と胡桃は迫せまる何かを確かめようと、後ろを振ふり向こうとした。

　その瞬しゆん間かん、近づく足音が不意に速くなった。『ひたり』ではなく、『ひたひた』と来る。

「「きゃぁぁぁぁぁぁぁっ!!」」

　絶ぜつ叫きようし、涙なみだ目めとなった二人は走り出した。手と手を強く握にぎり合ったまま、全速力で廊下を駆け抜ぬける。







　万理亜と胡桃がいた場所の後方。少し離れた場所で、柚希とゼストは足を止めた。

　二人は走り去っていった万理亜と胡桃の背中が遠ざかるのを呆ぼう然ぜんと眺める。

　せっかくの機会なので、精せい巧こうに作られたマンションの光景や、照明を用いた不気味な演出をゆっくりと堪たん能のうしながら歩いてきたところで、柚希たちは少し先を行く万理亜たちを見つけた。

　だから、声をかけ、合流しようと考えたのだが──。

「仲良し」

「よいことですね」

　密着し、手まで繫つないでいた二人の姿を思い出し、柚希とゼストは目を細めた。







　薄闇の中で荒あらい息が漏もれる。

　走りに走った万理亜と胡桃はようやく立ち止まり、呼吸を整えようとしていた。もはや軽口を叩たたく余裕もない。

　万理亜の表情が再び強こわ張ばった。少し遅おくれて同じ方向に目をやった胡桃の顔も青白い。

　長い廊下を抜けた先、二人の目の前には和室があった。

　畳たたみ敷じきの小さな部屋にはちゃぶ台や、テレビ、簞たん笥すと、どこか古めかしい家具がある。

　薄暗い照明がより深い陰かげを作り出していた。

　万理亜と胡桃は互いに何も言わずとも確信してしまった。

　この部屋には何かある。何か出てくる。

「……で、でも……。絶対何か来るってわかってたら拍ひよう子し抜けだよね」

「そうですよ。恐怖というのは、予期していないところに変なものが来るから感じるんであって、わかっていたら怖いものなんてありませんよ。ちょっと作りが稚ち拙せつなんじゃないですか？」

　部屋の中の無数の陰、足元に気をつけながら和室へと踏ふみ込む。

「さあ、どこからでも……」

　ガタン！　と真上から音がした。

　見上げればそこで大きく揺ゆれる人ひと影かげ。

「「きゃぁぁぁぁぁぁぁっ!!」」

　喉が張り裂さけんばかりの絶叫が木霊こだまする。







　少しあと、柚希とゼストはまだゆっくりと廊下を歩いていた。

　二人の表情はいつもと変わりなく、やけに落ち着いている。

「万理亜さんたちは怖がっていますね」

「楽しそう」

　二人の悲鳴は、彼女たちのもとにも届いていた。

「楽しい怖さならいい」

「なるほど。恐怖することを楽しむことができる施し設せつ。……素す晴ばらしい発想です」

　周囲を見回し、ゼストは頷うなずく。

　そんなゼストの姿を見て、柚希は何か考える様子で口を開いた。

「ゼストはどういう時、怖い？」

「恐怖を感じる時……ですか」

　ゼストは目を伏ふせ、考える。

「勝てなければ何かを失う。その想おもいに至ってしまった時ですね」

「護ることができない時」

　ゼストの答えに、柚希は唇を引き締しめた。

「わかる。強い敵と戦う時。恐怖よりも、負けることへの焦しよう燥そうが強い」

「ええ。ですから、私は──」

　二人はいつの間にか先さき程ほど万理亜たちが通過した和室に足を踏み入れていた。

　ガタン！　と、音が鳴り、頭上で何かが揺れる。おそらくは首をつった死体を模した人形。

　柚希とゼストは立ち止まり、特に感かん慨がいもなくそれを見上げる。

「これはつまり。入場前に聞かされた『メゾン・ド・インフェルノ』の設定から考えると、この人形が私たちを襲おそう悪あく霊りようだということになるのでしょうか」

「多分、そう」

　他ほかにも何か出てこないかと、柚希とゼストは周囲を見回すものの、特に変化はない。

「これが落ちる前、音が聞こえた。普ふ通つうの人には聞こえない程度のかすかな音」

「私もです。それが聞こえていなければ、突とつ然ぜんのできごとに私たちも驚おどろくことができたのではないでしょうか？」

「別の音を流して、この音を誤魔化す手もあった」

「あとでご意見メールを送りましょうか」

「お互たがいのためになる」

　思わず話し込む二人の上で、悪霊はスルスルと天てん井じよう裏へ戻っていった。







「早く出たいです。こんなところもうこりごりですよ！」

「とにかく、出口に……！　うぅ、お姉。刃更兄ちゃん……」

　もはやお互い涙目であることを隠すこともできず、万理亜と胡桃はリビングらしい部屋に踏み込む。先程の和室とは違う、真新しい雰ふん囲い気きの、フローリングの部屋だ。

　ちゃぶ台よりもずっと大きなテーブルやソファが並ぶ。本来なら家族が団だん欒らんするような場所だろう。

「ううぅ……。もう驚きませんよ。怖こわいのはもう嫌いやなんです。胡桃さん、天井は？」

　涙で滲にじんだ目のまま、万理亜は必死に床ゆかやテーブル、家具の陰を調べていく。

「開くところはないよ。魔法で調べてやった！　これが勇者の力だ！」

　やはり半泣きの胡桃の手には霊れい操そう術じゆつの媒ばい体たいである籠こ手てが煌きらめく。空気の流れを調べるという形でだが、本気で魔法を行使していた。

「じゃあ、大だい丈じよう夫ぶですね。ふふ……。ここはもう通過するだけですよ。子供だましですよ。そして、私はあの暖かな太陽の下に帰るんです」

「そうだよ。すぐに……出口はすぐ……」

　バン!!　と、和室の時よりもずっと派手な音がした。何かが勢いよく叩きつけられた音だ。

　万理亜と胡桃はその音のほうに目をやる。

　床でも家具の下でも天井でもない、リビングの窓の外。

　そこに黒い何かが張りついていた。

「「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」」







「この国の文化なのでしょうか？」

　和室をあとにして、しばらくして、ゼストが言った。

「このお化け屋や敷しきという施設から受けた印象ですが。人は誰だれかに恨うらまれることによって恐怖を覚える。このマンションで惨さん劇げきが起きた。侵しん入にゆうした生者が死者に恨まれる。他人だとしても関係ない。それがこのお化け屋敷の設定です」

「確かに」

「私も多くの恨みを買っています」

　ゼストは淡たん々たんと言う。

　だが、変わらない表情のその奥底には深く暗い感情が横たわっていると、柚希は思った。

「その恨みが、私以外に降りかかれば……」

「怖がらなくていい」

　柚希がきっぱり言うと、ゼストはかすかに表情を動かす。

「それが何であっても。私は……刃更も、みんなも、家族を護る」

「柚希さん……」

　ゼストが微笑ほほえむ。

　柚希は力強く、彼女に頷きを返した。

「──っ」

　ゼストの顔から笑みが消え、柚希もまた構える。

　二人はリビングらしい部屋に足を踏み入れていた。

　激戦を潜くぐり抜けたことで研とぎ澄すまされた二人の感覚は、そこに漂ただようただならぬ気配に気づいている。

　お化け屋敷の作り物では絶対に作り出せない存在。何かがいる。

　ゼストの周囲に魔ま力りよくのオーラが揺れ、柚希の手にはいつの間にか霊刀『咲さく耶や』があった。

　一いつ切さいの油断なく部屋をねめつける二人の双そう眸ぼう。

　それが捉とらえたものは、

「うぅぅぅ。ゼストさんー」「お姉ー」

　テーブルの下、涙目で震ふるえ上がる万理亜と胡桃の姿だった。

　バン！　と、窓のほうで音がしたが、柚希もゼストも見向きすらしない。

「護まもる」「そうですね」

　柚希とゼストは顔を見合わせた。
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　その日の日差しは二月にしては暖かく、風もほとんどなかった。

　刃更と澪はベンチに並んで腰こしかけている。

　飲み干したホットアップルティーのペットボトルを手にした澪の横、刃更はホットコーヒーをすすっていた。

「ゴメンね……」

　澪はうつむいて言った。

「せっかく刃更が約束を守って、こうして一いつ緒しよに出かけてくれたのに。下調べとかもしてくれてたの知ってるのに」

　唇くちびるから深く溜ため息いきが漏れる。

「酔よったのはしかたない。予想外のことだろ？」

「それだけじゃないの」

　澪は赤い髪かみを揺らし、かぶりを振ふる。

「刃更が楽しませようとしてくれてるのに。あたし……柚希に嫉しつ妬として。その上、自分で乗りたいって言ったのに、ジェットコースターで迷めい惑わくをかけて。刃更も遊びに行きたいはずなのに、こうして気を遣つかわせちゃって……あっ」

　不意に熱っぽい声が交じる。

　澪はマフラーと上着の隙すき間まから自分の首筋に触ふれ、目を瞬しばたたかせた。

　白い首に痣あざのように浮うかび上がるのは主従契けい約やくの呪のろいの証あかしに間ま違ちがいない。

　刃更もまたそれに気づく。

「あたし、また……あんっ」

　甘く切ない声が上がる。

「そうか。さっきので……。とにかく、それ以上考えるな。別に悪いことをしたわけじゃない」

「う、うん……」

　しかし、発はつ症しようした呪いは治まらない。

「まずいな。楽にしてやろうにも……」

　当然だが周囲には多くの客が行き交かっている。

　いつもの如ごとく結界を構築するにも術式を使うことができる当の本人、澪が呪いに侵おかされてしまっている上、胡桃やゼストもいない。

　どうすれば……と考える刃更の耳に、求めていた声が届いたのはその時だった。

「ほんと無様だったわよね。万理亜」

「それは胡桃さんのことですよね。勇者が聞いて呆あきれます」

　フンと鼻を鳴らして、顔を背そむけ合う胡桃と万理亜。その目元はどういうわけか、泣きじゃくったかのように赤い。

　続いて柚希とゼストが戻もどってくる。

「助かった！　実は澪が」

　刃更は思わず四人のもとへ駆かけ寄る。

「呪い？」

　ベンチでうなだれた澪の様子を見て、柚希たちはすぐに状じよう況きようを察した。

「ゴメン……。あたし、こんな……」

　頰ほおを紅潮させ、瞳ひとみを熱く潤うるませた彼女は言葉を続けることができない。

「どうしよう……。結界を張ることはできるけど」

「そこで私にいい考えがあるんですよ」

　突とつ如じよ、前に出て薄うすい胸を叩たたいたのは万理亜だった。

　さっきまで泣いていたかのような目をしつつも、必要以上の自信にあふれている。

「いい考え？」

　その姿に胡桃が本当に嫌そうな顔をした。

「そうです。ここはお化け屋敷なんて余よ裕ゆうだった、このロリエロサキュバス、成なる瀬せ万理亜にお任せです！」

　胡桃はジト目で眺ながめる。ゼストと柚希は何も言わない。

　刃更はそんな万理亜の姿を見て、「そういえば、怖いのダメだったな……」と思ったが口には出さなかった。

「ちょっと!?　その哀あわれみの視線はやめてくださいよ！　私は本当にできるサキュバスなんですよ！　本当なんです！」

「澪が限界だから、早さつ急きゆうにいい考えとやらを見せてくれ」

　刃更は真顔で言わざるをえない。
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　はるか眼下に都内の街並みや遊園地の最も寄より駅が見える。

　刃更と澪はそれらを見下ろすことができる場所にいた。

　二人が乗っているのは駅から降りて最初に見えたあの観覧車だ。

　座席に身を沈しずめた澪の身体からだはぐったりと脱だつ力りよくしている。

　上着を脱ぬぎ、マフラーを外し、服を緩ゆるめているが、それでもなお、苦しげな息がこぼれ、紅潮した頰を汗あせが伝う。

　そんな澪を前に、刃更は周囲の様子を確かめる。

　観覧車の隣となりのゴンドラには他ほかの客が乗っている。

　今回、万理亜の指示のもと、胡桃が準備した結界は、周囲の空間を切り取る類たぐいのものではなかった。

　別空間を作るのではなく、一定の空間を認にん識しきできなくする類のものだ。

　刃更は前を行くゴンドラのカップルに手を振ってみる。だが、刃更に気づく様子はなく、反応はない。

　つまり、この術式のもとでは、刃更たちがいるゴンドラは外からは存在しないものとして認識される。

　他からは見えず、仮にゴンドラが下にたどりついても誰も乗ってこない。それを不自然に感じることもない。「つまりは公衆の面前で何をしても大丈夫なんですよ！」とは、万理亜の言葉だ。

　刃更は術式が成立していることに確証を持ち、今やるべきことに意識を戻した。

　澪を楽にすることが先決だ。時間が経たてば、皆みなに迷惑をかけているという罪悪感から、思考が堂どう々どう巡めぐりして、さらなる呪いの悪化もありえる。

「今なんとかするからな」

　言いつつ、呪いのせいで朦もう朧ろうとしている澪の服に手をかけた。既すでに緩めている彼女の服のボタンを外していく。

「あっ、あんっ。んぁっ」

　布地が擦こすれるだけで、身体が敏びん感かんになった澪は声を上げてしまう。

　そのまま服をはだけさせ、ブラジャーに包まれた胸を露ろ出しゆつさせた。まろび出た胸は、下着に包まれていながらも今にも飛び出そうとするほどに弾はずむ。

　ゴンドラの狭せまい空間に広がったのは、かすかな汗の香かおりが混じる、澪の甘い匂においだった。

　彼女の唇に、刃更は自分の唇を重ねた。

　澪は刃更の背中に腕うでを回し、すがりつく。

　澪の舌が刃更の唇を舐なめる。それでは我が慢まんできないというように、歯は茎ぐきにも触れる。

　蠢うごめく赤い舌はさらに奥へ向かい、刃更の舌に絡からみつき、唾だ液えきと唾液を混じり合わせて淫いん靡びな水音を立てた。

「んっ、んっ、んんっ♥」

　唇を貪むさぼり、刃更の背に服の上から爪つめを立てながら、澪は切なげに目を細める。目め尻じりから涙なみだがこぼれ落ちた。

　長い長いキスのあと、呼吸を求めて澪が口を離はなせば、唇と舌の間に唾液の糸が伸のびる。

「お兄ちゃん……」

　澪の腕から少し力が抜ぬける。

「ああ」

　頷うなずくと、刃更はしがみついていた彼女の身を離し、立ち上がらせる。

　そして、その身体をこれまで座っていたソファの側に向けた。つまりは、背中側にあったゴンドラの窓のほうに澪の身体が向くことになる。

　自然、澪はゴンドラの窓にその身体を押しつけられる形になった。

　辛かろうじてブラジャーに包まれた豊満な胸が、ガラスに押しつけられてふんわりと形を変える。

「あぁぁぁ、あぁっ♥」

　ガラスの冷たさから来る刺し激げきに澪が悶もだえれば、熱を帯びた吐と息いきはゴンドラのガラスを白く曇くもらせた。
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　刃更の手がガラスに密着した胸に伸びる。そのまま、彼女のブラジャーを押し下げた。

「ふあんっ♥」

　もはや守るものを失なくした大きな胸が露出し、ガラスに密着する。

「澪。あれを見ろ」

　刃更はガラスの向こうを指差す。

　澪は快楽に濁にごった目で指先を追った。

　一いつ瞬しゆん、彼女の目が正気を取り戻し、見開かれる。

「え……。人が。待って、刃更。人が見てる。結界は……」

「ああ。見ているな」

　澪は呪いの影えい響きようで、このゴンドラに乗るまでずっと朦朧としていた。だから、仕し掛かけられた認識の結界に気づいていない。

　彼女は他の客がいる中で、刃更が事に及およんでいると思っている。

「い、いや……！　こんなの、見えちゃう。あたしの……」

　ガラスに押しつけられた胸は、前のゴンドラの女性客にはっきりと見えているはずだった。

「見てもらえ」

　ゴンドラのカップルは笑っていた。後ろのゴンドラを指差して、楽しそうにしている。

　刃更たちのゴンドラが意識の外にある以上、カップルが指差しているのは外の光景なのだが、今の澪にはそれが自分が指差されているようにしか見えない。

　彼女をいち早く契約の呪じゆ縛ばくから解き放つため、刃更はそれすら利用する。

「やぁ……。お兄ちゃん」

　止めようとするが、澪の身体には力が入らない。

　そんな彼女の乳ち房ぶさの片方を揉もみしだき、逆の側はガラスへ押しつける。前のカップルへあえて見せつけるような動きだ。

「や、あぁっ、あぁぁぁ」

　指先で乳首を優やさしくつまめば、拒きよ絶ぜつの言葉とは裏腹に、その身は快楽に打ち震ふるえる。

「感じるんだろ？　見られているほうが」

「そんな、あっ♥　そんな、はず、んん、あぁぁ、あぁぁ」

　澪に覆おおいかぶさる形で、刃更は身を寄せた。

　そのまま、ガラスの向こうに見えるように唇くちびるを重ねる。助けを求めるように澪が舌を絡めてくれば、刃更はあえて唇を離す。

「や……。待って」

　求め突つき出した澪の舌と、刃更の舌は外で求め合い、煌きらめきが糸を引き流れる。

「あー、あっ、お兄ちゃん。ふあぁぁ♥」

　澪の目はガラスの向こうも見ている。そのはずがもう拒絶の言葉は出なかった。

　見られながら、刃更を求めることしかできない。

　胸を揉み、口づけを交かわしたままで、刃更は手を下ろしていく。

　スカートの中へ入り込んだ刃更の手はそのまま彼女の大切な場所に触ふれた。

「ふぁっ、あっ」

　澪がさらに激しく身悶える。

　彼女の奥はどうしようもなく熱く濡ぬれそぼっていた。

　下着の内に入り込んだ指がピチャピチャと音を鳴らすたびに、澪は激しく喘あえぐ。

　そして、刃更は乳首をより強くつまみ、同時に彼女の奥へ差し入れた指で最も敏感な箇か所しよを刺激する。

「あぁん、ああっ！　んあっ！　ダメ！　あぁぁぁ、こんなところで、ふぁぁぁんっ♥」

　一ひと際きわ甘い叫さけびを上げて、澪は身体を硬こう直ちよくさせた。

　むっと立ち込めてくる甘過ぎる香り。

　彼女のスカートの下、万理亜があらかじめ準備していたタオルの上に、あふれた液体が染しみ込んでいく。

　しばらくして、澪の身体から全すべての力が抜けた。

　シートに座り、身を支える刃更に澪が身を預けてくる。

　汗でぐっしょりと湿しめってしまった髪かみを、刃更は優しく撫なでた。

「……ゴメン、ね。刃更」

　力の抜けた声で、澪は言った。

　刃更はもう一度、彼女の頭を優しく撫でる。

　その顔に浮うかぶのは家族を想おもう兄の笑えみだった。

「俺は楽しんでるよ」

　ゴンドラのドアが開く。降車エリアの階段下に、二人の帰りを待つ柚希たちの姿がある。

「落ち着いたら、別の場所も回ろうな」

「うん。お兄ちゃん」

　刃更に抱だかれたまま、澪は涙をこぼす。それはもう悲しみや罪悪感から生まれた雫しずくではなかった。
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　窓の外、透すき通った冬の空に赤い夕日の色が映はえる。

　刃更はうたた寝ねしていたことに気づいた。

　ガタガタと聞こえる音と、感じる振しん動どうは電車のものだ。

　刃更たちは帰路についていた。

　澪が落ち着き、万理亜が準備していた下着を使い物にならなくなってしまった下着と交こう換かんしたあと、刃更たちは多くのアトラクションを巡った。恒こう例れいのヒーローショーは刃更たちの鑑かん賞しように堪たえうるドラマティックな展開で思わず唸うなってしまった。昼食もゼストが認めるほどおいしいものばかり。

　澪も柚希も、万理亜と胡桃、ゼストも、みんな楽しそうだった。

　彼女たちは今、刃更と同じシートに並んで眠ねむっている。

　胡桃と万理亜は互たがいにもたれかかり、柚希とゼストはやけに行ぎよう儀ぎよく目を閉じている。

　刃更の隣には澪がいた。無防備に身を預ける彼女のぬくもりを感じる。

　あの惨さん劇げきが起きるなどと考えもしなかった子供の頃ころ。

　刃更は柚希や胡桃、高志と共に心の底から楽しい一日を過ごした。

　今、多くの悲劇と死し闘とうを越こえて、刃更はまた柚希や胡桃、それに加えて澪や万理亜、ゼストと共に──家族と共に新たな想い出を胸に刻むことができた。

　刃更は幸せを嚙かみ締しめ、もう一度目を閉じた。
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　東とう城じよう家のリビングに掃そう除じ機きの音が響ひびく。それに交じり聞こえるのは、上じよう機き嫌げんな鼻歌だった。

　その日、掃除しているのはいつものゼストや万ま理り亜あではなく胡桃くるみだった。

「たまには手伝わないとね」

　少したどたどしくも、リビングの端はしから端まで軽快に掃除機をかけていく。

　万理亜とゼストは二人揃そろって食材の買い出しに出かけている。

　その間に……ということで、日課の修練、学習を終えた胡桃はこうして部屋の掃除をしていた。

　コツッという異音がした。

　すぐさま掃除機を止めると、屈かがみこむ。

「何か変なもの吸い込んだかな？」

　リビングのソファの下を覗のぞき込むと豆がいくつか落ちていた。ソラマメや枝豆の類たぐいではなく、硬かたい炒いり豆まめだ。

「あ……。あー」

　そこに炒り豆が落ちている理由を察し、それから少しばかり苦い顔をする。

「まだ残ってたんだ」

　呟つぶやいた胡桃の脳のう裏りをよぎるのは、鬼おにが人を駆く逐ちくした屈くつ辱じよくの日の記き憶おく。
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「節分という行事は行わないのですか？」

　ゼストが尋たずねた。

　二月三日──節分当日の朝、朝食を食べている時のことだった。

　テレビでは節分の特集が流れている。お寺での豆まきの光景、豪ごう華か絢けん爛らんなデパ地下の恵え方ほう巻き特集、節分の由来など、ニュース以外はおおむね節分の話ばかりだ。

「災わざわいを祓はらい、幸福を呼ぶ行事。なら、行ってみたいと思うのですが……」

「節分か」

　刃バ更サラは過去の自分に想いを馳はせる。

「あたしはやったことないわね。そういえば」

　澪みおは今気づいたという面おも持もちで言った。

「多分……お父さんもお母さんも魔ま界かいの出身だから、そういう感覚がなかったのね。今から思うと、人間界の行事には気を配って、色々してくれていたんだけど」

「確かに、子供が……いや、女の子が大喜びする類の行事じゃないしな。クリスマスとかならともかく」

「刃更は？」

　尋ねられ、刃更は柚ゆ希きや胡桃と顔を見合わせる。

「やってないな」

「うん。正確には、一いつ般ぱん的に『節分』と言われてる形ではやってないよね」

「どういうこと？」

　胡桃の言葉に澪は首を傾かしげる。

「節分のもとになったのは、平安時代頃から行われてきた鬼祓いの儀式──追つい儺なの儀式なんだ。鬼の姿をした者を追い払はらうような儀式で」

「確かに……節分のもとっぽいわね」

「うん。でも、勇者の《里》にはそういう儀礼的なもののもとになる、ちゃんとした魔ま除よけの儀式っていうのが残ってて」

「《里》で行っていたのはそっち」

「節分は《里》からすると、民間行事って印象だったからな。テレビなんかで見てはいたけど」

　勇者の《里》出身の三人は言う。

「じゃあ、節分ってご利り益やくなさそうね」

「ううん。ちゃんとした儀式がもとになっているから、まったく効果がないとは言い切れないかな。もちろん、《里》の本格的なものと比べるまでもないけど」

「そうですか……」と口にしたゼストの目はまだテレビの節分特集を見ていた。

　刃更はその様子を見て、少し考える。

「少しでも効果があるなら。せっかくだし、やってみようか」

「刃更様。ありがとうございます」

　ゼストが顔を輝かがやかせる。
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「ということで、準備完かん了りよう」

　柚希が言った。

　その日の夕刻の東城家。キッチンには柚希たちが腕うでを振ふるった節分の準備が整っている。

「本格的だな……」

　想像していた以上の光景に、刃更は息を吞のんだ。

　胡桃の手に柊ひいらぎの枝がある。そこには鰯いわしの頭が飾かざられていた。

　節分の日、玄げん関かんに飾る魔除けの類だ。

「もちろん、あたしの術式で強化しておいたから、効果もあるよ」

　よくよく見れば、柊鰯には魔ま法ほう陣じんが描えがかれた符が何枚も貼はられている。

「万理亜やゼストはともかく、低位の魔族の侵しん入にゆうを拒こばむことができる程度」

「本当に本格的だな！」

「魔除けというか、なんか生なま臭ぐさいんですよね」

　万理亜は鼻をつまんでいる。

「生ものだからしかたないでしょ。とにかく玄関に飾ってくるね」

　胡桃を見送り、刃更はテーブルの上に目をやる。

　テーブルの大皿には切り分けていない巻き寿ず司し──恵方巻きが並んでいた。

　海苔のりは先さき程ほど巻いたばかりだからか、まだ湿し気けっておらず、ツヤツヤとして美しい。サーモンやエビを具材とした海かい鮮せん巻き、レタスやツナが中心のサラダ巻きに、玉子焼きや干かん瓢ぴようを巻き込んだ古式ゆかしい太巻き、様々な種類の恵方巻きが用意されている。

　具は大ぶりなものをふんだんに活用しており、鮮あざやかなピンク色をしたサーモンや、太い玉子焼きがはみ出していた。

　さらには頭を取った鰯を焼いた香こうばしい匂においが漂ただよっている。

　刃更の腹が自然と鳴った。

「……まあ、腹は減ってるしな」

　苦笑いする刃更を見て、澪たちもお腹なかを押さえる。

「お腹すいたし、食べちゃおうよ」

　戻もどってきた胡桃の言葉に、刃更たちは食しよく卓たくについた。







「そもそも、恵方巻きの風習自体は大阪発はつ祥しようらしいけど」

　胡桃はダイニングの一角を指差す。

「その年に歳とし徳とく神じんがいるとされる方向──恵方、つまりは縁えん起ぎのいい方向だね。そっちを向いて、願い事をしながら恵方巻きを丸まる齧かじりするって形」

「今年は南南東。そして、食べ終わるまでは喋しやべらない」

　説明を聞くゼストはやけに真しん剣けんな面持ちだった。

「いただきます」と手を合わせ、それぞれ好みの恵方巻きを手にし、口に運んだ。

　いつもは賑にぎやかな東城家の食事の時間に、誰だれも何も話さないのはなかなか新鮮だと刃更は思う。

　恵方巻きがおいしいこともあり、胡桃や万理亜は一心不乱にほおばっている。

　澪や柚希が考え込んでいるのは願い事の内容を真剣に選んでいるのだろう。

　ゼストは全すべてが物もの珍めずらしいのか、興味深げにきょろきょろとしている。

　何も言わなくてもわかるものだと、刃更は嬉うれしく思った。

　それに、こうして同じ方向を向いて、同じように無言でいるのは妙みような連帯感のようなものもある。

　そこまで考えて、刃更は自分がまだ願い事をしていないことに気づいた。既すでに恵方巻きは半分以上平らげてしまっている。

　何を願おう……と、望みを自らに問う。

　刃更や澪にはまだ多くの困難がつきまとうはずだ。だが、それらは自らの手で切り開いていくしかない。曖あい昧まいな願いに頼たよるのは最後の最後。できる限り全ての手を、万ばん事じを尽つくし、それでもなおどうしようもない時でいい。

　ならば、自分の手ではどうしようもないことを願おうと刃更は考えた。

　敵との戦いに勝つことでも、家族の幸せでもない。訪おとずれる不ふ慮りよの事故や、病。絶対にないとは言い切れないが、どうしようもない不幸。それを防ぐことができればいい。

　みんなが……家族が。それに長谷はせ川がわが健康であるように。滝たき川がわや梶かじ浦うら先せん輩ぱい、七なな緒お、魔界の人々にも不幸が訪れないことを刃更は願った。

　魔界や十神がかかわっているはずなのに、あまりにも普ふ通つう過ぎる願い事だと、ふと我われに返り、そのことに思わず目を細めてしまう。

　澪と目が合った。まだ恵方巻きを半分も食べ終えていない澪だが、楽しげに微笑ほほえんだ。

　もしかすると、同じようなことを願ったのかもしれないと思った。

「食べ終わりましたよー！」

　声を上げたのは、万理亜だった。

　言葉どおり既に恵方巻きは完食しており、さらには鰯も綺き麗れいに食べ終えている。

　万理亜以外では一番早い刃更でも三分の二を食べ終えたあたりなので、あまりにも早い。普段の食事のスピードから考えても、明らかに急いで食べている。

　お茶をすすりながら、万理亜は不敵な表情を見せた。その手には愛用のビデオカメラが準備されている。

　万理亜はまだ恵方巻きを食べている澪たちを撮さつ影えいし始めた。口の周りを中心に、胸むな元もとまでをねっとりとした流れで映していく。

　万理亜の顔に滲にじむのはいかにも淫いん魔ま的な淫いん蕩とう極きわまりない表情だ。

「ふふ、ふふふ。そうですよ。これですよ。まったくいやらしいですね」

　刃更はつっこみたかったが、まだ食べ終えていないので黙だまるしかない。

「どこがいやらしいんだ」と、心の中ではつっこんだ。

「そうですよ！　いやらしいんですよ！　恵方巻きを食べる女の子というのは！」

　以心伝心はこの方向では望んでいなかったと、刃更は本気で思った。

「さあ、ゆっくり食べてください。愛いとしそうに、舐なめるように、貪むさぼるように！　さあ！　さあっ！」

　刃更は万理亜が願ったことが何かということだけは確信できた。

　こいつ、エロいことしか考えてない。
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　食事の片付けがある程度終わったあと、東城家の節分はついにメインイベントを迎むかえようとしていた。

　つまりは豆まきだ。

「──まあ、こうなるよな」

　諦あきらめきった顔で刃更は鬼おにの面をかぶった。豆のオマケについてきた厚紙製のものだが、いかめしい顔立ちはなかなか堂に入ったものがある。

「鬼役。私が交代しましょうか？」

　ゼストが言った。

「角もありますし、魔族ですので、人間からすると鬼のような存在です」

「いや、ゼストは豆まきを楽しむ側に回ってくれ。俺も魔族の血は引いてるし」

　言いつつ、お面のせいで狭せまくなった視界に目を凝こらす。やはり豆付属の枡ますや、家で用意した器うつわに豆を盛った澪たちも準備はできていた。

「じゃあ、二階から行こうか」

　刃更たちは家の二階に上がり、端はしの部屋に入る。

「鬼はー外ー」

　合図と共に、鬼に扮ふんした刃更へと豆が撒まかれた。

　スパァァァンッ！　とやけにいい音がする。

「痛っ!?　万理亜、お前、今思いっきりやったな!?」

「えへへ。すみません。福はー内ー」

　誤魔化す万理亜に続き、今度は部屋の床ゆかに軽く豆を撒く。

「鬼はー外ー」

　窓から庭に向かって豆を撒くのも忘れない。

　そのまま刃更たちは二階の部屋を端から端へ、次に階段、一階の部屋へと豆まきを続けていく。

　最後になったのはリビングだった。

「どうだ？　ゼスト」

「楽しいです」

　刃更に向けて遠えん慮りよがちに豆を投げつつも、ゼストははにかむ。

「皆みな様さまと一いつ緒しよに、こういうことをするのは……とても」

「そうか。そうだな。……だから痛いだろ!?　万理亜！」

　時々全力投球を織り交ぜる万理亜は別の意味で楽しそうだった。

　ともかく、刃更たちは最後の仕上げとしてリビングの窓を開け放つ。

　そこから外に向かって豆を放ほうる。

「鬼はー外ー。福はー内ー」

　豆がリビングに、庭に転がる。

　これで豆まきは終わり。東城家の誰もがそう思い、刃更が鬼のお面を上げようとした。

　その瞬しゆん間かんだった。異変が生じたのは。

　リビングを中心としてまばゆい緑の煌きらめきが何十も地を這はい、家の各所を目指して走る。

　同時に刃更は感じた。それは清せい涼りような風の如ごとき、爽さわやかな霊れい力りよくの流れだ。

　そして、バチンッ！　と、派手な音を立て、ゼストと万理亜、澪が吹ふっ飛んだ。

「──っ！」「えぇぇっ!?」「きゃぁっ！」

　辛かろうじて受身を取りつつも、三人は庭に着地する。

「な、なに……」

　驚おどろく澪を尻しり目めに、ゼストは先程までの笑え顔がおを消し、冷静な眼まな差ざしでリビングのほうを見つめる。

　明らかな異変が起きていた。

　先程走った無数の緑の光の軌き跡せきが繫つながり合い、東城家全体を網あみのように覆おおっていた。

　ゼストがそっと手を伸のばし、光に触ふれれば再びバチッ！　と火花が散り、手が弾はじかれた。傷を負うほどではなかったが、指先からかすかに煙けむりが立ち昇のぼっていた。

「霊的な障しよう壁へきですね」

　網状の緑光の壁かべを前に、ゼストは告げた。

「こんなものがどうして？　それに、どうして俺たちは大だい丈じよう夫ぶなんだ？」

　リビングのほうで、刃更は訝いぶかしげな表情を浮うかべる。

「あ……」と、胡桃が言った。気まずげな顔をしている。

　隣となりでは柚希が同じことに思い至ったらしく頷うなずいていた。

「本格的にやり過ぎちゃった……」

「どういうことだ？　まさか……。玄げん関かんに出した柊ひいらぎ鰯いわしか？　……って、驚くほど神聖な光に包まれてるな。鰯の頭」

　玄関先で一ひと際きわ輝かがやく生なま臭ぐさい柊鰯。

「ほんとだ……。でも、それだけじゃないよ。魔ま除よけの鰯に加えて、家全体を回っての魔除けの儀ぎ式しきをしたのがまずかったみたい。本当に鬼おに祓はらい……じゃなくて、対魔族の障壁を作っちゃった。ほら、あれ見て」

　刃更は目を見張りつつも、なんとも言えない表情になる。

　壁を形成している光は家中に撒いた豆を伝うようにして走っていた。

「豆が術式の媒ばい体たいになっているのか……。すごいな。炒いり豆まめ」

「豆まきの福豆のことを魔ま滅めって書くこともあるみたいだしね」

「だけど、俺たちはどうして大丈夫なんだ？　対魔族の障壁だからか」

「うん。それに刃更は純じゆん粋すいな魔族じゃない。術式の対象から外れている」

　柚希の説明に、刃更は額を押さえる。

「この程度の障壁ならば、破ることは容易たやすいですが……」

　ゼストは言い淀よどむ。

「ああ。だけど、あまりいい方法じゃないよな」

　刃更は彼女が言わんとしていることを理解する。

　偶ぐう然ぜんとはいえ、《里》の術式に近いものだということは、この障壁は土地の霊気を用いて作り出されたものだ。作ったものが自ら正式な手順での解除を行わず、無む理り矢や理り、障壁を破は壊かいしたりすれば、土地自体に穢けがれを生みかねない。そうなれば、土地の霊力を借りて戦う勇者の力に支障が出る。

「解除にはどのぐらいかかる？」

「豆を除くだけじゃもう無理。偶発的なものだから、まずは術式の解読が必要になるよね。難しくはないけど、一時間ぐらいはかかるかな」

　刃更は庭を見る。季節は二月上じよう旬じゆん。かなり冷え込む時季で、開け放った窓からは容よう赦しやのない寒気が入り込んでくる。家着のまま放り出された澪たちは当然、寒そうに身を抱だいていた。上着を渡わたすことはできるが、それでも長時間外にいることは避さけたい。

「一応聞くが、この光、魔ま剣けんや霊刀の類たぐいと同じで、一いつ般ぱんの人には見えないんだよな」

「不幸中の幸いだよね。でも、そういうのわかる人にはすごく見えるよ」

「……一時間このままは困るな。ムダに目立つ」

　一同もまた様々な意味で頷く。

「術式を解読しなくても、この儀式が無力化するようなことをできればいいんだけど……」

　胡桃は言葉を止めた。

　彼女は刃更のことをじっと見ている。

　同じく柚希の視線も刃更に向けられていた。

　正確には刃更がかぶった鬼の面を見つめている。

「解除できるよ！」

　胡桃は確信を持って言った。

「儀式の逆転ができる。鬼を追うという行こう為いを人為的に作り出して完成した鬼祓いの障壁だから、術者がそれをやめるような行為を模せば、術式自体を解除できるはず」

「つまり、俺はどうすればいいんだ？」

　問うと、胡桃は柚希のほうを見る。なんとなく気まずそうな顔をしていた。

「屈くつ服ぷくですよ」

　声は庭のほうからした。

　万理亜が先さき程ほど恵え方ほう巻きを食べていた時と同じ、あるいはそれ以上にいやらしい笑みを浮かべて、リビングのほうを見ていた。

「鬼の刃更さんが、鬼祓いの術者……勇者のお二人を屈服させればいいんですよ！」

「また適当なことを──」

　言い切ることができず、刃更は押し黙る。

　胡桃が思いきり目を逸そらしていた。

「しかたない」と、柚希はほんのりと頰ほおを赤くしていた。

「これ、万理亜の入れ知ぢ恵えじゃないよな!?　本当にそれでいいのか!?」

「偶然ですが、正直、天才的偶然だと思いましたよ！」

「くそっ！　ロリエロサキュバスの思うままか。よりにもよって」

　吐と息いきしつつも、刃更は勇者の姉し妹まいに目をやる。

「……いいのか？」

「前みたいに、万理亜に風邪かぜひかれるわけにもいかないし。あれは自じ業ごう自じ得とくだったけど」

「術式の意味合いでは、刃更が適任」

「……確かに、魔族が鬼とすれば、そういう要素もある、か」

　額を押さえ、目を閉じ、眉み間けんに皺しわを寄せて少し考え込む。

　それからしばらくして、刃更は目を開けた。その瞳ひとみには確かな決意が宿る。

「──うまくできるかわからない。だけど、やってみる」

　そう言うと、刃更は柚希と胡桃へ歩み寄る。

　すっと息を吸い、口を開いた。

「お前たちは敗まけたのだ！」

　やけに野太くした声で言う。

「この鬼の頭目……バサラ様になぁっ！　さあ、跪ひざまずけ!!」

「思った以上にノリノリだ！」

　思わずつっこむ胡桃の横で、柚希が四よつん這ばいになった。「くっ……。殺せ」と、悔くやしげに顔まで歪ゆがめる。

「お姉もノリノリだし！」

「貴様ぁ……！」

　刃更の手が胡桃のポニーテールをつかんだ。

　乱暴な仕草に、胡桃は思わず振ふり向く。

「まだ自分の置かれている状じよう況きようがわかってないようだなぁ！　貴様らは敗けたのだ！　この鬼の頭目！　バサラ様になぁ！」

　二度言った！　と、思ったが、胡桃はつっこむのを堪こらえた。髪かみをつかまれているが、痛くないようにと加減されているのもわかってしまった。よくよく見れば、刃更は刃更でこれまでになく恥はずかしそうな顔をしている。

　術式を逆転させるために必死なのだ。

　つっこんでる場合じゃなくて手伝わないと……と、胡桃はしみじみ思ってしまう。

　だから、胡桃は「そんな……。あたしたちが敗けるなんて」と、膝ひざをついた。そのまま姉と並んで、床の上に這いつくばる。

「くっくっく。無様な姿だなぁ。せいぜい、惨みじめさを嚙かみ締しめるがいい」

　そんな姉妹を冷たく見下ろし、刃更は言った。懸けん命めいに照れを抑おさえているのは、誰だれもが見て見ぬふりをする。

「……心までは屈しない」

　柚希が唇くちびるを嚙み、憎にくしみすら感じさせる目で刃更を睨にらむ。

　隣の胡桃はその迫はく真しんの演技に驚きつつも、同じく悔しげな表情で続いた。

「さあ、楽しませてもらおうか」

　言い放ち、刃更は二人の背後に回り込む。

「……ん」

　柚希が声を漏もらした。

　四つん這いの姿勢で、自然と突つき出した形になる彼女のお尻。スカートの内に、刃更は手を入れていた。

　布地の下に隠かくれた刃更の手が蠢うごめく。

「んんっ」

　刃更の手が尻をまさぐるたび、堪えようとする柚希の喉のどから切なげな吐息があふれた。
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「どうした？　抵てい抗こうしてみろ。できないのか？」

「くっ。妹が人ひと質じちにとられていなければ」

「あたし!?　人質設定なの？」

「もう一人妹がいる」「そうだ。お前たちの末妹だ。くっくっく」

　柚希と刃更がかぶせてきた。

「三人姉妹？　そ、そういう設定なんだ。くそっ！　卑ひ怯きようだぞ、鬼め！」

「卑怯？　褒ほめ言葉だなぁ」

　刃更は覆おおいかぶさるようにして、背後から柚希の胸を揉もむ。尻しりを触さわるのもやめない。

「う、んぁっ」

　身じろぎする柚希の声は甘い。

「くくく。悔しいのだろ？」

「卑怯者……」

「悔しいはずだが……これはどういうことだ？」

　刃更が柚希のスカートから手を抜ぬき出した。

　その指先が濡ぬれていた。ふわりと香かおるのは女の匂におい。

　眼前に突きつけられたそれから、柚希は目を逸らそうとする。

　だが、刃更は彼女の頭をつかみ、濡れた指を見せつける。

「これはどういうことだ？　悔しいというわりには、お前のあそこは熱かったぞ」

「……そんなん。そんなん言われても、ウチ」

　柚希の目尻に涙なみだが浮かぶ。

　ニタリと唇を上げて、刃更は見せつけていた手を下げる。

　そして、パンッ！　と、柚希の尻を打った。

「んあっ♥」

　身を跳はねさせて声を上げる。

　スカートをまくり上げ、さらに打つ。

「あっ、あぁっ！　こんな……こんなん、うち。あぁぁぁっ♥」

　打たれながらも、柚希は自然と尻を上げていた。その仕草はまるで打たれることを望んでいるかのようだ。

「お姉……！」

　胡桃が声を上げれば、刃更はそちらを一いち瞥べつする。

　打つ手を止めれば、柚希は力なくその場に横たわった。

　息も絶え絶えの唇の端はしから涎よだれが滴したたるが、彼女はそれを拭ぬぐうこともしない。

　本当に気をやってしまったかのように、虚うつろな目のまま喘あえぐだけだ。

　もはやどこまでが演技なのかもわからない。

　そして、刃更は胡桃の尻に手を伸のばす。

「お前もだ」

　家着の胡桃はスパッツをはいている。

　先程まで姉の尻を打っていた刃更の手が、黒い布地に覆われた胡桃の尻を撫なで、さらりと衣きぬ擦ずれの音を立てた。

　胡桃はこれから襲おそい来るだろう痛みと羞しゆう恥ちに耐たえようと、きゅっと目を閉じた。

　パン！　と乾かわいた音が鳴る。

　スパッツの上から刃更は胡桃の引き締まった尻を叩たたく。

「んっ」

　眉まゆ根ねに皺を寄せて、唇を嚙み、胡桃は耐えようとする。

　だが、二度三度叩かれるたび、鼻から甘えるような息が漏れ始めた。

「あっ、んあっ。ダメ、これ……。ダメだよ、刃更兄ちゃん……」

　刃更は何も言わない。尻をさすり、揉み、さらに叩く。

　そのたびに胡桃が上げる声が熱くなっていく。







　光の壁かべの向こうで行われる鬼おにの屈くつ服ぷく調教を、澪たちは庭先から見つめていた。

　最初こそ照れがあった刃更だが、今は冷れい酷こく非道の鬼になりきっている。演技なのか、素すなのかもわからない。

「刃更さん、ほんとやればできるじゃないですか……」

　万理亜が心の底から感心した様子で、また、どこか恐おそれるような声で言った。

　繰くり広げられるのは、勇者の矜きよう持じを踏ふみ躙にじるような一方的な打ちよう擲ちやく。

　それを為なされる柚希と胡桃の姿は痛々しい。

　だが同時に、あまりにも背徳的な艶あでやかさがあった。

　誰かがゴクリと生なま唾つばを飲み込む音がする。

　澪も万理亜もゼストも、鬼の所業から目を離はなすことができない。







「さあ、認めろ。お前たちは敗けたんだ。俺に、完全に敗けた。鬼の頭目。バサラ様に！」

　乱暴に尻をこね回しながら、刃更は姉し妹まいの耳元に顔を近づける。

「だから屈服しろ」

　唇の端を上げ、嘲あざけりと共に囁ささやく。冷れい徹てつだが聞くものの心を侵おかすような響ひびきがある声だ。

「そうすれば悪いようにはしない。かわいがってやる。俺の玩具おもちやとしてな」

「私は……勇者」

　瞳を熱で淀よどませ、眉を震ふるわせながらも、柚希は辛かろうじて言った。

「身体からだは自由にされても決して、心は屈服しない」

「お姉……。あたしは……」

　その隣となりで、胡桃は喘ぐ。ポニーテールを乱し、いやいやするように首を振った。

「あたし、もうダメ」

　瞳から涙がこぼれ落ちた。

「胡桃！」

「お願い。刃更兄ちゃん。もうちょっと……もうちょっとだけ、優やさしく触ってくれたら！　あたし……！」

「屈服するのか？」

　再び刃更が囁く。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ胡桃は惑まどいを見せた。しかし、堰せきを切ったようにあふれる感情はもう止まらない。

「屈服する」

　宣言する。

「屈服するから！　屈服するから、優しくして！　優しく……叩いたり、揉んだり……。お尻以外も、お願いだから」

「ずるい。胡桃。うちも……。うちも屈服するから」

　柚希が声を上げる。

　快楽で濁にごった姉妹の目はもはや刃更しか見ていない。

　それを確信し、刃更は嘲ちよう笑しようを上げた。

「くっくっく！　はーっはっはっは！　屈服したな！　俺に、鬼の頭目！　バサラ様に、屈服したな！　ならば、望みどおりくれてやろう！　淫みだらな快楽を──」

　パリンッ！　と何かが割れるような快音が刃更の台詞せりふを遮さえぎった。

　柚希と胡桃のお尻をさすりながら、刃更は音のほうに目をやる。

「障しよう壁へきが解けました」

　キラキラと緑の燐りん光こうが散る。先さき程ほどまで東城家を覆っていた光の障壁は砕くだけていた。

　ゼストが手を差し伸べれば、燐光は彼女の手の上で儚はかなく明めい滅めつして消える。

　数秒を待たず、空中に残っていた光もまた闇やみに溶とけていった。

　澪と万理亜も無言のまま、リビングに戻もどってくる。

「……えっと」

　刃更の足元にはお尻を上げ、這はいつくばったままの野の中なか姉妹。

　刃更はその手を引っ込める。

「終わったみたいだけど……」

　柚希と胡桃が顔を上げる。

「刃更……。ウチ、まだ」「刃更兄ちゃん。今、やめられたら、あたし……」

　二人の目はまだ快楽に濡れていた。

「あの……。刃更。実はあたしも、その……」

　耳までも赤くして、もじもじとした様子で澪が上うわ目め遣づかいに見る。

　ゼストも何も言わないが、その視線には期待するようなものがあった。

「いや、でもな」

「刃更さん」

　ロリエロサキュバスが妖よう艶えんに微笑ほほえむ。

　刃更は溜ため息いきをつき、頭を搔かいた。それから足元の姉妹と、ようやく戻って来ることができた少女鬼たちを見回す。

「なら、鬼はまだ外に出ないでおくか」

　節分の夜、東城家には甘い嬌きよう声せいがいつまでも響いた。

　その夜は鬼によって、勇者が屈服させられた夜だった。
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　──という全すべてを思い出し、「うわー」と、胡桃は炒いり豆まめを手に真っ赤な顔をしていた。

「いくら演技でも、あたし……なんてことを。流され過ぎだよ」

　顔に昇のぼってしまった熱はなかなか引かない。

　ちょっと落ち着くまで掃そう除じは中断しようかと考える胡桃は玄げん関かんの鍵かぎが開く音を聞いた。

「ただいま。胡桃さん。私がいない寂さびしさに自分を慰なぐさめていましたか？」

　リビングに入ってくるロリエロサキュバス。後ろには荷物を持ったゼストもいる。

「う、うわ。わわ」

　胡桃の顔はまだ赤いままだ。

　目を丸くした万理亜は、そんな胡桃を興味深げに眺ながめ、それからいやらしい顔をした。

「まさか本当に慰めていたなんて！　水みず臭くさいですよ、胡桃さん！　それなら、いっそ私がその身体の隅すみ々ずみにまで逃のがれられぬ快楽を──」

「鬼は外ーっ!!」

　とっさの精せい霊れい魔ま法ほうで放った硬かたい豆はスパァァァンッ！　と、サキュバスの顔面をまともに打った。

「オーガッ!?」

　悲鳴が上がる。

　その日、勇者は鬼に見事リベンジを果たした。
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　東とう城じよう刃バ更サラはこの半年で幾いく多たの死し闘とうを潜くぐり抜ぬけてきた。魔族の精せい鋭えいや古こ豪ごう、勇者の一族、果ては現魔王に魔神ケイオス。

　大切な家族のために、命がけでそれらを退けた。

　年ねん齢れいには不相応な、もはや歴戦の猛も者さともいえるだろう。

「えー。試験範はん囲いは学年末ということもあって、指定はしない。つまりは全部だ」

　三月に入ったある日。教師が放った無む慈じ悲ひな言葉に、そんな東城刃更は凍こおりついた。愕がく然ぜんとしていた。

　しまった……と思わざるをえなかった。

　はっきり言って、刃更はこの三学期、それほど勉強をしていない。おろそかにしていたといっても過言ではない。

　視線を巡めぐらせれば、澪みおと目が合った。彼女は刃更とまったくもって同じ表情をしている。

　魔界に赴おもむいたのは年末から、一月上じよう旬じゆんであり、学校を休んだのは数日に過ぎない。

　非日常に浸ひたり、日常をおろそかにするようなことはしたくない。だから、刃更たちは学校──授業にもできる限り出ていた。

　とはいえ、ちょうど二学期にあたる時期、激戦の緊きん張ちようの中にあったため、今までと比べれば勉学はおろそかになっている。

　さらには刃更が『聖ひじりヶが坂さか学園』に転入してきたのは、二学期からだ。

　勉強が足りず、出題傾けい向こうもつかみきっていない。

　刃更と澪のアイコンタクトは続く。言葉がなくとも、二人はひとつの決断を下していた。
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「任せて」と柚ゆ希きは言った。

　いつも落ち着いた眼まな差ざしがひどく頼たのもしいと、刃更と澪は心から思った。

　刃更と澪、柚希は『聖ヶ坂学園』の図書室を訪おとずれていた。学年末試験が近いということもあり、彼らと同じように試験勉強のために図書室に来ている生徒の姿も多い。

　静せい寂じやくの中、筆記用具の音が響く。

「頼たよってくれて嬉うれしい」

　柚希は言った。

「お世話になります」「お願いします」

　刃更と澪は深々と頭を下げた。

　柚希は勇者としての使命を果たし、日々の修練を積みながらも、優ゆう秀しゆうな学生としてもこの学園に馴な染じんでいる。

　それは《里》を出て、普ふ通つうの生活を送りながらも学校生活には苦戦を強しいられていた刃更には驚きよう異い的なことだと改めて思えた。

「私と同じことをすれば、誰だれでも普通の点は取れる」

　あまりにも頼もし過ぎる言葉に、刃更と澪は神こう々ごうしい存在を見る目を柚希に向ける。

　柚希が数学の教科書を開いた。

「まず──」

　白い指が公式を指差す。

「この公式を暗記する」

「ああ」「うん」

　なるほどと、刃更は考える。

　柚希の予想では確実に試験に出る公式ということなのだろう。

　それなら全力で憶おぼえる──。

「それから、これ」

　ページをめくり、柚希は別の公式を指した。

「応用のこれも」

　さらに次のページの応用問題を示す。

「え？」「え？」

「次はこの公式で、そこから派生のこのふたつも」

　刃更と澪の顔が徐じよ々じよに強こわ張ばっていく。

　柚希は教科書の最初のほうから始め、だいたい二ページごとにポイントを指し摘てきしている。

　刃更と澪が青ざめていく中、柚希のポイント教示は続く。

「この公式は必ひつ須す。この下にあるものも──」

「いや、待ってくれ！」

　思わず声を上げた刃更に、柚希がきょとんとした表情を向ける。

「……これ、全部やるのか？　最後のほうまで」

「うん」

　柚希はさも当然とばかりに頷うなずく。

　その時、刃更と澪は自分たちの甘えに気づいていた。

　刃更たちは試験に出るだろうポイントを教えてもらい、そこを重点的に勉強するつもりだった。

　柚希の戦闘スタイルは全応型マルチ剣士セイバー。類たぐいまれな技ぎ巧こうにより、どのような相手とも斬きり結ぶことができる。そんな彼女は一見すれば何事にも効率よく対処するタイプに見えるかもしれない。

　しかし、柚希の本質は違ちがう。彼女自身は本来器用な性しよう分ぶんではない。全応型剣士として戦うことができるのは、愚ぐ直ちよくなまでに努力を続けてきたから、どのような相手とでも戦えるようにと激しく厳しく、幅はば広ひろい修練を積んできたからだ。

　つまるところ、全当たり方式が彼女の本当のスタイルともいえるかもしれない。

　そんな柚希に対して、コツだけを学ぼうとしていた……。

　刃更と澪は今になって罪悪感にかられる。

「次に行く？」

「いや、悪い。少しだけ……少しだけ待ってくれ」

「うん。あたしたちには自分を見直す時間が必要かもしれないわ」

「なんだよ。試験勉強か？　大変そうだねぇ。バサっち」

　そこに場違いな声が交ざった。

「滝たき川がわ……」

　顔を上げれば、いつの間にか滝川八や尋ひろがいた。彼の手には一冊の本がある。

「こっちの本とか読むのか？」

「そりゃ読むさ。下調べは大事だぜ？　まあ、今回借りた本は流行してるって話だから、興味本位だったんだけど……」

　言葉にあくびが交じった。

「途と中ちゆうで寝ねちまってな。だから返しに来た」

「試験が近いのに、ずいぶんと余よ裕ゆうね」

「俺がマジメに試験受けると思ってるか？」

「あんたね……」

　滝川はこれまでにも学生生活に関しては魔法で細工をしている。

「確かに、お前は試験を受ける必要もないよな」

「学生生活は仕事外だからな。面めん倒どうはゴメンだ。俺にとってはこの先、役に立つものでもないし。魔法でうまくやるよ。バサっちや成なる瀬せはそうはいかないだろうがな」

　滝川が唇くちびるの端はしを上げる。

「この世界で生きる奴やつは大変だ」

「この世界、か……」

「じゃあな。俺は別の本でも当たってみるぜ」

　言い残し、ひらひらと手を振ふると滝川は去っていく。

　その背を見送り、刃更と澪は顔を見合わせた。

「あいつ、いつも一理あるのが腹立つのよね」

　澪は不ふ機き嫌げんさを隠かくさない。

「でも……確かに、あたしは魔王の娘むすめじゃなくて、普通の人間として生きることを選んだ」

「そうだな。たかが試験とは言えないか」

「あいつなんかに言われたのはほんとシャクだけど。でも、がんばらないと」

　二人の決意に、柚希はコクリと頷いた。

　我われに返った刃更と澪はそちらを見る。

「やり方としては、柚希のやり方が正しいんだ」

「でも……今は致ち命めい的てきに時間がないのよね」

「なるほど。確かに徹てつ夜やはするべきじゃない」

「……最初から徹夜が前提だったか」

「要点のみ教えるのは得意じゃない」

「そうだよなぁ」

　具体的な方針が浮うかばず、刃更は天を仰あおいだ。

「試験。困るよね」

　隣となりの机から聞こえた声に、目を瞬しばたたかせる。

「七なな緒お。それに梶かじ浦うら先せん輩ぱいも」

　刃更たちの隣の机に、立りつ華かと七緒がいた。生徒会としての作業なのか、書類らしいものをファイルにまとめている。

「真しん剣けんにやってるみたいだったから、声はかけなかったわ」

「ボクも。試験勉強に入る前にこの事務作業を終わらせないといけなかったのもあったけど」

「そっか。大変だな。何か手伝うことは？」

「そういうところ、いいところだと思うけど。そんな場合じゃないんじゃないの？　東城君」

「……確かに」

　ぐうの音も出ない刃更の姿に、立華は思わず噴ふき出した。七緒も眼鏡めがねの奥の目を細める。

「大だい丈じよう夫ぶよ。私たちの作業はもう終わるから」

　立華は残る書類をまとめ上げつつ、刃更たちから少しだけ目を逸そらした。

　無言のままファイルを閉じる。

　そのまましばし黙だまり込み、迷いつつも口を開く。

「ね、ねえ。東城君」

　声はわずかに上うわ擦ずっている。

「今日で作業も終わるし。よかったらだけど……手伝おうか？　成瀬さんや野の中なかさんも」

「え？　でも」

「いいんですか!?」

　澪が思わず身を乗り出す。

「私の試験勉強はほとんど終わってるようなものだし、教えることで復習にもなる。私なら去年の経験があるから、対策を教えることもできると思うけど……」

「ボクも一いつ緒しよでいいかな？　同じ学年だと、お互たがいフォローし合えると思うんだ」

「ありがたいです。七緒もありがとう。ただ……」

　柚希に頼んだ以上、そちらを反ほ故ごにするわけにもいかない。

「いいと思う」

　その想おもいを察してか、柚希は言った。

「皆みなでやったほうが楽しい」

　彼女の言葉に澪たちも同意を示した。

「じゃあ、お願いします。先輩。七緒」

　刃更に続いて、澪と柚希もペコリと頭を下げた。
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　それから連日、刃更たちは立華、七緒を加えて、図書室で試験勉強を続けていた。

「教師といえども、同じ人が作っていればクセのようなものは出るわ。去年とずらしていたとしても、出題傾けい向こうは絞しぼられる。だから、そのいくつかのパターンを押さえればいい」

　立華は自分で作ってきた資料を渡わたす。

　彼女の説明はデータを踏ふまえ、理路整然としていた。生徒会の先輩から教わった知識もまとめられている。

　柚希とは別の形だが、真ま面じ目めな立華らしいと、刃更はしみじみ思いつつ、彼女が出してくれたプランをこなしていく。

「ここ、わかりにくいよね。ボクも最初さっぱり理解できなかったんだ」

　澪が迷っていると、七緒が声をかけた。

「うん。どっちの公式使えばいいのか迷っちゃって」

「四十五ページの分だって。ボクもこの前、梶浦副会長に教えてもらって」

「ありがとう。橘たちばな君」

　そのやり取りを刃更は横目に見ていて、立華に「集中」と、叱しかられた。

　謝って、目の前の課題に戻もどりつつも、刃更は七緒の新たな面を見つけることができたと思う。

　先さき程ほど、刃更が迷っていた時も、七緒は声をかけてくれた。

　七緒は周囲の人の様子をよく見ている。観察し、その感情をある程度読み取っているともいえる。それはヴァンパイアハーフという特とく殊しゆな生まれと、勇者の一族からの迫はく害がいという不幸な生おい立ちによって培つちかわれてしまった性質なのかもしれない。

　しかし、刃更たちはこの試験勉強中、そういうところに何度も助けられた。

「刃更。あとはここをやればいい」

　柚希が教科書に載のっている応用問題をいくつか示す。

　先日の総当たり状態とは違い、柚希は立華が出したプランから、その範はん囲いで重要な公式や応用問題を絞り込んでくれる。

「まだ増えるの!?　はぁ……」

　難しい顔ながらも、澪は手を止めない。

　柚希、立華、七緒。勇者と生徒会の副会長とヴァンパイアハーフ。

　本来はまったく違う立場にいるはずの三人が力を貸してくれていた。

　ありがたいな──と、刃更は心から感じる。

　澪もがんばっている。自分もがんばらなくてはと、眠ねむ気けを必死に嚙かみ殺し、教科書に向かう。

　陰いん謀ぼうや殺し合いではなく、自分たちの未来のための努力。

　こんな苦労ならいくらしても苦にはならない。

　──と思ったが、刃更は一いつ瞬しゆん意識を失い、船をこいでいた。

「ちょっと休きゆう憩けいする？」

　皆が苦笑いしている。

「いや……。もうちょっとがんばってみる」

　照れた顔をせざるをえない。

　自分たちのためだとしても、普通に修練を積んでいるほうがだいぶマシだと思いつつも、刃更は今期の試験範囲に立ち向かっていく。

「……辛つらい」

　正直な気持ちを思わず愚ぐ痴ちりつつ。
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　そんな刃更の姿を、長谷はせ川がわは図書室が目に入る中庭から眺ながめていた。

　眼鏡の奥、細めた瞳ひとみには慈いつくしむような感情が宿り、表情もまた優やさしい。

「この繫つながりはお前が作ったものだよ」

　柚希だけではなく、立華や七緒にも力を貸してもらっている。

　勇者の一族ではない東城刃更として、戦いではなく日常の中で。

「私も声をかけてやりたくなるが……。教師だからな」

　今は試験勉強の邪じや魔まをするわけにはいかないと、背を向けた。

　それから、携けい帯たい電話を操作し、せめてものメッセージを送る。

『試験勉強がんばってな。終わったら、大人のご褒ほう美びをあげよう』

　送信し、携帯電話をしまおうとしたが、その前に返信が来た。

　少し驚おどろきつつ、ディスプレイに目をやる。

『ありがとうございます。先生としても見守ってくれているんですね』

　思わず振り向けば、図書室の刃更と目が合った。

「……なんだ。気づいていたのか」

　刃更の微び笑しように、長谷川は手を振り、今度こそその場を後にした。
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「はぁぁぁぁ……」

　溜ため息いきなのかあくびなのか深呼吸なのかもわからない吐と息いきと共に、胡桃くるみは大きく伸のびをする。

　彼女はリビングのソファに浅く腰こしかけていた。

　目の前のテーブルには任務に赴おもむく未成年の勇者に対する教育支し援えんプログラムとしての教材が積み重なっている。

「お疲つかれ様さまです」

　ゼストがその脇わきにコーヒーを置く。挽ひき立ての豆の香こうばしい匂においが湯気と共に立ち昇のぼる。

「復習でも疲れるよね。こういうのお姉のほうが得意なんだけど」

　ほとんど解き終えた問題集に目をやる。

「でも……みんなが試験勉強がんばってるんだから、あたしも総仕上げぐらいしとかないと。刺し激げきになるし」

　言いつつ、胡桃はキッチンのほうを見た。

　コーヒーの香かおりの中に、そちらから漂ただよう料理のよい匂いが混ざっている。

　クーとお腹なかが鳴ってしまった。

「そっちのほうが大変でしょ。料理かなり、手間かけてるみたいだし」

「いえ」と、ゼストは首を横に振ふる。

「私が今、刃更様たちにできることはこれだけですから」

「きっと喜ぶよ」

　試験の最終日、刃更たちが学校に行ってすぐに、ゼストは食事の準備を始めていた。もちろん、他ほかの家事もおろそかにしていない。

　彼女の刃更への想いは、胡桃にも強く伝わってくる。

「……あの。ところで、そろそろこれ解きませんか？」

　そして、リビングの床ゆかから聞こえた声に、胡桃たちは目をやった。

　万ま理り亜あが転がっていた。念入りに縛しばり上げられて。

「違ちがうんですよ！　私はこういうプレイはされたいんじゃなくて、したいんです！　皆さんに！　特に胡桃さんに！　どうしてこんなことをするんですか!?　私はただ試験勉強してる刃更さんたちに試験勉強中ゆえの背徳感とか、胡桃さんに再び保健体育の手ほどきをしようと思っていただけだというのに！」

「どうしようもなくそれが原因だよ」

　胡桃は心底呆あきれた顔で言い放つ。

　万理亜はここ数日、隙すきあらば試験勉強とエロを組み合わせたまったく新しい何かを企たくらんでいたので、胡桃が業ごうを煮にやしたのだ。

「まあ……。今日で試験も終わりだから。みんなが帰ったら解いてあげるよ」

「なるほど！　試験が終わった解放感！　それを利用してめくるめく快楽の沼ぬまに沈しずもうというわけですね！　さすが胡桃さん、ドエロですね！」

「全然違う」

「あぁぁぁっ!?　きつい！　これ、きついです！」

　胡桃は情け容よう赦しやなく、さらに厳しく万理亜を緊きん縛ばくした。

「ただいま」

　玄げん関かんのほうから刃更たちの声がした。

「あ、お帰り」「おかえりなさいませ」

　胡桃とゼストが迎むかえに出る。

「え？　胡桃さん!?　この縄なわは？　刃更さん帰ってきたのに、私は!?」

　放置された万理亜にはゼストすら見向きもしなかった。







「試験の結果、よかったみたいだね」

「ん？　まあな。まだ返へん却きやくはされていないが。なんでわかった？」

　不思議そうな顔をする刃更や澪。

「すごく晴れ晴れとした顔してるから」

　自覚はなかったのかと、胡桃は思わず笑ってしまった。

「そうか……。うん。実際、よかった。俺としては過去最高の感かん触しよくだ」

「あたしも」

　刃更の声も澪の声も弾はずんでいる。

　彼は胡桃とゼストに向き直り、背筋を正した。

「柚希や梶浦先せん輩ぱい、七緒もそうだけど、二人にも家で色々助けてもらった。ありがとう」

　心からの感謝を言葉にする。

「あたしは何もしてないよ」

「気き遣づかってくれてたのはわかってるわよ。夜とか、万理亜のこととか」

　照れた様子で目を逸そらす胡桃。

「私は当然のことをしていただけです」

　ゼストは首を横に振った。

「お疲れでしょうし、今夜の夕飯は期待していてください」

「ありがたいな。楽しみにしてる」

　キッチンのほうから漂ってくるいい香りに、刃更は心から嬉うれしそうな顔をした。

「じゃあ、一休みするか」

　刃更たちは自室へ、ゼストはキッチンへ、胡桃は勉強の仕上げにリビングに戻もどる。

「いや、だから！　私のことを忘れないでくださいよ！　解いてくださいよー！」

　解放感あふれる東城家に万理亜の悲痛な叫さけびが響ひびいた。







[image: 第九章　ある勇者の一日]
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　まだ夜も明けていない時刻。

　月と星の明かりだけに照らされた薄うす闇やみの中に、早はや瀬せ高たか志しはいた。

　身を切るような夜気に白い湯気が立ち上る。それは彼の吐息から生じたものだけではなかった。

　高志は動きやすさを重視した服装をしている。上に着ているものはタンクトップのみ。湯気はシャツから覗のぞく無む駄だなく鍛きたえ上げられた肉体から生じていた。頰ほおを伝った汗あせが首筋へ流れ落ちていく。

　構えたその手にあるものは長なが槍やり──冷れい艶えん鋸きよの霊れい格かく複製だ。

　彼が立つのは早瀬家の中庭。

　息は既すでに切れている。疲ひ労ろうしきった身体からだに、冷艶鋸は重々しくのしかかっていた。

「──はぁっ!!」

　しかし、裂れつ帛ぱくの気合と共に高志は動いた。

　スタミナの限界は超こえている。そのはずが、動きに澱よどみはなく、速度は落ちない。

　無数の突つきが放たれ、さらには地を蹴けり、宙を舞まう。

　高志の眼前に敵の姿はない。

　冷艶鋸が穿うがつのも、斬きり払はらうのもそこにある空間だ。

　だが、彼の動きは、誰だれかが見れば、間違いなく高志の目の前には敵がいるように錯さつ覚かくするものだった。

　明確に相手をイメージしての訓練だ。

「まだだ……！」

　奥歯を嚙かみ締しめ、白い息を吐はく。

「あいつはもっと強くなっているはずだ」

　高志が思い描えがく相手。それはかつての友であり、数ヶ月前に神器『白びやつ虎こ』をもってしても敗れた男──東とう城じよう刃バ更サラにほかならない。

　高志は確信している。

　今、イメージしている東城刃更はあの時よりも数段強い。だが、本物の刃更は自分が想像したものよりもさらに強くなっているはずだ。

　そういう男だ。

「まだだ……。まだだ!!」

　だからこそ、鍛えなければならない。刃更を超えなければならない。

　高志は身を削けずるかのように冷艶鋸を振るい続ける。

　だが、彼の目に、刃更と対たい峙じしたあの時に宿っていた憎にくしみの色はなかった。







　長い時間が過ぎ、夜が明け始めていた。

　ようやく動きを止めた高志は《里》の山々をうっすらと染めていく陽光の中に佇たたずみ、呼吸を整えていく。

　その目は一点をじっと見つめていた。

　視線の先にあるものは《里》の山々の一角。そこだけが削り取られたように窪くぼんでいた。

　実際、空間ごと抉えぐられたのだ。あの惨さん劇げきの日に。

　高志は見つめ続ける。その記き憶おくを決して薄れさせないように。
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　シャワーを浴び、着き替がえて朝食を済ませたあと、高志は家を出た。まだ朝は早く、人通りはほとんどない。

　彼はそのまま一いつ軒けんの家を訪おとずれる。

　その家からは人の営みは感じられない。早朝だから誰も起きていないわけではなく、誰も住んでいない家なのだ。

　東城家。かつて刃更や迅じんが暮らしていた家だ。

　高志の手には自宅から持ってきた掃そう除じ機きや雑ぞう巾きんがあった。

　合あい鍵かぎで開かい錠じようすると、家に上がり掃除機をかけ始める。

　掃除のルート、手順、全すべてがやけに手慣れている。

　家具がほとんどなく、自然な埃ほこり以外の汚よごれがない部屋の掃除は滞とどこおりなく進む。

　掃除機をかけ終われば、端はしから雑巾がけを行うだけだ。

　一戸建てにもかかわらず、掃除は一時間ほどで終しゆう了りようする。

　雑巾を洗い終えたあと、高志は自分の腰こしを軽く叩たたいた。

「慣れんな」

　ボソリと言う。

　何度もやっている作業だが、楽だと思ったことはなかった。高志にとっては、掃除よりも修練のほうが容易たやすい。

　今しがた掃除を終えた無人の東城家を見回し、高志はフンと鼻を鳴らした。

　刃更が《里》を出たあと、放置された家の手入れはずっと柚ゆ希きが行っていた。

　彼女は《里》の皆みなに隠かくれ、いつ刃更が帰って来てもいいとでも言うかのように、掃除や手入れを続けていた。

　他ほかの者はともかく、少なくとも高志はそのことに気づいていた。

「お前がいないからやっているだけだ」

　誰に言うでもなく口にする。

　柚希が《里》を出てから、高志は彼女の役目を引き継ついでいた。自分には相応ふさわしくなく、不本意だと感じつつも、毎週きちんと掃除している。







　高志が東城家を出る頃ころには《里》の光景は変わっている。

　午前の太陽の下、《里》は動き始めている。見知った顔が行き交かっていた。

　その中を高志は掃除機と雑巾を手に、帰路につく。

　時折、刺さすような視線を感じる。

　無理もないと、高志は思う。

《里》には東城刃更に悪感情を抱いだく者は多い。本人が望んでいなくとも、刃更はそれだけのことをしてしまった。

　そんな彼の家を手入れする高志に、悪意が向けられないわけがない。加えて、高志は《里》の神器である『白虎』を持ち出してなお刃更に敗れている。

　だが、高志は敵意の中でも胸を張る。

　東城家の手入れは自らの意思で行っていることだ。今の自分が歩くのは自分自身で選んだ道だという自負があった。

『勇者の一族じゃない、ただの東城刃更として選んだ道だからだ』

　あの日、刃更に言われた言葉が脳のう裏りをよぎった。

　高志は足を止めた。

　自宅の前に《里》の公用車が停とまっている。

　姿を現したのは長老の使いだった。

　すなわち、それは、早瀬高志に勇者としての任務が下されることを意味する。
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　高志は一人、廃はい墟きよを歩いていた。

　街から離はなれた、かつては旅館だったであろう建物だ。

　午後の日差しが、破れてしまった窓からかすかに差し込み、舞い上がった埃を浮うかび上がらせる。

　高志の足音に交じり、どこからか獣けものの唸うなり声に似た音が聞こえていた。腐くさった畳たたみの匂においには生なま臭ぐさい臭しゆう気きも交じる。

　高志は足を止める。

　それらの元げん凶きようであろう存在がいた。

　薄暗い部屋はやけに広い。おそらくは宴えん会かい場だった場所だろう。

　辛かろうじて原形を留とどめた畳を踏ふみ、屈くつ強きような肉体を持つ魔ま族ぞくが立っている。

　身長は以前、高志が葬ほうむった巨漢のヴア魔族ルガほどではないが、それでも彼よりも頭二つ分以上は大きい。肉体は鋭するどく鍛え上げられていた。

　その顔は狼おおかみに似ている。全身も鋭い獣じゆう毛もうに覆おおわれていた。

「てめぇ……。勇者だな」

　獣の魔族は高志を睨にらみ、唾つばを吐く。

「……ここでも俺を殺そうってのかよ。人間如ごときまでがよ」

　牙きばを剝むいた魔族の声は怨えん嗟さに満ちている。

「何が穏おん健けん派だ。何が現魔王派だ。俺はつくべき相手を間ま違ちがえただけだ。何も悪くねえ」

　牙が擦こすれ、音を立てた。

「俺を敵視した奴やつを殺した。それだけなのに、追放だと？　ふざけやがって……！　俺を殺そうとしやがって！」

　鋭い爪つめのある手が苛いら立だたしげに身体を搔かき毟むしる。

　厚い獣毛の下に、まだ新しく深い傷きず跡あとが残されていた。

「復ふく讐しゆうだ……！　復讐してやる！　俺を追いやった奴らに！　皆殺しだ！　だから、邪じや魔まをするな。人間如きが。俺は力を蓄たくわえんといかんのだ。正しいのは俺だ」

　目の奥に憎ぞう悪おの炎ほのおを揺ゆらす魔族を、高志はじっと見み据すえたまま動かない。

「どうせ使命とやらで来たんだろ？　命令されるだけの勇者め。そんな理由で死ぬ気か？」

　獣人が傍かたわらにあったものを右手だけで持ち上げた。

　一人の少女だった。

　中学生ぐらいに見える少女は意識を失っているが、息をしていることも見て取れた。

　学校の制服は乱暴に破られている。ただ、大きな傷はなく、遠目にもまだ何もされていないことはわかる。

　魔族はその頭をつかんでいた。気を失ったままの少女が苦しげに身じろぎする。

　高志はそれを見据えたまま動かない。

「お前らはこういうのに弱いんだろ？　わかるな？　果実より簡単に潰つぶせるぜ」

　狼の頭が嘲あざけりを見せた。

　次の瞬しゆん間かん、その姿が搔き消える。

　一いつ拍ぱくの間も置かず、人じん狼ろうの魔族は高志の眼前に出現し、手刀を胸の中心へと突きこんでいた。鋭く太い爪が服を破る。

　揺らいだ身体に、さらに容よう赦しやなく叩き込まれる連続攻こう撃げき。

　殴おう打だが側頭部を捉とらえ、爪による斬ざん撃げきが血をしぶかせた。

　よろめき後退した高志を目め掛がけ、魔族はトドメとばかりに全身を回しての蹴けりを放った。

　まともに喰くらい、吹ふき飛ばされた高志の身体からだはそのまま背後の壁かべにめりこみ、亀き裂れつを生じさせた。

　声もなく、高志はずるずると崩くずれ落ちる。

「手を出さなかったのか？　それとも、俺が強過ぎて、何もできなかったか？　まあ、褒ほめてやるよ。俺に従ったことだけは」

　少女の頭を握にぎったままで嘲あざ笑わらう。

「この娘むすめはこれから散々嬲なぶって、それから殺すけどな。残念だったな、勇者様」

「──そうか」

　高志は呟つぶやいた。

　少女を捕とらえた魔族の腕うでが千切れ飛んだ。

　続けて胴どうが横一文字に両断され、最後に頭が落ちた。

　遅おくれて魔族の下半身が床ゆかに倒たおれる。

　悲鳴すらなく魔族は絶命していた。

　そして、魔族が立っていたすぐ後ろに高志がいた。

　傍らの床にはいつの間にか出現した冷れい艶えん鋸きよが突つき刺さっている。

　彼の両腕は魔族が人ひと質じちとしていた少女を優やさしく抱いていた。

　魔族の爪は高志の服を引き裂さいていた。血も流れている。

　しかし、致ち命めい的てきな傷は一いつ切さいなかった。

　全ての攻撃をまともに受けているようで受けていない。つまりは持ち前の速度をもって打点をずらし、斬撃にはあえて皮一枚を斬きらせただけ。

　そして、勝利を確信した魔族が少女から注意を逸そらした瞬間、高速で斬り捨てた。

　高志にとって今しがたの戦せん闘とうはただそれだけのことだった。

「──使命か」

　魔族の亡なき骸がらを振ふり返ることもなく、高志は先さき程ほど言われた言葉を反はん芻すうする。

　脳裏をよぎるのはやはり刃更の姿にほかならない。

　かつて《里》を追放されることになった幼おさななじみ。そのまっすぐな眼まな差ざし。

　憎にくしみに澱よどみきっていたこの魔族と比べるまでもない。

「勇者であること」

　呟く。

「それは俺が……早瀬高志が選んだ道だ」







《里》の手配による救助が来るまで、少女を横たわらせる場所を探す。

　汚れが少ない場所を選び、慎しん重ちように寝ねかせた。

　それから服を引き裂かれた彼女に、自分の上着を着せようとする。

　高志は硬こう直ちよくした。

　少女の露ろ出しゆつは思いのほか大きい。ボタンを引きちぎられたブラウスの下には、中学生らしくシンプルなスポーツブラが見えている。破れたスカートから健康的な太ももが覗のぞく。

　苦しげに身をよじった姿は、まだ未成熟な少女ながらも艶あでやかさを帯びつつあった。

　高志は思いきり目を逸らした。顔は言い訳のしようがないほどに赤い。

　彼女のほうを一切見ないまま、その気配だけを察知する達人の技術で上着をかけた。




　　　　４




　高志が《里》に戻もどったのは既すでに日が落ちつつある時刻だった。

　傷の手当てと報告を終え、自宅に帰りついた時には空は真っ暗だった。

　それから数刻、高志は再び庭先でトレーニングに励はげんでいた。

　速さを信条とする高志だが、強さの基き礎そが鍛きたえ上げられた肉体にあることは重々承知していた。だから、技わざだけではなく、肉体そのものを鍛え抜ぬかなければならない。

　拳こぶしを握っての腕立て伏ふせを続ける。包帯を巻いた身体を汗あせが伝い、地面に滴したたり落ちた。

　そんな中、高志は塀へいの向こうに人の気配を感じた。

　顔を向け、わずかだが驚おどろきを見せる。

　そこにいたのは《里》の長老の一人、熊くま野のだった。

「熊野さん」

「邪魔をしてすまんの。楽にしてくれんか」

　腕立て伏せをやめて立ち上がり、頭を下げようとする高志を、熊野は手で制する。

「いくつか話があってな」

　塀を挟はさんだまま、熊野は話を切り出した。

「お前さんが助けた娘は無事だ。《里》の管理する病院で治ち療りようとカウンセリングを受けておる」

「そうですか。最善の結果でよかった」

　高志の表情は変わらない。ただ、かすかに息がこぼれた。

　しかし、同時に彼の目には疑念の色があった。少女の安否についてではない。

　その情報を《里》の長老ともあろう者がわざわざ伝えに来たことだ。そもそも、任務の後のことは高志に知る権利自体はなく、知らせるとしても使いを送るか、電話でも済むことだ。長老がこんな時間に一人で散歩しているはずもない。

「東城刃更が戻ってくる」

　高志の疑念を察してか、熊野は言った。

「刃更が……」

　高志は驚きを隠かくすことができない。

「そう。以前より進めていた話じゃがの。《里》に招き、これまでの経けい緯いを直接話してもらうということじゃ」

　確かに、検討されているということは高志も聞いていた。

「急じゃが。明日あしたには来る」

「そうですか。しかし……」

　何故なぜ、その話を今？

「警けい戒かいせんでもいい」

　熊野は人のいい笑えみを浮かべた。

「食事の準備を任せたいんじゃ」

「食事、ですか」

　意外な依い頼らいに虚きよを衝つかれつつも、高志は熊野が来た意図がなんとなく理解できた。

　招く以上、食事の準備は必要だ。

　本来であれば、東城家に近い野の中なか家が担になうべきかもしれないが、柚希や胡桃くるみが刃更に同行している以上、《里》側も情報漏ろう洩えいなどを恐おそれ、慎重にならざるをえない。長老直属の部下が準備すれば、逆に刃更たちが警戒する。さりとて、《里》の多くの者は東城家に対して、難しい感情を抱いだいている。そちらに任せればトラブルを招く可能性がある。

　だから、中立を保つことができ、一人暮らしの高志が緩かん衝しよう材ざいとして選ばれたのだろう。

「わかりました」

「任せてよいのか？　おぬしも色々……」

　即そく答とうに熊野のほうが驚いていた。

「断る理由がありません。今、《里》で刃更の食事を作ることができるのは、俺だけです」

　理にかなっているならしかたがないと、高志は納なつ得とくしていた。

「そうか。なら、頼たのむぞ」

　そんな彼の勢いに心なしか気け圧おされつつ、熊野は言った。
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　だから、早瀬高志は全力を尽つくす。

「こんな使命も果たせないと思われたらシャクだ」

　彼は早瀬家のキッチンに立つ。

　熊野が帰ったあと、高志はすぐさま動き出した。家に保存してあるもので、今使うことができる最高の食材を準備した。

　夜も遅おそく、商店で調達できそうもない食材も多い。

　ゆえに先程、川に行って、自力で魚も捕ってきた。高速クイツク槍術使い・ランサーの高志には造作もないことだ。

　雄ゆう大だいな自然の中で育はぐくまれた《里》の野菜はどれもうまい。捕ったばかりの魚もまた新しん鮮せんさでは右に出るものがない。幸い肉の類たぐいも冷蔵庫にあった。

「最高の食材だ」

　確信をもって口にする。

　時計を見れば既に時刻は午後十時を過ぎていた。

　今日は任務にも赴おもむいている。普ふ段だんなら明日に備えて就しゆう寝しん準備をする時間だ。

　だが、高志は徹てつ夜やを決めていた。

　刃更が納得せざるをえない料理を作る。そのために一人暮らしで培つちかった全すべての技術と、勇者としての誇ほこりをそそぎこむ。

「いくぞ。これが……俺だ。早瀬高志だ」
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　全てが終わった時、夜は明けていた。

　窓から差し込む光を、高志はまぶしそうに見つめる。

　目の前には今の自分にできる全てを尽くした料理が詰つまった重箱がある。

　野菜は煮に物ものを中心としていた。刃更が来る正確な時間はまだわからないため、作ってすぐに食べなければならないサラダの類は避さけたのだ。

《里》で採れるフキやタケノコ、ゼンマイをふんだんに使った煮物はしょうゆでしっかりと味付けをしてある。一いつ緒しよに用意した高こう野や豆どう腐ふの卵とじや、カボチャの煮物とは味わいも合うだろう。

　新鮮な川魚も同じ理由で冷めてもおいしく食べられるものに料理する必要があった。よって、こちらも煮つけにしてある。臭くさみを消すために用いた生しよう姜がの香かおりが心地ここちよい。

　だが、和食ばかりでは、《里》育ちの刃更はともかく、成なる瀬せ澪みおが文句を言うかもしれない。

　夕食の任を受けた以上、そして、満足させようというからには、それは避けたい。

　ゆえに高志は和食に加え、洋食も準備しておいた。

　柔やわらかな春キャベツを用いたロールキャベツ。カレー風味のハンバーグ。それに、冷めてもおいしいように工く夫ふうを加えた照り焼きチキン。

　高志自身の腹が鳴るほどに食欲をそそる匂においが漂ただよう。

　無論、栄養のバランスを考え、ブロッコリーやアスパラガスを添そえてある。

　ご飯もやはり冷めること前提で少し濃こいめの味付けをした炊たき込みご飯にしてある。こちらには鶏とり肉にくと共にゴボウやニンジンなど根菜を混ぜてあった。

　現段階の自分の実力において、完かん璧ぺきだと言える総決算の重箱。

　これならば……刃更も成瀬澪も文句は言えず、栄養素もバランスよく摂せつ取しゆすることができるだろう。

　高志は満足げに微笑ほほえみ、目を閉じた。







　熊野は別にそこまでしろと言ったわけではなかった。夕飯を持って行ってやれという程度だった。つまるところ、商店でお弁当を準備するなり、出前でもよかったのだ。

　高志がそのことに気づいたのは、刃更と再会した時なのだが、それはまた別の話。
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　窓の向こうには暖かな日差し。寒の戻りはあるものの、ようやく暖かくなり始めてきた三月上じよう旬じゆん。

　東とう城じよう刃バ更サラと滝たき川がわ八や尋ひろは喫きつ茶さ店てんのテーブルを挟んで座っていた。

　刃更の表情は重い。何を言うべきか迷っている。そんな様子だった。

　それを見て、滝川は露ろ骨こつに溜ため息いきをついてみせる。

「なんだよ。深刻な話は面めん倒どうだな。俺も骨休めしたいんだぜ」

　肩かたをすくめる。

「わかってる。すまない……」

　刃更は重苦しい表情のまま切り出した。

「だけど、正直、これに関してはお前以外に相談できる相手がいない」

　滝川は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「おいおい。また借りを作る気か？　魔ま界かいの関係が一段落したっつっても──」

「お前なら、ホワイトデーは何を贈おくる？」

「あぁ？」

　滝川は思わず口を開けた。

　それから真しん剣けん極きわまりない刃更の顔をもう一度見る。

　眉まゆをひそめ、額に手を当て、ビクビクと身体からだを震ふるわせ、そして、腹を抱かかえて大だい爆ばく笑しようした。

「ホワイトデーって！　バサっち、ホワイトデーとか！」

　涙なみだすら浮うかべて爆笑する。







「……いやぁ。危あやうく笑い死ぬかと思ったぜ」

　十数分後。ようやく笑いが収まった滝川は、目め尻じりに浮かんだ涙を拭ぬぐった。

「これだけ笑われるとは思っていなかったが。笑われるのも無理はない」

　刃更は深く吐と息いきする。

「とはいえ、本当に見当がつかないんだ。去年まではこういうのに縁えんもなかったから」

「今じゃすっかり東城ハーレムの主なのになぁ」

　滝川は呆あきれた顔でコーヒーをすする。

「だけどまあ……。そういう話なら相談に乗ってやってもいいぜ。バサっちと俺の仲だ。ただし──」

　さっきまで笑っていた滝川の顔から表情が消え失うせた。

　冷たく昏くらい眼まな差ざしが刃更を貫つらぬく。それは滝川八尋ではなく、魔族ラースとしての彼の顔とも言える。

「俺からも話がある。これに乗れば貸し借りはなしだ」

「なに？」

　刃更は警けい戒かいを見せたが、構うことなく、滝川は続ける。

「チョコをもらった」

　滝川の言葉に、刃更は目を瞬しばたたかせた。

「そ、そうか。学園の関係者か？　それとも、幼なじみの……。いや、そっちはないか。バレンタインデーは魔界の習慣じゃないし」

「ああ、そうだ。そのはずが……あの姉貴がチョコをくれた。レオハルトの姉貴──リアラ様が、だ」

「な……」

　刃更は絶句する。背筋を怖おぞ気けが這はい上がっていく。

　現魔王レオハルトの姉、リアラ。麗うるわしく柔らかな美び貌ぼうとは裏腹に、底知れない力と、狂きよう気きにも似た何かを持つ存在だ。

　その姿を思い出すだけで湧わき上がる恐きよう怖ふを止めることができない。

「……意図がわからない」

　滝川は額を押さえる。

「裏切るなよっていう脅おどしか？　それとも、別の意図か？　俺でも察知できない魔法でもかかってるのか？」

　刃更は本気で苦く悩のうする滝川を気の毒そうに眺ながめるほかない。

「食べるのがこんなに怖こわいチョコなんて他ほかにはないと思うぜ。……とはいえ、食べないほうが怖かった」

「……食べたんだな」
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　滝川の顔は珍めずらしく青ざめているように思えた。

「でまあ……俺も何をどう返せばいいか迷ってたんだ。なんせ、命にかかわるからな」

「本当に気の毒だな」

　刃更は心から同情する。

「はぁ……。ホワイトデーの菓か子しとか贈るなら、もっと平和に贈りたいぜ」

　しみじみとぼやき、滝川が席を立つ。

「まあ、行こうかね。男二人で、ホワイトデーのブツ選びとやらに」

「ああ。頼たのむ」

　刃更もまた席を立ち、二人は未体験の戦場へと足を踏ふみ出した。
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　刃更と滝川はこれ以上なく難しい顔をしていた。

　目の前にあるのはデパートのホワイトデー特集コーナーだ。

「それにしても、あれな。バサっち。成なる瀬せたち以外からもチョコもらってやがるんだな。罪深いねぇ」

「義理だ。世話になってるのは、俺のほうなんだが」

　刃更が思い出すのは、全身全ぜん霊れいをもって『義理っ!!』と書かれた立りつ華かの生チョコだった。

　ともかく、二人の前にはホワイトデー関連の商品が山となっている。種類もお菓子から日用品、衣類まで様々だ。

　難しい顔のまま、刃更と滝川は青と白を基調としたコーナーに視線を巡めぐらせていく。

「マカロンとかいうのはどうだろう？　定番じゃないか」

　マカロンの発音すらたどたどしく刃更が言う。

「食べ応ごたえがなさ過ぎるだろ。あれは」

「女子が食べ応え求めるのか」

　二人は腕うでを組み、首をひねる。

「じゃあ、バサっち。ブランドもののチョコにしようぜ。鉄板だろ。金ならあるだろうし。魔界の件でかなりもらったんだろ？」

「いや、個人的なことには使わない」

「ほんとマジメだな」

「それに……ブランドものだと、義理へのお返しとしては重過ぎないか？」

「意外と気にするよな。そういうとこ。重いもの贈って、恩を売ればいいのによ」

　男二人が顔を突つき合わせて唸うなる。

「ケーキは賞味期限が厳しいからなぁ。迷めい惑わくになりかねない」

「またほんと細かいこと気にするねぇ。クッキー……は、やっぱり食べ応えがないな」

「意外なほど食べ応え重視だな」

「俺は実用重視なんだよ。上品さが腹の足しになるか？」

　そんなことを言いつつ、コーナーの前をうろうろして数十分。

　それでも贈るものは決まらない。ダメ出しだけが積み重なっていく。

「……もうちょっと頼たよりになると思い込んでたな。経験豊富そうで」

　刃更は思わず愚ぐ痴ちる。

「いや、バサっち。すげえ失礼な台詞せりふの上に、魔族アテにしてるのおかしくね？」

　滝川が顔を歪ゆがめた。

「……すまない。ぐうの音も出ない」

　反省しつつも別の商品を探し、刃更は顔を上げた。

「ん？」と呟つぶやく。その視線の先に本屋があった。

「滝川。そもそも、俺たち、知識が足りないんじゃないか」

「いいこと言うね。バサっち。確かに、その判断はありだ」

　二人は本屋のほうに向かう。

　彼らが手にしたのは無論、ホワイトデー特集が掲けい載さいされた情報誌だった。

　コーナーの性質上、女性客が多い中、男二人で一冊の本を覗のぞき込む。

「菓子はさっき見た類たぐいのものが多いか」

「あれはあれで正解ってことじゃね？」

　頷うなずきつつ、滝川がページをめくる。

「『オシャレなスイーツホワイトデー。ケーキのお店で個人パーティ』……高たけぇっ！」

「つまりは、誕生日パーティでお店を借りきるような感じか。ホテルのホワイトデーとか、ホワイトデーツアーなんかもあるな」

「バサっちはありじゃね？　ハーレムパーティすればいいじゃねえか」

「いや、高校生としてはなしだろ」

「バサっちの場合、あの人数に加えて、学校の奴やつらもいるのか……。例の報ほう酬しゆう使う気がないなら、ちょっと負担が大きいか。……もう使えばいいんじゃね？　それで解決だろ。ハーレムパーティしろよ。考えるの面倒だしさ」

「そうだな。なら、お前もあの姉さんをパーティに誘さそえばどうだ？」

　しばしの沈ちん黙もくのあと、互たがいにアハハハと乾かわいた笑いをこぼす。

「というかよぉ。バサっち、もうこれでいいんじゃね？」

　滝川は手に取ったものを無造作に刃更の頭につけた。

　本屋のホワイトデーパーティ向けコーナーに陳ちん列れつされている白いネコミミだ。

　刃更は白ネコミミのまま、きょとんとした顔をする。

　それを指差し、滝川は思いきり噴ふき出した。

　店内の鏡に自分の姿を映し、刃更はようやく滝川がしたことに気づく。

「いや、おかしいだろ」

「けっこう似合ってるぜ。バサっち。ぷっ」

「泣くほど笑いながら言うな！　じゃあ、お前もつけて、あの姉さんに写真でも送ってやれ！」

　刃更は別のネコミミを手にして、滝川につけようとする。

　対して、滝川は半ば本気の鋭するどさを感じさせる動きで、腕をつかみ、それを阻はばんだ。

「つけてみろよ。滝川」

「ないわー。ないわー。バサっち」

　刃更の目も、滝川の目も若じやつ干かん本気だった。二人の力は均きん衡こうしている。

「よく見たら、ネコの尻尾しつぽもあるぞ。滝川」

「へー。そりゃあよかった。そいつでニャンニャンしたら、どうだ？　バサっち」

　ネコミミ刃更と、滝川は組み合ったまま至近距きよ離りで睨にらみ合う。

「バサっち……。お前、本気でやんのか？」

「冗じよう談だんに決まってるだろ？　だから、おとなしくしてもいいんじゃないか？」

　もはや二人の間に立ち込める気配は殺気に近い。

「ばさ、ら……？」

　聞こえた声に、その殺気が消え失うせた。

　刃更と滝川はネコミミをつけようと組み合ったままで声のほうを見る。

　成瀬澪みおがいた。隣となりには万ま理り亜あもいる。

　澪は信じられないものを見る目で二人を見ていた。

　万理亜は携けい帯たいで刃更たちの写真を連続撮さつ影えいしていた。

　澪は視線を外さぬまま、万理亜の携帯を取り上げ速すみやかに写真を消去する。

「なんてことするんですかー!?　これは色々な意味で使えそうな光景ですよ!?」

　絶ぜつ叫きようする万理亜をよそに、澪は無言のまま刃更たちを見つめ、それからやはり無言で目を逸そらした。

「そ、そういうのも……理解できるように、がんばる」

　頰ほおを朱しゆに染め、目を伏ふせて呟く。

「そういうって、どういう誤解だ!?」

「バサっち！　フォローはしとけよ!?」

　身を翻ひるがえし、滝川が刃更のもとから脱だつする。

「滝川！」

「ほんとフォローしとけよ!!」

　止める間もなく、滝川は消え失せた。

　全力を用いての逃とう亡ぼうに間ま違ちがいなかった。

　ネコミミをつけたままの刃更は立ち尽つくす。その手にもまた別のミミと尻尾が残されたままだった。

　チラリと澪のほうを見れば、彼女は至し極ごく後ろめたそうにしている。

「いや、だから。本当に違うからな」

　刃更はこれ以上ないほど鬼き気き迫せまる表情で言った。
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「……最初からあたしに相談してくれればよかったのに」

　澪は苦笑いするしかなかった。

　刃更と澪、万理亜はデパートを出て、帰路を行く。

「プレゼントする相手に、その相談をするのはなぁ」

　刃更はバツの悪そうな顔をする。

「気持ちはわかるけどね。でも……いつも気き遣づかってくれてるんだし、こんな時は頼ってくれてもいいんじゃない？」

「結局、頼らせてもらったしな」

　刃更の手にはデパートの紙かみ袋ぶくろがある。中身はかわいらしくも、しっかりした箱に入ったマシュマロの詰つめ合わせだった。マシュマロ自体も色とりどり、味も様々なものが入っている。

「刃更にはあたしがいないと」

　得意げに胸を張る澪に、刃更は何も言い返すことができない。

「でも、実はね──」

　澪は隠かくしていたものを見つけられた子供のように、無む邪じや気きな表情を見せる。

「あたしもバレンタインの時、あそこで迷ってたの。同じ売り場でね」

「そうなのか？　今日は選ぶのに慣れてるみたいだったけど」

「あげるのともらうのじゃ、違うからね」

　刃更が持つマシュマロの箱に目をやる。

「それに……あたしも人にアドバイスをもらったから。だから、刃更に偉えらそうにはできないわ」

「……そういうものなのか」

　刃更は目を細める。

「だけど、ありがとう」

「ううん。あたしこそ」

　澪は恥はずかしげにしつつも刃更に身を寄せた。

「お返しありがとう。お兄ちゃん」

　上目遣いで刃更を見る澪の顔に輝かがやく笑えみが浮うかんだ。

　刃更の手がその頭をクシャリと優やさしく撫なでる。

「ところで、刃更さん。マシュマロにどんな媚び薬やく仕込みますか？　この私が相談に乗りますよ！」

「カケラも頼たのんでねえよ」「やったらひどいわよ」

　兄妹きようだいの声は見事なまでに重なっていた。
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　そして、やって来た三月十四日。

「なんだかかえって色々させてしまったなぁ」

　ダイニングテーブルの上に並ぶ料理の数々を見て、刃バ更サラは言った。

　ピザやチキン、キッシュが香こう辛しん料りようやチーズのよい匂においを漂ただよわせる。大盛りのサラダがそれらに並んで用意され、さらには新しん鮮せんな果物が鮮あざやかな色と爽さわやかな香かおりを添そえていた。

「せっかく刃更様がホワイトデーのお菓か子しを用意してくれたのですから」

「おいしく食べたいしね」

　ゼストと胡桃くるみが並んで持ってきたのは、刃更がプレゼントとして選んだマシュマロだった。

　それぞれに渡わたしたマシュマロをまとめ、ガラスの器うつわに綺き麗れいに盛りつけてある。

「工く夫ふうもする」

　続けて柚ゆ希きが運んできたものは、湯ゆ煎せんしてとろとろに溶とかしたチョコレートだ。その添えものとして、クッキーも用意してある。

「正直、マシュマロでは物足りないと思いましたけど、媚薬たるチョコレートがセットならサキュバス的にも安心ですね」

　しきりに頷く万ま理り亜あ。

「媚薬としての即そつ効こう性がないのは、前にもう証明されてるからな」

「でも、万理亜はともかく、さすがは柚希やゼストよね。おいしい食べ方相談してよかった。マシュマロって色々な食べ方ができるのね」

「はい」と、柚希がマシュマロを刃更に差し出した。

　串くしで刺さしたマシュマロは先さき程ほどの溶けたチョコに浸つけてある。

　チョコレートが滴したたるそれを、刃更は一口に食べた。

　マシュマロ特有のふんわりとした食感と優しい甘さ。それがまとわりつくチョコレートの濃のう厚こうな甘みと、わずかな苦味を強調する。

　重なり合い、広がる味わいに、刃更は幸せそうに目を細めた。
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　同日。

　梶かじ浦うら立りつ華かは自室に鍵かぎをかけた。

　施せ錠じようされていることを何度も確かめ直したあと、机に向かう。

　そこには愛らしい包装がされた箱があった。

　伸のばした手は震ふるえている。顔は緊きん張ちようで強こわ張ばっていた。

「義理のお返し。義理のお返しだから。勘かん違ちがいしないわ」

　自分に言い聞かせて、包装を開ける。

　その時、立華は包装の中に差し込まれていたメッセージカードの存在に気づいた。

　箱や包装と同じ愛らしいカードには、その装そう飾しよくにそぐわない飾かざり気ないペンの文字でメッセージが書き込まれている。

『梶浦先せん輩ぱい。いつもありがとうございます』

　言葉もまたシンプル過ぎるものだった。

　立華はしばらくそれを眺ながめたあと、箱からマシュマロをひとつ取り出し、口に入れる。

「まったく……。東とう城じよう君らしい」

　心の底から幸せそうに呟つぶやいた声は確かに弾はずんでいた。

　もう指は震えていない。







　橘たちばな七なな緒おは刃更からもらったホワイトデーのプレゼントを胸に抱だく。

　そうするだけでプレゼントを渡してくれた時の刃更を思い出すことができた。

『男からのお返しで悪いな』

　照れた刃更の顔は、七緒からすると少し新鮮だった。

「でもね、東城君──」

　彼からのプレゼントを愛いとしげに抱き締しめたまま、七緒は目の前にある姿見に目をやる。

　映り込む七緒の姿。箱を抱いた胸むな元もとはわずかに膨ふくらんでいる。

「まだ女の子の姿から戻もどらないんだ」

　不安に眉まゆを下げながら、しかし、口元をかすかに綻ほころばせて、七緒は言った。

　七緒はまだ自分の本当の気持ちに気づいていない。気づいていないと思っている。

　橘七緒がその事実を受け入れるのは、まだ少しだけ先のことだった。







　長谷はせ川がわの指がテーブルの上の写真に伸びた。

　彼女の自室に飾られているその写真は、一月に刃更と旅行した時のものだ。

　滝たきをバックに、仲なか睦むつまじい恋こい人びとのように、長谷川と刃更が写っている。

　そのすぐ横に、刃更からのホワイトデーのプレゼントが置いてあった。

　刃更が恥ずかしそうに渡してきた綺麗な箱を、長谷川は長い指でコツンと突つつく。

「まったく……。バレンタインデーに続いて、今日もあの子たちにあげるんだから、私は人がいいな」

　窓のほうに目をやった彼女の顔には少し寂さびしげな影かげが落ちる。

「マシュマロだけじゃ満足しないぞ。──東城」

　彼の名を呟く吐と息いきは熱い。







　滝たき川がわは一人、夜の街を歩く。

　繁はん華か街がいの喧けん騒そうと、極ごく彩さい色しきのイルミネーションの光の中、彼はポケットの携けい帯たいを取り出した。

　眉をひそめ、届いたメールを見る。

　間を置き、滝川は噴ふき出していた。

　開いた画像──写真にはレオハルトが写っている。真しん剣けんな表情をしているレオハルトは、滝川が知るままの姿をしている。

　しかし、リアラが腕うでを組み、身体からだを密着させて、その口にマシュマロを放ほうり込んでいた。

　結局、迷いに迷った末、滝川がお返しにと選んだものだ。

「命拾いしたな」

　楽しそうな魔ま界かいの姉弟きようだいを一いち瞥べつし、滝川は携帯をポケットにしまった。

　そのまま、彼の姿は雑ざつ踏とうの中へと消えていく。
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　東城家の食しよく卓たくに、いつも以上に賑にぎやかな声が響ひびく。

「ほらー。胡桃さん。遠えん慮りよしないで食べてくださいよ」

「やだよ！　今、何か変なもの混ぜただろ！」

　チョコマシュマロを食べさせようとする万理亜と抵てい抗こうする胡桃。

　二人の姿はじゃれ合っているようにしか見えない。

「今度、レシピ教えて」

「かしこまりました。あの……できれば、私にもあのシチューを教えていただけませんか？」

　真剣な表情でゼストの料理を味わう柚希と、メモを取るゼストが料理の情報を交こう換かんし合う。

　それらを横目に、刃更はマシュマロを味わう。

　最初は、プレゼントしたものだから──と遠慮したが、気にせず食べていいと言われて、みんなでマシュマロをパクついていた。

　さっきのようにチョコを絡からめて、あるいはクッキーで挟はさんで、時にはレンジで温めてみたり、火で炙あぶってみたり、様々な味わいを堪たん能のうしている。驚おどろくほどにマシュマロには多くの食べ方があった。

　万理亜も胡桃も、柚希もゼストも楽しんでいる。

　刃更はそれを見て、表情を綻ばせながらも考えてしまっていた。

　本当に幸せそうな家族の姿。

　魔族でも勇者でも、十神でも。

　こんな幸せな姿をずっと見ていたいと、刃更は心の奥から思う。

　いや、違うと、刃更は考え直す。

　こんな姿をずっと見ていることができるように、戦わざるをえない時には戦うのだ。

　ふと、掌てのひらに温かく柔やわらかなものが触ふれた。

　隣となりに座る澪みおが手を重ねている。

　言葉は交かわさずとも、今、彼女が同じ想おもいを抱いだいていることはわかった。

　おそらく澪以外の皆みなもだ。

　刃更はそれを嬉うれしく思う。だから、今、この日、この瞬しゆん間かんを大事にする。

　もし、また戦わなければならない日が来た時のためにも。

「楽しもうな」

「うん」

　刃更と澪は心からの笑えみを交わした。







　あとがき




　初めまして。あるいはお久しぶりです。

『新しん妹まい魔ま王おうの契約者テスタメント　ＬＩラＧＨイＴ！ト』に続いて執しつ筆ぴつを担当させていただきました八や薙なぎ玉たま造ぞうです。

　本作は、『新妹魔王の契約者　ＬＩＧＨＴ！』同様、気軽に楽しんでいただける日常系コメディ（エッチ分多め）の短編集となっております……が、今回はコンセプトとしてラブ増量、エッチなシーン増量、季節イベント連動重視に振ふってあります。

　舞ぶ台たいとなる時期を本編８巻と９巻の間（刃バ更サラが長谷はせ川がわ先生との旅行から帰ってから、終業式を迎むかえるまで）と想定──つまりはメインとなるエピソードはバレンタインデー！　返す刀でホワイトデー！　となれば、そうせざるをえない！

　──ということで、前作とは違う雰ふん囲い気きを楽しんでいただければ幸いです。違うと言いつつも、ドタバタしたコメディであることも間違いないのですが。

　また、前作ではタイミング的にあまり活かつ躍やくさせることができなかった長谷川先生。登場させられなかった生徒会の立りつ華かと七なな緒おや、魔界勢のシェーラ、ルキアもがっつりと描えがくことができました。書いてみたいと思っていたキャラだったので、僕個人としてもとても満足しています。

　もちろん、いつもの面子メンツで、澪みお、万ま理り亜あ、柚ゆ希き、胡桃くるみ、ゼストがメインのお話もばっちりありますのでご安心ください。高たか志し、滝たき川がわも！

　ちなみに想定よりも分量が増えてしまったのですが、増えた理由がエロいシーンを書いたら増えたという、実に新妹っぽい理由でした。増量でお得です！




　以下、雑談的なお話です。ほんの少しだけネタバレがあるのでご注意ください。

　今回の短編の中に出てくる春画展のモデルとなった春画展。東京と京都で開かい催さいされていたのですが、両方行ってきました。いや、東京のほうは用事で上京した時に行ったのですが（成人向けの展示です。既すでに終わっていますが、念のため）。

『第四章　サキュバス・オリエンタル！』で万理亜とシェーラがしきりに感動しているのですが、実際の展示も、サキュバスならずとも胸に来る代しろ物ものでした。ハーレム、二次創作、触しよく手しゆもの、医術書のふりをしたエロ本と多た彩さいなラインナップ。

　さらに驚おどろいたのは掌サイズの春画の存在。豆判春画という携帯に適した春画なのだとか。さらには大名たちがお正月にそれを持ち寄って交換するという逸いつ話わまであるらしくて、「スマホの画像的な感覚!?　それともトレーディングカード!?」と、驚きよう嘆たんするばかりでした。

　これは万理亜がいたら、絶対行くなーと思っての、あのお話でした。しかたないですね！




　さておき。出版にあたって、今回も多くの方のお世話になりました。

　原作者の上うえ栖す綴てつ人とさん。今回も自由な形でノベライズをさせていただき、ありがとうございました。とても楽しかったです。

　イラスト担当の大おお熊くま猫ねこ介すけさん。美しくエロいイラスト、ありがとうございます！　新妹ヒロインの冬服、超ちようカワイイです！

　担当さん、出版にかかわっていただいた皆様にも心よりの感謝を。

　それでは失礼します。





春画展の図録は打だ撃げき武器になるサイズ　八薙玉造　
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